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　東京タワーからは、どこまでも見える。

　新しん宿じゅくのビル群、お台だい場ばの観覧車、茫ぼう々ぼうと広がる東京の街、天気がよければ富ふ士じ山さんだって見える。

　そこそこかかる入場料を払い、私は東京タワーの大展望台へ来る。東京の郊外生まれの私にとって、東京の象徴は東京タワーだった。スカイツリーじゃない。東京タワーなのだ。

　私は事あるごとにここに来る。大抵はひとりぼっちで。朝一番のときもあれば、閉館ギリギリのときもある。

　何をするでもなく、ぐるりと歩いてあちこちから東京を眺めるのだ。

　誰でもそうだと思うけれど、生きていると、ふとしたことで違和感を覚えることがある。指先がチリチリするような、わずかな感覚は日常の隙間に潜んでいるから、ちょっとしたことで私にぶつかる。そして、それが耐えきれなくなると私はここに来る。いつの間にかそうなってしまった。三十年生きているとそんなことの回数も増えたように思う。

　前回来たときは、恋人の浮気だった。許してと言われたから許した。別れたくないと言われたから別れなかった。ただ、ひとりでここに来た。涙は出なかった。

　一年半ぶり、今日定時後にやってきた理由は、その恋人と別れたからだ。浮気され、今度は向こうが『許さなくていい』と言った。だから、律儀に私は許さずに別れた。涙はやっぱり出なかった。

　夏の十九時は、日没後だけれどまだ薄明るく、そこに街の夜景がぼんやりと浮かんでいて夢の世界みたいだ。

　ほんのりピンクとオレンジの残る可か愛わいいおもちゃ箱。ああ、景色も私もふわふわしている。

　失恋。言葉にしたら呆あっ気けない。恋の終わりは夢の終わりよりもあっさりしていて、本当に涙も出やしない。

　それでも痛くないわけじゃない。単純な痛みは、私の身体も心もくたびれさせてしまった。

「お姉さん」

　横から声をかけられた。振り向くことは億おっ劫くうに感じるより、ちょっと勇気がいった。私は死にそうにくたびれた顔をしているだろうし、今、他人に何事か声をかけられても上手に反応できる自信がなかった。

「はい」

　そっと首を右にめぐらすと、そこには若い男性がいた。

　二十代半ばだろうか。背が高く肩幅が広い。骨格はがっしりしているけれど、太っては見えない。どちらかといえば細身に見える。短い髪はワックスでラフに散らしていて、茶色っぽく見えるのは天然の色か、染めているのか判別がつかない。

　顔立ちは、若手俳優といっても差し支えないほど整っていた。きりりとした男らしい眉、アーモンド型のくっきりした瞳、大きな口は男性的で、笑顔の形に口角が上がっている。

「これを見てもらえませんか」

　男性の手には画用紙のスケッチブックがある。そこに太い油性ペンの殴り書きで【ＦＲＥＥ　ＨＵＧ】と書かれてあった。

「世界中のあちこちでやってるんです。ハグしてくれた人と写真を撮ってね、記念にするんです。ほら」

　彼はスマホを見せてくれる。画面には、人種も年齢も性別もさまざまな人たちと仲よく並んだ彼。みんな楽しそうに満面の笑みだ。

　それにしたって、なんでそんな明るいものの一部に私を選んだんだろう。平日の夕暮れどきに、ひとりで東京タワーに来ている女を。あまり陽気な横顔だってしていなかったはずだ。

「悪いんですけど」

　私は小さな声で答えた。

「そういうの、得意じゃないので」

「得意不得意は関係ないですよ」

　彼は明るく笑った。笑顔だけなら大学生ほど若く、幼く見える。

「ぎゅってハグして、イエーイって写真撮る。誰でもできます」

　そんな軽い返しに、若干イラッとした。

　なんだろう、この人。ワールドワイドな価値観の人は、同じ日本人でもはっきり意志を表明しないと伝わらないのかしら。

　私はかすかに嘆息して、改めて言う。

「ハグとか、知らない人としたくないの」

　目を見つめると、吸い込まれそうな気持ちになった。透明度の高い目だ。純粋というより、まっすぐさを感じる。

「俺はあなたとハグしたいです」

「はあ？」

　今度こそ苛いら立だちを隠さず、口をへの字にして問い返した。すると、彼は真正面から私を見つめ、言う。

「だって、あなた、泣きそうな顔してる」

　問い返す言葉もなかった。私の両目は、じんと熱くなり、次の瞬間とめどなく涙が溢あふれだした。

「嘘うそ……」

　本当に嘘みたいだけど、魔法みたいだけど、彼の言葉は私のスイッチを押した。私の心を揺さぶった。

　私はしゃくり上げることもせず、ただただ涙を流した。頬を流れる熱い塊は、大きな水玉を私のブラウスの胸元に作る。でも、私は泣きやめなかった。

「フリーハグ、失礼しますね」

　彼の腕が私を抱き寄せ、その胸に抱き止めてくれた。温かい温度に余計泣けてくる。

「横顔が泣きそうだったんで、声かけちゃいました。変な意味はないですけど、今はちょっと誰かの体温がいるかなー、なんておせっかいです」

「本当に……おせっかい……」

　私は泣きながら、その胸にそっと額をつけた。彼の大きな手が私の背を撫なでる。冷房で冷えきっていた背中に、彼のてのひらは温かい。

　涙が出なかったわけじゃない。私は泣くパワーすら失っていたのだと、ようやく気づいた。

「人生が、重たくて……たまに耐えきれないときが……あるの。……それが、今日、だったの」

「ええ」

「きっとみんなそれぞれに、人生は重たい……だから、私も……泣かないようにしてたんだけど」

「ええ」

　彼はむやみに肯定も否定もしなかった。ぽつりぽつりと出る断片的な私の言葉にただ頷うなずき、涙が止まるまでそうしていてくれた。

　やがて、街にゆっくりと宵闇が降りてくる。タワー内の照明が目立ちだし、私はくっついているのが気恥ずかしいような気分になった。

　そっと身体を離すと、彼は透明な瞳で私を見つめていた。綺き麗れいだけど、綺麗なだけじゃない。ちょっと野生的で野蛮な目だ。世界を旅してきた人はこんな目をするのだろうか。

「それじゃあ」

　タワーを下りるのは別々がいいと、きっと私も彼も思っていた。彼は私に自分のハンカチを押しつけて片手を上げ、先にエレベーターに向かい、歩いていってしまった。

　変な女に当たったと思っているだろうか。

　私は久しぶりに本気で泣いたせいで、頭にかすみがかかったようにぼんやりしていた。目も熱いし、鼻はすすりすぎて苦しい。もう少し落ち着いてから下りよう。

　それにしたって今日の出来事は、明日には後悔で死にそうになるに違いない。見ず知らずの男性の胸で泣いてしまうなんて。三十歳の女がやっていいことじゃないでしょう。

　でも、たった今のこの瞬間、私の心は穏やかだった。ここ最近で一番の平穏を手に入れていた。それはありがたいことに彼のおかげだ。

　彼の去っていった方を、ぼうっと眺めていると、背の高い人影が。なぜか、彼が小走りで戻ってきた。

「あのね」

　彼は私に近づき、言う。

「本当は、このままさらってしまいたいです。でも弱みにつけ込みたくない。もし、縁があったら、またここで会いましょう」

　ちょっと真剣な表情の彼は、印象的な瞳をきらりと光らせ、そう言った。

　なんてふわっとした約束だろう。運任せ、天任せ。

　そう思いながら、なぜか彼の出してきたその提案が居心地よかった。

　私は泣き笑いの顔で頷く。

「ええ。縁があったら」

　彼は照れたように微ほほ笑えんで、踵きびすを返し、もう戻ってこなかった。

　夏の日は残光すら消えてしまい、東京タワーの周囲は完全に夜に染まっていた。夜景を横目に、私はまた穏やかな気持ちだった。

　この日、たったひとりの青年は、間違いなく私を救った。

　阿あ木ぎ真ま純すみ、三十歳の、ぺしゃんこになりそうな心を抱きしめてくれた。
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　朝七時きっかりに起床すると、まずは洗濯機を回す。

　朝食は八枚切りの食パンか、冷凍のごはんパックを解凍。卵や納豆みたいなタンパク質もなるべくとりたいけど、それは気持ちに余裕のあるときだけ。今日は小さなごはんパックを解凍し、白だしとフリーズドライの小こ葱ねぎとお湯をかけて、簡単なお茶漬けにしてしまった。

　ちなみに、お弁当も気持ちに余裕のあるときだけにしている。まあ、気持ちに余裕のある日なんて一週間のうち一日くらいなものだけど。

　食事が終わると部屋を軽く片づけ、洗濯物を干す。私の部屋は五階で、ベランダは風が強いのでピンチでしっかり留めなければならない。お日様がたっぷり差し込むから、これはこの部屋の一番の美点だと思う。鉢植えくらいは置いてもいいと思いながら、何年も何も買っていない。育てるのが苦手だから、枯らしてしまいそうで手が出せないでいる。

　ブラウスと膝丈スカートという、大抵いつも似たり寄ったりの通勤服に着替え、ヘアセットとメイクを済ませる。ロングヘアはひとつにまとめてしまう。メイクは濃すぎず、薄すぎず、主張しない。

　あまり派手な顔でもなく、私のメイク技術もたいしたことはないので、鏡の中の私は漫画のモブキャラでいそうな、ありふれた女性会社員だ。

　バッグの中身をチェックして、三センチヒールのパンプスにつま先を入れ、八時には出勤準備完了。

　阿木真純、三十歳、今日も元気に出勤します。




　電車を乗り継いで二十五分で新宿に到着する。『富ふ士じヶが嶺みねカンパニー』本社ビルが私の職場だ。

　入社八年目になる富士ヶ嶺カンパニーは、いわゆる総合商社。卸売業で一部上場している大企業だ。社員数はグループ企業まで合わせれば、ざっと一万人。この本社にも、あらゆる部署に千人以上が勤務している。

　私のオフィスは二階の総務部だ。近いのでエレベーターは使わず、エントランスの奥の階段を上がる。オフィスはすぐそこにある。

「おはようございます」

　ドアのところで一礼。フロアの面々から挨拶が返ってくる。制服はないので着替える必要もない。そのまま私は自身のデスクに近づき、次に上司に頭を下げる。

「野の口ぐち課長、おはようございます」

「おはよう、阿木さん」

　ほんわかと答える直属の上司は、総務部二課の野口課長。痩せていて小柄な五十代の男性だ。

　総務部は庶務を担当する一課と、渉外や法務業務を担当する二課、人事課、秘書課、システム管理課に分かれ、それぞれ十人前後がチームで働いている。

　私が所属しているのは総務二課だ。二課の野口課長は、お世辞にも仕事のできる人ではない。

「阿木さん、困ったことになったよ」

　内心、『またか～』と思いつつ、とりあえず「はい」と返事。

　野口課長の困ったことはいつものことで、その内容は大小さまざま。課長の『困ったこと』に、私も慣れちゃっているけどね。

「我が社の社長の名前を言って」

　いきなり話が読めないですよ、野口課長。

　それでも私は素直に答える。

「千せん石ごく芳よし太た郎ろう社長です。一族経営の我が社の五代目。鉄鋼業界、造船業界に販路を開いた方です」

「よくできたね、さすが阿木さん。それでねぇ」

「はい。それで」

「はぁ、ほんと困ったよ」

「ええ」

　野口課長は本題になかなか入らない。元々前置きが長いし、言葉のうまくない人だけど、今日はことさら回りくどい。

　よほど『困ったこと』なのかしら。うう、すでに面倒くさい。

　とはいっても、私も大人なので野口課長をどやしつけたりはしない。部下として、あくまで彼の言葉を待つ姿勢だ。

　同僚から言わせると、私のこういった様子は逆に怖く見えるらしい。無言の圧力を感じるとか……。そんなつもりないんだけどなぁ。

　野口課長が、ぼそりと口を開く。

「社長のご長男が帰国するって話は聞いてるかい？」

「噂うわさ程度ですが」

　社長には、二十代後半になる長男と、中学生の次男がいる。

　次男の涼りょう次じ郎ろうくんは中学二年生。ときどきパーティーに顔を出したり、『会社見学だ』と無邪気に総務部に顔を出したりするので、知っている。賢く人懐っこい子だ。

　しかし長男に関しては、大学時代からずっとヨーロッパにいるという情報しか知らない。そちらで現地の友人と起業しているらしい。だから私たちはなんとなく、この会社を継ぐのは次男の涼次郎くんなのではないかと思っていた。

　そこに長男が帰国するとの噂が、どこからともなく流れだしたのは、夏の終わりくらいから。しかもただの帰国ではない。後継者として戻ってくるという噂がまことしやかに流れていた。

「そのご長男がね、総務部に配属になるんだ」

「そうなんですか」

「そして、人事課の井い戸ど川がわ課長が、うちで面倒見てくれって言うんだよ」

「それは、総務二課に配属ってことですか？」

　さすがに私も眉間に皺しわを寄せた。

　会社の将来を担う人物は、普通は営業部のどこかに回されるものじゃないの？　もしくは海外事業部みたいな、語学や海外経験を活いかせる華々しい部署に配属とか……。

「なんでも社長のご意向でね、会社の骨格が理解できて、人や物品の流れがわかる部署へ入れたいって言うんだ。いやあ、それにしたって、なんでうちなのかなぁ」

　しょぼしょぼと背を丸める野口課長は、実年齢より上に見えるほど重圧を感じている様子。自他ともに認める窓際族の野口課長に回ってきた大役だ。

　すると野口課長の首に、がしんと腕を回す人物が現れた。人事課の井戸川課長だ。

　総務一課、二課、人事課は同じフロアで仕事をしている。井戸川課長は私たちのやり取りに聞き耳を立てていたのだろう。

「総務二課以上に適所はないでしょ～。ね、阿木さん」

　私を見る井戸川課長は、調子のいい陽気なおじさん。そんなこと言って、面倒事を私たちに押しつける気でしょう。

「ご長男の千石孝こう太た郎ろうくんは、眉目秀麗な二十六歳。スペインの大学を首席で出てる秀才だよ。向こうで起業していたアート系の会社はご友人に任せて、満を持しての帰国だそうじゃないか」

　井戸川課長は、まるで我がことのように自慢げに語る。

「社員を率いていた立場だし、本人にもプライドがある。社長の本音は、穏やかな部署に入れて会社に慣れさせたいのさ。営業部古参のうるさ方や、勢いばっかりのルーキーたちの中に入れて苛々させたくないんだよ。わかるだろ？」

「そりゃあ、うちは穏やかだよ。ね、阿木さん」

「穏やかではあると思いますが……」

　私は、うーんと唸うなりながら頷いた。

　総務二課がまとまっているのは、課長がのんきで、お世辞にも仕事ができる方じゃないから、みんなの団結力と自主性が高いせいだと思う。船長がちゃらんぽらんでも、私たちはこの船を沈めるわけにはいかないじゃない。

　そして、その二課で暗黙のうちに、野口課長の補佐として位置づけられているのが私だ。女性社員の中では課の年長で、一応、主査というグループリーダーのポジションにもいる。要は私が一番忍耐強く、野口課長のお守りに慣れているというだけだ。けして私が望んだわけじゃない。

　ん？　ということは、今回の面倒事の割りを食うのは私じゃない？

「明日から出社だから、デスクやその他もろもろの準備、よろしくね」

　井戸川課長は笑顔で自身のデスクへ戻ってしまった。

「困ったねぇ、阿木さん」

「困りましたね、課長」

　私は割合本気で頷いた。やばい香りがプンプンしてきたなぁ。




　明日には出社してくる御曹司のために、私はデスクと備品を調達する。普通の新入社員用のひと揃そろえは、総務一課に頼めばすぐに用意してくれる。それを私の横に配置した。本日最初の仕事。

　後は毎日の業務に入る。私は二課のすべての仕事をある程度把握し、回す役目を担っている。

　二課の人員は十人。法務・労務に六人の人員を割いているので、渉外の仕事は私と、後輩の女性社員である山やま根ねさんと持もち田ださんの三人でやっている。

　市区町村や官公庁への資料作成や提出が多くて、総務内だけでなく、ときどき営業セクションからも仕事が回ってくるので結構忙しい。




「御曹司さん、渉外担当になりますよね。きっと」

　山根さんが、ニコニコと言った。単純に人員が増えるのが嬉うれしそうだ。

「やだ、つまりは真純先輩が教育係ってことでしょ。めちゃくちゃ大変じゃない！　ねえ、真純先輩」

　持田さんが私の顔を覗のぞき込んでくるので、私は、うーんと本日何度目かの唸り声。

　ちなみに私たちは三人で昼ごはん中だ。毎日一緒というわけじゃないけれど、今日は三人とも手ぶらだったので、揃って近所の定食屋に来ている。

　私は腕を組んで、ぼそりと呟つぶやく。

「課長が全部の面倒を見てくれるのが一番いいんだけど」

「そんなの、無理に決まってるじゃないですか」

　山根さんと持田さんの声がかぶった。一言一句ずれていない。

　なるほど、意見は一致しているのね。うんうん、私もそう思う。期待はしていませんよ！

　新入社員の山根さんは、ほんわかおっとりマイペースな女の子。入社三年目の持田さんは、しゃきしゃきとしていてはっきり言いたいことを言うタイプだ。

「確かに真純先輩の負担増はかわいそうですけど、渉外は本当に人が足りないので、増員助かりますよ～。それに御曹司さん、起業してたんでしょう？　お仕事バリバリできますよ～」

「起業家で御曹司でしょ？　プライド高いに決まってるじゃない！　超面倒くさい男よ、きっと」

　山根さんが言い、持田さんがマイナス要素を挙げ連ねた。

　ふたりは仲がいいけれど、言っていることはだいたい正反対だし、性格も真逆だ。

「総務の仕事なんて馬鹿らしくてやってられない……くらいのことを言いだすかもしれませんよ？　御曹司だから下へ手たに叱れないし」

「持田さん、そんなに脅かさないで」

「ああ、ごめんなさい！　真純先輩を追いつめるつもりは！」

　慌てる持田さんの横で、山根さんがゆったりとした口調で言う。

「でも～、真純先輩って課長をはじめ、面倒くさい男、得意そう。操縦うまいじゃないですか～。きっと御曹司もちょちょいと丸め込んで、舎弟にしちゃいますよぉ」

「待って、山根さん。舎弟作るキャラじゃないよね、私」

　そんな会話をしているうちに、私たちの前に日替わり定食が三つやってくる。今日のメニューはアジフライとイカフライ、ポテトサラダだ。私たち三人はおしゃれなカフェランチより、こういうがっつり飯の方が好きだ。

　揚げたてのフライをかじりながら、心の中でちょっと思う。

　男の操縦がうまかったら、振られてなんかいない。そもそも浮気もされていない。元彼の大ひろ翔とに振られたのはひと月前だ。

　証券マンだった大翔は、明るくて野球大好きな体育会系で、まあ確かにモテる男子だった。友達の友達っていう関係で、何度か飲み会で一緒になって、向こうから告白されて付き合った。

　一緒にいた三年間の終わりは、たったひと月前なのに、いいことも悪いことも等しく遠い。私は振られても泣かなかったし、仕事も休まなかった。ただ一度だけ東京タワーに行った。そこで、不思議な青年に泣くきっかけをもらった。それだけだ。

　私の恋は、あの瞬間にきっぱり終わったのだろうと思う。

　そりゃあ、こうして振られた事実を思い出し、ちょっと立ち止まる瞬間はあるけれど、もう前を向いて歩いている。

　そのきっかけをくれたのは、あの青年だった。ありがたかったし、お礼が言いたかった。

　翌週の同じ時間、東京タワーに行ってみようかとも思った。

　彼は言った。『縁があったら』と。私が行けば、縁は発生するかもしれない。

　でも、私はそこまで行動できなかった。心は完全回復していないし、もし彼に会いに行けば、抗いきれない勢いで新しい恋が始まるだろう。まだそんな自分になれない。そんなに簡単に切り替えられるほど、頭の柔らかさも若さもない。

　さらに私の中で、あの一瞬を神聖視する気持ちがあったのも確かだ。

　綺麗な夕暮れのひととき。彼のフリーハグは、魔法みたいに私を楽にしてくれた。あれはリアルとは隔絶した場所の出来事。

　会ってしまえば、それらが現実と地続きのことになってしまう。魔法が解けるのは嫌だった。切り取られた完璧な世界を壊したくない。勝手な言い分だとは思うけれど。

　三十代になり、いろいろと変わってきた。見えるものが増えた分、心は疲れを感じやすい。鈍感になれた部分もあれば、若い頃より響いて感じるものもある。ふとよぎる不安や寂しさが、そんなものの正体なのかもしれない。

　あの日、私は疲れきっていた。うっかりすると、仕事も辞めて、周囲との繋つながりを切ってしまいかねない崖っぷちにいた。そこに彼の笑顔が、温度が、魔法をかけた。

　魔法は魔法のままでいい。私は今まで通り、このわけのわからない不安に立ち向かって生きていかなければならないのだから。

　はぁ。女三十歳、前は向いていても、心身ともに回復力は衰え始めているのよね。

「真純先輩、イカが衣から脱走してます～」

　山根さんに言われ、私はぼうっとしていたことに気づいた。

　箸の間のイカフライは衣だけ残して、白いイカの身が皿のキャベツに転落していた。




　その日の総務部のオフィスは、若干の緊張が走っていた。

　これからやってくるのは、富士ヶ嶺カンパニーの御曹司だ。始業時刻が過ぎ、各々デスクやその周辺で定例の仕事をこなしながらも、いつそのときが来るかとソワソワしている。

　私も、それなりに緊張している。

　どんな人だろう。持田さんの言うような面倒くさい系男子じゃないといいな。意識高い系もやだな。

　すると、先立ってオフィスに入ってきたのは秘書課の面々。いつもは隣の秘書室に詰めている。

　そして五階から、システム管理課のメンバーも現れた。総務部総出のお迎え態勢らしい。

　御曹司とはいえ、中途入社の社員ひとりに大仰じゃない？

　やがてドアが開き、人事の井戸川課長と総務二課の野口課長に伴われて、背の高い男性が入ってきた。

　百八十五センチほどありそうな長身。短い髪の毛は後ろに撫でつけてある。堅そうな印象だ。ひと目で高級ブランドとわかる細身のスーツを嫌味なく着こなし、すらりと脚が長いのは一目瞭然。

　そして、私はその体たい躯くを観察しながら、心の奥底から湧き上がる何かを感じていた。

　なんだろう、この感覚。

　全身を観察していた視線が彼の顔に移動する。瞬間、心臓が止まりそうになった。

　あの青年だ。

　東京タワーで会った彼だ。

　どん底の私を救ってくれた彼だ！

「千石孝太郎です。本日よりよろしくお願いします」

　彼は低く涼やかな声で言い、深く頭を下げた。

　間違いない。声だって一緒だ。私は忘れていない。

「え～、ご存じの通り、千石くんは社長のご子息だ。でも、みんな特別扱いはせずに――」

　井戸川課長の説明の間、彼はぐるりとオフィスを見回している。ひとりひとりの顔を視界に入れていく。その過程で、ぴたりと動きが止まった。

　私を……彼もまた見つけたのだ。

　そして視線がそらせなくなってしまった私は、呆ぼう然ぜんと彼の顔を見つめ続けていた。

　彼はわずかに瞳を大きくして、それから元の爽やかな微笑に戻り、何事もなかったかのように職場の面々に視線をめぐらせる。私と彼以外は、この一瞬の異変に気づきもしなかっただろう。

　まずい。彼の視線が外れてから、私はようやく気づいた。

　まずい。こんなところで再会するなんて。そして、じっと見つめてはいけなかったのだ。あんなに見ていたら、『私はここです。見つけてください』と言っているようなものじゃない。

　彼は気づいていた。間違いなく私に気づいていた。

　どうしよう。何やっているのよ、私。

　彼には感謝している。でも、あれは完全プライベートで、さらには一種の特殊な状況下でのこと。会社みたいな現実の極みと重ねたいことじゃない。

　会社の誰にも知られたくない。東京タワーで、べそをかいていたなんて。それなのに、こんな形で証人と再会してしまった。しかも私は彼の教育係だ。

　ひと通り挨拶が終わり、彼……千石孝太郎は私たち総務二課のデスクにやってきた。

「改めまして、よろしくお願いします」

　頭を下げる彼に、口々によろしくと声をかける課の面々。私は表情が引きつらないようにするので必死だ。

「千石くん、当分は彼女、阿木真純さんについていろいろ勉強してもらうからね」

　野口課長が言い、促されて私は微笑みを作る。

「はじめまして、阿木です。よろしくお願いします」

「……千石です。よろしくご指導ください」

　千石孝太郎はわずかに言い淀よどんだ後、丁寧に頭を下げた。

「それじゃ、今日はまずこのオフィスと社内のことをいろいろ教えてあげて。仕事はその後に、おいおいね」

　ギクシャクしちゃいけない。私は自身に唱えて、彼に笑顔を見せる。

「それじゃあ、このオフィスから説明しますね」

　総務部のオフィスについて、各課の場所から応接や給湯室まで説明し、廊下に出る。

「お隣が秘書課です。現在十名が在籍して――」

「阿木真純さん」

　それまで、穏やかに『はい』とか『ええ』とか答えていた千石孝太郎が、急に声のトーンを変えた。間近で向かい合うと、私より二十センチ高い彼が見下ろす格好だ。

「あのときの……東京タワーを……覚えていますか？」

　私は答えなかった。

　しらばっくれてしまおうか。私みたいな平凡な顔の女、たくさんいるし。『なんのことですか？』とか言っちゃおうかしら。

　いや、彼は確信があって言っている。何を言っても今さらで、無駄だろう。私は観念して一礼する。

「その節は失礼しました」

「やっぱりあなただ。さっき、目が合って、すぐにわかりました」

「千石くん……」

「孝太郎と呼んでください。俺、あの後、何度も東京タワーに行きました。あなたとは会えなかったけれど」

「それはご足労をかけてしまいましたね、すみません。でも、千石くん」

　言い直して、なるべく温和な笑顔を作る。『大人とはこう！』みたいな笑顔だ。

「どうか、あの日のことはあなたの御心にしまって、忘れてしまってください。取り乱したところを見せてしまい、私も恥ずかしいので。こうして一緒にお仕事をする仲になったわけですし。ね？」

「一緒に仕事を……ええ、俺はその点はラッキーだったと思っています。こうして真純さんに再会できた」

　私の精いっぱいの大人の対応を打ち消さんばかりに、千石くんは詰め寄ってくる。

　近い。長い睫まつ毛げが数えられるくらいの距離に私は動揺し、目を伏せた。

　廊下でこんなやり取りをしているのが気まずく、誰かが通りかかるかと不安で、うろうろと視線ばかりがさまよう。早くこの会話を終わらせたい。

「千石くん」

　少しだけ語気を強めて言う。

「会社で、プライベートな話をするのは好きではないんです。私は……あなたにいろいろ教える役目です。これ以上は、よしましょう」

　千石くんはアーモンドのような瞳をちょっと大きくして、数瞬黙った。

　沈黙は、気まずいと思う間もないほどわずかな時間。彼の瞳はすぐに、ふっと穏やかな色へ変わった。

「はい、わかりました。失礼しました。真純さん、一からよろしくお願いします」

　頭を下げた彼は、もうすっかり何もかも心得たもので、それ以上は私に近づいてくることはなかった。

　真純さん、と名前を呼ばれるのだけが、ちょっと引っかかった。




「千石さん、イケメン御曹司だった～」

　頬ほお杖づえをついて、ほわんほわんと花を飛ばさんばかりに言うのは山根さんだ。

「しかも早速、真純先輩からお仕事預かってるじゃないですか」

　本日、私たちは給湯室横の自販機と簡易カウンターのある休憩スペースで、買ってきたサンドイッチを昼ごはんにしている。

　山根さんの向こうで、持田さんが鼻を鳴らす。

「イケメンだったし、仕事できそうだけど、いきなりこなれた感出しすぎ」

　持田さんはあまり気に入らない様子だ。確かに午前中の千石くんは、私の社内案内もそこそこに渉外の仕事をいくつか引き継ぎ、明日には各所の担当者に挨拶に行くアポイントを取りつけてしまった。このアポイントは、私も同行することになっている。

「それに、真純先輩に馴なれ馴れしい感じがする」

　持田さんの言葉に、サンドイッチを飲み込み損ねて、むせそうになってしまった。

　嘘、そんな風に見えていた？　私は意識的に距離を置いていたつもりなんだけど。

「真純先輩、気をつけてくださいね！　あれだけイケメンだし、エリートだし、お金はあるんだから、遊びまくってますよ！」

「遊んでる……ねぇ」

　東京タワーで出会った彼は、世界を放浪する旅人だった。

　髪も茶色が目立ち、セットして立ち上げていたので幼く見えた。遊んでいるとしたら、女遊びではなく人生を遊んでいるように思えた。

「のんきですねぇ。真純先輩が狙われるかもって話ですよ」

　持田さんに言われ、私は笑う。

「それはないでしょう。彼、二十六歳だっけ？　私が四つも年上だし、そもそも社内だし」

「ああいうタイプの遊び人は上質な女を好むんですよ！　若いってだけじゃダメ。色香があって、艶やかで、仕事ができるいい女を上手に引っかけるんです！」

　鼻息荒く説明する持田さんに、山根さんが唇を尖とがらせて言う。

「持田先輩の妄想、具体的すぎです～。もしかして、ああいうタイプに遊ばれたこと、ありですか～？」

「うるさいわね、山根！　そんなんじゃないわよ！」

　私は、まあまあとふたりをなだめつつ、わからない範囲で嘆息する。

　ちゃんと言った。同僚と妙な関係になる気はない、と。そして彼はそれを理解した。

　いい出会いだった。そして困惑の再会だった。それ以上にも以下にもならない。

　社内恋愛なんてまっぴらだし、浮かれられる年齢でもないのよ。さらに相手はこの会社の後継者だ。将来的に考えても、いい同僚の距離でいるのが一番。

「あ、来週、総務部全体の歓迎会ですよね。真純先輩仕切りじゃないですか。それも千石さんとやるんですか？」

　山根さんに聞かれ、そうだったと思い出す。

　秋の人事異動で、先週から総務部も新しいメンバーが増えた。中途採用者もいるし、ちょうどいいからと歓迎会をやることになっていたのだ。

「そうね。たいした仕事じゃないけれど、部内の仕切りはこれからもちょくちょくあるから、経験してもらいたいかな」

「千石さんも歓迎される立場ですけどね」

「言われてみれば」

　歓迎されるべき新人だけど、全然そんな感じがしないということは、私たち三人誰もが思っていることだろう。一度自ら起業しているし、落ち着ききったオーラが、なんとも新人らしくない。

　あの日はずいぶん若く見え、少しチャラチャラした感じがあったのに、スーツでびしっと決めるとだいぶ印象が変わる……。って、ダメだわ、また無駄なことを考えて。

「流れだけ説明して、たぶん仕切りは私がやるわ」

　私は薄く微笑み、サンドイッチの空きパックをがさがさと片づけた。




　千石孝太郎は、噂通りちょっとした人物だった。

　御曹司というだけで鳴り物入りの入社なのに、あっという間に総務部の仕事を覚え、社内の各部署の業務まで把握してしまった。

　富士ヶ嶺カンパニーは総合商社だ。取引先は部署によって多岐に渡る。二課で私たちのグループが手がけている仕事は、営業部から回されてくる書類を的確に分類し、自治体や官公庁向けの書類に直すことが主だ。

　そんな内容を彼はあっさり理解し、さらには自ら営業部と話して、役所との折衝役までこなしてしまう。各営業部の業務を理解していないとできないことだ。

　たった一週間で目覚ましい活躍を見せながら、驕おごったところはまったくなく、常に『勉強させてもらっている』という姿勢なのだ。

　まだまだ千石孝太郎を色いろ眼め鏡がねで見ている人間は多くいるだろうが、実際に接した人間は『ただのお坊ぼっちゃんではない』程度は思っているはずだ。総務部の大半の人間も、彼を期待の目で見るようになっていた。

　そして、千石くんは私の提言をきちんと聞いてくれた。

　初日のあの瞬間以来、彼が私に極端に親しくしてくることはなかった。むしろ上司として立てて、素直に意見を聞いてくれる。

「真純さん」

　今、横のデスクから私を見つめてくる彼も、善良で爽やかな後輩そのものだ。ファーストネームで呼ばれることだけ、首をひねるけれど、それ以上に距離を縮めてくることはほぼない。

「秘書課の出欠席も出揃いました。そろそろ、人数とコースの内容を確定させてしまいますね」

「ありがとう。千石くんも歓迎される側なのに、いろいろ任せてしまってごめんね」

「いいえ。飲み会の仕切りって実は初めてなので、ちょっと楽しいです」

　なるほど、高卒でスペイン留学だものね。そういう機会がなかったんだと気づく。

「総務部長に、ご挨拶と乾杯の音頭をお願いしておいてね。部長、お酒が好きだから、日本酒の品揃えも調べておいて」

「はい。挨拶は依頼済みです。日本酒は部長のご出身の山形県のものを中心に、特別プランで飲み放題につけてもらう話になっています」

　手際がいい。というより、気遣いしすぎというくらいだけど、『頑張りました！』というムードを出さずにさらりと言うので嫌味がない。

「ありがとう。当日の進行……といっても初めと終わりのひとことなんだけど、それはうちの野口課長がやるから」

　ふと見ると、すぐ近くに千石くんの手があった。なんのことはない。真剣に私の話を聞いている彼が、右手を私のデスクの縁にかけているだけ。

　ほんの数センチの接近。こんなことが気になるとは、自意識過剰だ。

「真純さん」

　名前を呼ばれ、わずかに肩を揺らしたのは、千石くんの手の甲をじっと見つめてしまっていたからだ。私の内心の焦りには気づかず、彼は言う。

「真純さんは本当に、総務二課のありとあらゆる仕事を知っているんですね。俺は、いい先輩に恵まれたなと思っています」

　なんの裏もなさそうな褒め言葉に、私は勝手に焦って目をそらした。

「そんなに褒める要素ないですよ」

　焦りすぎて敬語になってしまう。千石くんは柔らかく目を細め、続ける。

「あります。謙遜しないで。野口課長の補佐として、課長並みに働いてるじゃないですか。法務の分野なんて、かなり勉強されたんじゃないですか？」

「企業弁護士の方が親切だから。私は何もしてないわ」

「そういう謙虚な姿勢、見習いたいです」

　熱心な褒め言葉に戸惑いつつ、私は席を立った。

「それじゃあ、後はよろしく。私はこれから野口課長と外出なので」

「はい。お疲れさまです」

　彼はナチュラルに微笑んだ。善良を絵に描いたような男子だ。

　こうして接していると、あの東京タワーの夕暮れどきが本当に夢か幻みたい。

　……いちいち思い出している私って、ダメだなぁ。

　まあいい。いずれ私はあの日のことを、後輩の千石くんと切り離して考えられるようになるだろう。あの日はそういう種類の思い出だから。




「お疲れさまでしたー」

「気をつけて帰れよ！」

「二次会やる連中は、ほどほどにしろー」

　新宿の都庁近くの居酒屋は、オフィス街にある料亭風の店だった。高層オフィスビルの一階テナントに入っているため、店内は広く、また店の前も歓楽街と違って混み合っていない。この店の選定は千石くんだ。総務部の面々はここでしたたかに酔い、店の前で解散したところだ。

　総務部の歓迎会は、つつがなく終わった。

　私が会計と会場の最終チェックを終え、居酒屋を出ると、千石くんは女性社員に囲まれていた。一課の新入社員や人事課の美人、秘書課の女の子たちも千石くんを取り巻いている。今日は彼も歓迎される立場なので、セッティングはお願いしたけれど、当日の仕事は何もしなくていいと言ってある。

　案の定、この会社の御曹司であり、すでにできる男オーラがバリバリの千石くんは、女性社員の注目の的になっていた。端正な顔に微笑みを浮かべ、アルコールが入っているとは思えないほど爽やかに、会話に花を咲かせている。

「真純先輩、私たちも解散で大丈夫ですよね」

　持田さんが尋ねるので、私は頷いた。今日は帰るだけ。平日の会だったので、二次会三次会に行くメンバーも、そう多くないだろう。

「千石くん、二次会行こうよ」

　人事課の井戸川課長が大声で誘うのが聞こえた。

　五十代の井戸川課長は、部の若手よりパワフルで、こういう場は絶対に一次会で終わらせない人なのだ。私も何度か付き合ったことがあるけれど、ずーっと飲み続け、喋しゃべり続けるので、付き合う部下は結構大変だ。

「ありがとうございます。ぜひ、参加させてください」

　にこやかに答える千石くん。最近の若手は上司の誘いもパワハラ、アルハラと断る人が多い。コミュニケーションの場を作ろうとしている上司に過剰反応している若い社員を見ると、ちょっとがっかりしてしまうのが個人的な意見だけれど、千石くんは応じるつもりらしい。見どころがあるなと思いつつ、彼の立場的にも、将来部下になる人たちとは穏便にやっておきたいのかもしれないと考える。

「井戸川課長、実は近くの居酒屋を押さえてあります」

「お、そうなのか？　千石くん、準備いいなぁ。ああ、この店知ってるよ。たまに昼飯で定食を食べに行くなぁ」

　千石くんはスマホの画面を見せ、次の店の案内をしている。私も知らなかったけれど、彼は二次会の手配までしていたらしい。抜け目ないというか、なんというか。

「恐れ入りますが、井戸川課長と参加のみなさんでお先に向かっていただけますか？　阿木さんと打ち合わせをしたら、すぐに追いかけますので」

　そろりと駅に向かおうとしていたら、千石くんの口から私の名前が出てきた。

　打ち合わせ？　そんなの予定していないから、一緒に向かえばいいじゃない。

　千石くんが私を見やり、ニコニコと歩み寄ってくる。その向こうで、井戸川課長が参加者に声かけしながら、十人ほどで歩いていくのが見えた。

「真純さん」

　居酒屋前はすでに閑散。帰宅する人たちはとっくに駅方面に向かっていて、二次会に向かうグループも行ってしまった。暗いオフィス街の歩道を歩いているのは、我が社の総務部とは関係ない新宿の会社員たちばかりだ。

「千石くん、お疲れさま。打ち合わせとか、特にないよ」

「歓迎会は問題なしでしたか？」

「うん。千石くんが準備万端で進めてくれたから、私は会計以外、特にすることがなかったわ」

「俺は少し飲みすぎてしまいました。二次会には参加してきますけど、よければその前にコーヒーでもお付き合いいただけませんか？」

　千石くんが指差したのはカフェでもなんでもなく、五十メートルくらい先のコンビニの灯りだ。功労者に報いたい気持ちになり、私は頷いた。




「今日、ほとんど全員と話したんじゃない？」

　缶コーヒーは一応先輩の私が奢おごった。千石くんはブラック、私はカフェオレ。

「さすがに全員は無理でしたが、全部のグループには挨拶したと思いますよ」

　歓迎会の最中、彼はそこかしこを歩き回り、ビールを注いでは挨拶をしていた。総務部長とは日本酒のお付き合いもしていた様子だ。

「手配も、そつのない対応も、思ったより体育会系というか……。日本人らしい気配りだなぁと思って」

「そりゃあ、日本人ですから。俺、中高は空手部だったんですよ。そういう意味では体育会系かな」

「中高生じゃ、お酌なんかしないじゃない」

「体育会系、の部分だけ拾って話していたんですよ。お酌とか、飲み会の立ち回りなんかは、雰囲気でわかるじゃないですか」

「勘がいいね」

　千石くんは結構飲んでいたように見えたけれど、隣から見ればまるで素面しらふの顔だ。アルコールに強いのだろう。

　私はあまり強い方じゃないし、お酒の味も好きではない。まったく飲まないのも雰囲気が悪いようで、付き合いとしてビールやハイボールくらいは飲むことにしている。

　会計があるので今日は気をつけていたけれど、全部終わって気が抜けたら、ちょっと眠たくなってきた。ほろ酔いだ。

「真純さん、頬が赤い。酔ってます？」

「私、飲むとすぐに赤くなるの。見た目ほどは酔ってないのよ」

「そうなんですか」

　わずかに間があった。

　新宿の夜。オフィス街を抜けるビル風の音だけ響く。

「酔っていれば、ちょうどよかったんですが」

　声がちょっと近づいた気はした。次の瞬間、長い指が私の顎を捉える。

　あ、と思う暇もない。顎を持ち上げられ、そのまま私の唇に彼の唇が重なった。

　柔らかいコーヒー味のキス。優しい感触と、温度。

　数秒の後、呆気に取られる私から千石くんが離れた。

「酔っていないなら、不意打ちがいいかと思いまして」

「何……するの？」

　私は呆然と問いかけた。

　あなたと私は同僚。先輩後輩。わかってくれたんじゃないの？

　言葉にならないあれこれが脳裏を駆けめぐる。

「真純さん、あまりに揺れないから、少し試してみたくなりました」

　そう言った彼は、善良な笑顔のままだったけれど、その瞳はあの夜見た透明で印象的なものだった。そして、その奥には今まで見たことのない光がある。

　野蛮で純粋。強い強い別種の生き物の光だ。

「あの日の東京タワー、俺は結構引きずっていますよ。どうにか会いたくて、何度も通った。名前を聞いておけばよかったと何度も思った。そうしたら、こんなところで会えた。ロマンティストな方じゃないですが、これも縁の一種だろうと思いました」

　口の端をきゅっと上げると、彼の表情は劇的に変わった。穏やかな好青年だけが彼のすべてではないのだ。

「それなのに、あなたはまったくつれないんだから、ショックですよ。あの日を特別に想っていたのが俺だけだなんて」

　あの日……私にも特別だった。

　だからこそ、箱の中にしまった。そして彼は、それを理解してくれたと思っていた。

　千石くんが私の髪を、さっとかき分けた。反射的に身をすくめた私の耳元に唇を寄せ、彼はささやく。

「俺ね、真純さんのこと、本気みたいです」

　本当に、何を言っているの、この子は。

　身をよじり、彼の顔を遠ざける。

「千石くん、悪ふざけはやめて」

　かろうじて冷静を保つ私は一歩下がり、彼を見据えた。子どものいたずらを叱るみたいに、年長者の顔をして。

　千石くんは、ふっと顔を歪ゆがめて笑った。私の反応も予想済みといった様子だ。

「でもまあ、あなたは俺の教育をしてくれるわけですから、チャンスはいくらでもありますよね」

　そこまで言うと、彼は先ほどまでの爽やかな好青年の顔に戻る。

「真純さん、今後ともよろしくお願いします」

　千石くんは一礼すると、私に背を向けて去っていく。二次会会場に向かうのだろう。

　彼の背を見送りながら、今さら心臓が早鐘を叩たたいていることに気づいた。そして、ぶわっと汗がにじんできたのも今だ。

「本当、何言ってるのよ……」

　呟いた声は、風の音にかき消された。
















突然大仕事













「ラ・マレのレセプション？」

　私が聞き返した言葉に、デスクに頬杖の野口課長は、ため息とともに頷いた。

「そうなんだ。来週の金曜に」

　月曜日、午前中の会話だ。実質二週間ないというのにレセプションの準備？

「急ですね」

「向こうさんの来日の都合らしいよ」

　野口課長がさらに大きなため息をついた。〝僕は困ってます〟感をそんなに出さないでほしい。

『Laラ maréeマレ』はフランス資本の船舶関連企業だ。造船から船舶の売買、自社の船体を使った客船運行まで手広く行っている大企業。

　そのラ・マレが、日本発着の豪華客船アリアンヌ号を企画しているというのは、先月あたりのニュースで聞いた。造船は技術の高い日本国内で、と向こうが希望しているそうで、我が富士ヶ嶺カンパニーが、ラ・マレと国内造船会社とのパイプ役を承ったのだ。これはかなりの規模の仕事になる。

「レセプションって言うけど、ただのパーティーをしたいわけじゃなく、ラ・マレの担当部署から重役まで招いて、造船を請け負う浦うら波なみ造船と、その子会社との顔合わせ兼技術紹介の場を作りたいみたい」

　確かにその内容だと、打ち合わせの側面が強い。野口課長が、気鬱そうな口調で続ける。

「こちらの技術力の高さをプレゼンして、後は客船運行についての実際の業務はうちが請け負う形になるだろうから、業務提携のパーティー？　その辺、全部を丸々準備しなけりゃならないんだよ」

「第三営業部では人手が足りないから、うちですか？」

　第三営業部は造船業、鉄鋼業分野を扱う部署だ。我が社ではかなり忙しい部署で、イレギュラーかつ急な仕事は確かに対応しきれないかもしれない。

　しかし、押しつけられた感もある。

　そりゃ渉外グループも、パーティーや会合のセッティングはやる。特に対外的なイベントは回ってくることが多い。

　でも、現時点の忙しさから言えば、総務一課の庶務担当グループの方が余裕ありそうに思えるんだけどなぁ。

「社長のご意向も強いからね」

　私の口に出さない疑問に答えるように、野口課長が言った。それは少しだけひそめた声で、隣の島で総務一課の課長と話している千石くんに聞かせないように配慮しているんだと思う。

「社長は今回の仕切りを、孝太郎くんに経験させたいんだと思うよ。この分野は社長が販路を開いたわけだし、ラ・マレのＣＥＯとは個人的にも懇意だしね」

「はぁ」

「それに、ゆくゆくはラ・マレの客船運行の新部門を独立させ、子会社にして、そこの社長に……とか考えてるんじゃないかなぁ」

　なるほどなるほど、だから息子にセッティングさせて、関わりを持たせたいんだ。

　でも、千石くんの仕事イコール総務二課の仕事になり、つまりは私の仕事になるんだけど……。

　うう、愚痴っても仕方ない。多少の無茶ぶりを聞いてあげるのも、次期社長の経験のためだ。そして、恩を売っておくに越したことはない。プラス思考、プラス思考。ここは頑張りどころでしょう。

　デスクに向かうと、千石くんも戻ってきたところだった。

「第三営業部と今日中に打ち合わせしたいの。担当の八や木ぎさんに連絡入れてくれる？」

「ラ・マレの件ですか？」

　すでに知っている様子だ。社長から直接お話があったのかしら？　でも今はひとり暮らしをしているみたいだから、社長と毎日コミュニケーションを取っているわけじゃないよね。どこから知ったんだろう。ともかく、それなら話は早い。

「そう。打ち合わせの件、よろしくね」

　それ以上の無駄話はシャットアウトして、私は自分の仕事に戻った。




　歓迎会の夜以降、彼とはなるべく距離を置き、深い会話はしないようにしている。

　いったいどういうことなのか知らないけれど、我が社の社長令息・千石孝太郎は、私のことを狙っているらしい。

　歓迎会の夜、彼は私にキスをした。これからアプローチを始める的なことも言った。あの瞳を見るに、伊だ達てや酔狂で言っているわけじゃなかった。

　はぁ、ため息が止まらない。はぁ。一体全体、どうして四つも年上の女にそんな気を起こしたのか、私には理解できない。

　百六十三センチ、若い頃は痩せていると思っていたけれど、三十代になってからは骨が浮いていると感じるようになった貧相な身体。アレンジもヘアアクセも無縁な、アップにしただけの髪。地味めな顔立ち。後輩はクールでカッコいいと言ってくれるけれど、実際は愛想が悪くて、頭の中ではいつもちょっとしたことでパニックを起こしてしまう気の小ささ。

　あんな別世界の住人に好きになってもらえる理由、どこにもないじゃない。

　あ、わかったぞ。珍しい出会いに惹ひかれるものがあったってやつだわ。女に苦労しないイケメン御曹司に、一種のつり橋効果が表れているんだわ。

　でも、軽い恋心は光の速さで冷める。すぐに飽きる。

　世界中をめぐってフリーハグなんかするような人だもの。人生のスパイスを常に求めているに違いない。そして、私を手に入れても、彼の期待するスパイスがない以上、早々に飽きることは目に見えている。

　次にあり得そうなのは、彼が生粋の遊び人ではないかということ。

　あの美しい容貌。目鼻立ちは若手俳優くらい整っていて、通りすがりの人だって振り向くレベルだ。身長は高く、艶やかな低い声も素敵だと、多くの女性が思うに違いない。

　日本でも外国でも、モテないわけがない。世間擦れした遊び人が、たまに毛色の変わった女を相手にしてみるのもいいと考えたんじゃない？

　年上で自立した女は後腐れがなさそう？　簡単に遊べそうな相手だと思っている？　それとも、上司だから適当に寝てご機嫌取っとこうとか？

　どちらにしろ、相手にすれば馬鹿を見るのはこっちだ。

　もううんざりなのよ。恋愛でごちゃごちゃ悩むのも、考えるのも。結婚願望や将来の不安は一回棚上げして、今は日々の生活をこなしていきたい。

　面倒事は多いけどやりがいのある仕事。可愛い後輩たち。真ま面じ目めにやった分、入ってくる収入。それに満足していきたいのよ。余計なことは考えたくないの。

「真純？」

　声をかけられ、ハッとした。私の目の前には焼き鳥とレモンサワー、そして隣には友人の野の々の花かがいた。

「ごめん。お酒飲んだら、ぼーっとしちゃった」

「あんまり強くないんだから、無理しなくていいわよ」

　野々花は私の大学時代からの友人だ。卒業後、大手外食チェーンの本社に就職したけれど、昨年、同期の旦那さんと結婚し、それと同時に店舗のパートにジョブチェンジをした。なんでも、妊活だそうだ。赤ちゃんを産んだら、また正社員になるという彼女は、昔から変わらずアクティブでしっかり者。

　ひと月かふた月に一度は、お酒を飲んだりランチをしたりすることにしている。今日は新宿の焼き鳥屋で待ち合わせた。

「あのね、山やま崎ざきくんのこと、ホント申し訳なかったなあって思ってる」

「やだなぁ、野々花のせいじゃないでしょ」

　私は笑った。山崎くんとは、大翔……私の元彼の名前だ。

　彼は野々花の旦那さんの友人だった。飲み会で顔を合わせるうちに、大翔の方が私に告白してきたのだ。だから、野々花や旦那さんは出会いのきっかけにはなっても、別れたことに責任はない。

「旦那が言うには、昔は真面目だったって話だけど、最近はかなり遊んでたみたいじゃない。旦那以外の友達には武勇伝みたいに女の子の話をしてたらしいの。あんな人だって知ってたら真純に近づけなかったのに！」

　野々花は怒りながら生ビールのジョッキを傾けている。

「見抜けなかった私が悪いのよ。一度浮気がバレたとき、許しちゃったでしょ？　それで味をしめたんじゃないかな。まあ、元々そういう人だったのよ」

「悪いのは百パーあっちなんだから、自分が悪いみたいに言わないで。真純はそういうところがある。責任の所在をいつも自分に求める」

　だって、その方が楽じゃない。他人は変えられない。でも、自分は努力で変われる。自分の気持ちは自分でどうにかした方がいい。

「損しないでほしいのよ、真純に」

　野々花は言ってから、うーんと伸びをした。

「あー！　それにしたってムカつくなぁ！　どうにか復ふく讐しゅうしてやりたいわ！　あの馬鹿男！」

「物騒ね。でもね、私と彼、結構合わないところだらけだったと今にしてみれば思う」

　私は、ふふっと意地悪く笑ってみせる。

「まず、ごはんの食べ方？　彼がお茶ちゃ碗わんに箸をカツカツぶつけてかき込むのが、私すごく苦手で、食事のたびに苦痛だったの」

「あらまぁ」

「それと、まああんまり言えないところがね……相性が合わないっていうか」

「言うわね、真純！　なんか安心したわ」

　私のひそひそ話に、野々花が景気よく大きな声で笑った。

　よかった、納得してくれたみたい。大事な友達の野々花には心配かけたくないんだもん。

　本当はね、大翔とは結婚するものだって思っていた。特にそんな話をしたこともないけど、なんとなくそうなるのかなって。

　このままふたりで同どう棲せいして、三十五歳くらいで入籍して、四十歳までにひとりくらい子どもを授かって……。そんな妄想。

　結婚する気満々だったなら、縋すがればよかった？　ううん、それはやっぱり違う。

　大翔は多情だ。無理やり結婚しても根っこは変わらない。

「当分、恋愛はいいや。くたびれちゃった」

「うんうん。真純は自立してるし、それでいいと思うよ」

　自立かぁ。自立しているというより、自立しているフリをしているって感じなのだ。

　私本人は、ちっとも大人の女をやれている自信がない。もう三十歳になったのに、頭の中は大学生くらいと変わらない気がする。ただ職場の責任だけが増えていく。

「すみませーん。ぼんじりと砂肝、塩で！　二本ずつー」

　野々花が明るい声を上げて注文した。




　火曜日。目下一番の仕事であり、緊急の案件になってしまったレセプションは、第三営業部と協力して進めている。

　要はラ・マレのための接待会で、その仕切りだ。パーティー全体の準備をしなければならない。急きゅう遽きょ借りられる会場を昨日から探しているけれど、今日になって第三営業部が意見を出してきた。

「プロジェクションマッピング？」

　千石くんからの報告を聞き、私は頓狂な声を上げた。

「ええ。営三は、プロジェクションマッピングを使ってこちらサイドの紹介をしたいと言っています」

　眉をひそめる私に千石くんが答えた。今しがた、彼は第三営業部の担当者との打ち合わせを終えてきたところだ。私は午前中に区役所のアポイントがあり、同行できなかった。

　たまたま、二階の自販機前でそれぞれの仕事を終えた状態で会い、そのまま報告会となっていた。

「室内でしょう？　今流は行やってるデジタルアートみたいな感じでやりたいのかしら？」

　夏に大きな商業施設で、プロジェクションマッピングのアトラクションがオープンしたと雑誌で見た。室内で花が咲き乱れたり、川が流れたり、自分たちで描いた絵が壁を動き回ったり……。カップルや家族連れに人気のようだ。

「そういった雰囲気で想像してもらえると、わかりやすいと思います。専門家に声をかけていると言っていました」

　千石くんは答え、こちらを見て、ニコリと笑った。

「デジタルアート、どんな感じでしょうね。試しに今夜あたり一緒に行ってみます？」

「専門家に頼むなら、そこは私たちの範はん疇ちゅう外がいでしょ。行きません」

　にべもなく断るけれど、千石くんはまったくこたえていない様子だ。

「じゃあ、またの機会にお誘いします」

　またの機会だって嫌よ。

　千石くんは最近ずっとこんな調子だ。基本は賢い部下。上司の私を完璧にサポートしつつ、自らもどんどん仕事をこなす。

　しかし、ちょいちょいこういった誘いや愛情表現を挟んでくるのだ。それがまた絶妙。こちらが拒否すれば、さっと引く。しかし、けしてめげない。

　同僚には絶対バレないように配慮している。今みたいに誰もいない自販機前でアプローチしてきたかと思えば、普通にデスクでもこんな風にアピールする。しかし、声も表情も普段通りだから、彼が私にアプローチしているなんて、近くで聞き耳をたてていないと気づかないのだ。

　まったく。女子を口説き慣れた男は巧妙だわ。

　私は話を戻すため、表情をいっそう硬くして続ける。

「ともかく、室内でプロジェクションマッピングをするのにふさわしい会場を探さなきゃならないのよね。壁一面だけ空けられる……じゃ足りないわ」

「そうですね、アーティスティックな演出を入れるとはいえ、業務紹介ですから、あまり障害物がなくて投影しやすいフロアが必要ですね」

「専門家も交えての打ち合わせが必要じゃない？」

「営三の八木さんに、打ち合わせを設定してもらっています。明後日の木曜には」

　相変わらず仕事が早いったらない。私が指示しようとすることはだいたい先回りしてやってあるのだから、部下としてこのうえなく気が利くと思いつつ、その優秀さに若干の面倒くささも覚える。

　どうして、彼は総務にいるのかしら。いったい、いつまでいるのかしら。

「じゃあ、今日明日中に会場を決めないとだわね」

　私は低く呟き、昨日集めた会場候補の中から使えそうな場所を頭の中でピックアップした。今日の午後か、明日には直接現場を確認したい。

「ちなみに、資料のフランス語訳は俺の方でやりますので」

「え!?　すごい大量じゃないの？　全部って」

　思わず大声で聞き返してしまった。

　富士ヶ嶺と、造船担当の浦波造船の資料を、すべてフランス語訳するってことでしょう？　レセプションを切り盛りして、中身の資料まで全部見ることができるだろうか。

　っていうか、フランス語もできるのね……。

「社内でフランス語が堪能なのって、千石くんだけじゃないはず。探すから手伝ってもらいましょう」

「量が多いだけで、苦にはなりませんので大丈夫です。間に合います。でも、そうですね……」

　千石くんが考えるように、人差し指で顎を撫でる。そして、ふっと意味深に笑った。その視線は間違いなく私に向けられている。嫌な予感。

「レセプションが成功したら、俺と付き合うっていうのはどうですか？」

　はい、来た。とんでもない提案。

　いきなりの交際申し込みに、私は頬をひくつかせながら周囲を見回した。

　残り数分で昼休みだ。フライングでオフィスを出る営業部隊や部長陣をはじめ、誰が通りかかるかもわからない。

　幸いと言っていいのか、現在は自販機前には私たち以外いなかった。

「なんで、そうなるの？」

　ようやく聞き返すことができた。言外に、『付き合うわけないでしょ』がにじんでいると思う。

「割と活躍する予定ですが、労ねぎらいをかけてはくれませんか？」

「労いで付き合いません」

「部下の操縦法として、ご褒ほう美びを用意するのはいい策ですよ」

「それはそれ、これはこれ。……仕事とプライベートをごっちゃにしないで。そういうの、嫌いなの」

　私のはっきりした断りに、千石くんは余裕を持って微笑んだ。

　全然こたえていない、この人。

「その通りですね。真純さんの考えは正しい。でも、頑張った部下に個人的に優しくしても、問題は生じないと思いますよ。上司が部下を飲みに連れていってくれるなんて、日本社会ではよくあるじゃないですか」

〝個人的に〟の部分が嫌なのよ。あなたとこれ以上、個人的に距離を縮めたくないんです。

　っていうか、私めちゃくちゃ断ってるよねえ？　どうしてそんなにめげないの？

　若いからとかじゃなく、彼の性格がわからない。頭がよすぎると、考え方がずいぶん違うんだわ。

「そんなわけで交際は置いておいて、食事に付き合ってください。その程度、上司と部下の範疇だと思いませんか？」

　グレードダウンの譲歩案が来た。『付き合う』はたぶん冗談だったんだと、今さら気づく。

　こっちが本題なんだわ。自然に私を食事に誘い、断られる理由を薄くするため、先に大きな提示をしたのね。

「嫌です」

　それでも平然と断った。そっちのペースに乗ってなんかやらない。

「つれないなぁ。俺にもやる気をくださいよ」

　そう言って突然、千石くんが顔を近づけてきた。鼻と鼻の距離はざっと三十センチ。

　近い近い近い！

　一度したキスが、ぶわっと頭に蘇よみがえり、私は息を詰めて固まった。

「ずっと経営者として仕事をしていた時代と比べて、会社員になってからは毎日が割とハードなんです。日本の会社員の忙しさって独特ですね。たまに疲れてしまいます」

　それはそうでしょうよ。あなた、毎日自分でガンガン仕事しているじゃない。人より処理能力が高いからって、なんでも自分でこなしちゃうから忙しいのよ。

「終わったら、好きな人からのご褒美が待っている。そんな希望を持ちたいじゃないですか。真純さんとふたりきりで食事に行けると思ったら、俺はどんな困難も乗り越えられます」

　低くささやく声が耳に届いた。

　やめて。拒否姿勢なのに、勝手に心臓がドキドキしてしまう。

「少しでも不備があれば、あなたには断る理由ができる」

「う……」

　逃げ道まで用意され、さらに言い淀んだ。

　食事……そこまで過剰反応して断ることもないのかしら。

　彼は仮にも部下で、仮にも未来の上司なんだし。コミュニケーションの一環と思えば、なしではない。本意ではないけれど、ここは乗ってあげた方がいいのかな。ご褒美になるなら。

　精いっぱい冷静な表情を保ち、きりっと千石くんを見据え、私は答える。

「わかりました。食事だけなら……いいです」

「ありがとうございます。俺、頑張ります」

　怪しげな視線を一転、爽やかな微笑みに変え、千石くんは背筋を伸ばした。

　熟慮の間もなく、勢いで返事してしまった。絶対、後悔する。

　そのときだ――。私のポケットでスマホが振動し始めた。バイブレーションが長いから着信だろう。

　取り出して画面を見て、知らない番号に首を傾かしげる。

　ああ、そういえば、キッチンのカフェカーテンが壊れて、代引きで突っ張り棒と補強のシールを買ったんだっけ。代引きの場合は直前に業者から電話がある。きっとそれだ。

　それにしたって、夜の時間帯を指定したのに早すぎじゃない。もう時刻は昼休みに入っているから、多少の私用電話もいいよね。

「ごめんね」と断って、千石くんの前で〝通話〟表示をタップする。

『……真純？』

　思わぬ声が耳に飛び込んできて、言葉を失った。

『真純？　俺。……出てくれてありがとう』

　大翔だ。二ヵ月前に別れた大翔だ。どうして今頃？

　そうだ、別れてすぐにスマホのアドレスを消したんだ。大翔だとわかっていたら、電話なんか出なかったのに。

　名前は呼べないので、曖昧に「ええ」とだけ相あい槌づちを打った。私の異変に千石くんが気づかないといい。

『昼休み？　ちょっと今から出られない？　真純の会社の近くに来てるんだ』

「えっと、ごめんなさい。ちょっと……」

　はっきり断る。頭の中でそれは決まっている。しかし、驚きすぎてうまい言い訳が咄とっ嗟さには見つからない。

『頼むよ。ほんの五分で済むから』

　なんの用だろう。私は会いたくない。

　でも大翔だって、別れた元カノを訪ねるにはそれなりの理由があるはず。もしかして、本当にやむにやまれぬ事情？　それなら、五分くらい応じるべき？

　会えば、忙しい午後を前に大ダメージだとは思う。でも、ここで断る方が後々面倒くさいかもしれない。もう連絡は取り合いたくないし。

「わかった。少し待ってて」

　私は短く言って電話を切った。

「私は出てくるから。千石くんもお昼休みを取ったら？　午後には会場を決定したいから、また相談するわ」

「わかりました」

　千石くんは、私の態度を別段変には思わなかったみたいだ。

　私は急いでデスクに戻り、財布だけ手に取ると階下に向かった。




　エントランスを抜け、オフィスビルの真横の植え込み前で大翔を見つける。

「久しぶり」

　スーツ姿の大翔は若干遠慮がちに微笑んだ。がっしりした体躯。精せい悍かんな笑顔。変わらない大翔だ。

「何か用？」

「立ち話もなんだし、その辺で昼でも食べないか？」

　嫌だ。立ち話で済ませたい。

　でも、元彼と昼休みに会社の真横で会っているのを誰かに見られるのも、すごく嫌。

「この辺、お昼どきはどこも混んでるから」

　言い訳しつつ、それとなく会社の近くの公園に移動する。

　さらには木陰に隠れるように立ち、これで誰からも見み咎とがめられないと嘆息する。後はさっさと要件を聞き出して、オフィスに戻るだけ。

「どうしたの？　何か用事？」

　改めて聞くと、大翔は何気ない口調で言う。

「真純と別れたの、急だったからさ。俺の家にまだ真純の私物があるんだ」

「ああ」

　なんのことかと思えば、私物の交換についてね。

　言われてみれば、大翔の家に私の部屋着やマグカップ、歯ブラシなんかはある。でも大翔の部屋用に買い揃えたところもあるので、なくても支障はない。むしろ、思い出のあるものを手元に置きたくない。

「捨てちゃっていいよ。……あ、そっか、大翔の服もうちにあるのね」

「そうなんだ。真純のもの、今度の休みに届けるからさ、そのときに交換しないか？」

　大翔の私物は替えのシャツと部屋着、スニーカーが一足。段ボール箱にまとめてあるはず。

　あまりケチな人じゃなかったから、私同様『捨てていい』と言うとなんとなく思っていた。捨てていなかったのは、正直忘れていたからというのが大きい。

「土日のどっちかに、うちに取りに来るの？」

「ああ。車で行くよ」

「それほど荷物ないわよ。小さな段ボール箱一個分。私のは捨てちゃっていいから、大翔のものは今度家に送るわ」

　私は面倒くさいなと思いつつ提案した。

　休みの日に元彼を家で待つなんて、とんでもなく不快な案件じゃない。絶対に嫌。

「いや、真純の部屋着、すごく似合ってたからもったいないよ。これからも使えばいいじゃないか」

　返答にいよいよ苛立ってきた。

　何を言うか、この男。もったいないとかは私が決めるから、いいっつうの。惜しいものならもっと早く言ってるっつうの。

　何より、この会話の不毛な感じ。違和感。いったいなんなのよ。本当は何が言いたいの？

『君との三年間のデート代』とか言って、お金でも請求したいの？　私はほとんどワリカンにしてきたつもりだけど。

「な、真純の好きな店のシュークリーム買ってくからさ。土曜の夜あたりどうかな？」

「え？　夜？」

　しかも夜に来るつもりらしい。驚いた。別れた女の家よ？

　昼間は予定があるから、夜しか行けないとか？　そもそも来る必要ないんだけど。

「大翔、この話のために来たの？」

「真純の会社の近くに仕事で来たからさ、ついでっていうか……真純、元気にしてるかなって、顔を見たい部分もあって」

　大翔は少しはにかんだように笑った。

　瞬間、ぞわっときた。ぞわぞわぞわっと、背筋を嫌な感覚が這はい上がった。

　昔はこの笑顔、結構好きだったけど、今はちょっと無理だわ。

『俺ってカッコいいし、優しいよな。久しぶりに会った元カノにも気遣いできるし、ちょっと隙のある照れた表情見せてるんだぜ。ぐっとくるよな』が溢れている。間違いなくにじみ出ている！

　ため息が出そう。冷静に分析できちゃうほどに、私はもう大翔に興味がなくなっているみたい。そこはひと安心だ。

　それと同時に、これまた冷静に大翔の次の言葉を考える私がいた。

　うーん、もうなんとなくわかってしまった。大翔が私に会いに来た理由。

「真純とは長かったからさ。離れてみると心配なんだよ。ちゃんと食ってるかなとか、変なやつに騙だまされそうになってないかなとか」

『長かった』……三年だ。アラサーにはそこそこボリュームのある時間だと思う。結婚を期待させるにも充分な時間。

　それを軽く裏切ったのは、あなたじゃない。

「心配してくれるのはありがたいけど、大翔には関係ないことだし、何もないから」

「別れても、真純のことを大事に想う気持ちは変わらないんだよな。土曜さ、荷物の受け渡しっつうあれではあるんだけど、久しぶりにゆっくり話せないかな？　近況報告っていうか。真純とはこれからもいい関係でいたいし」

　ああ。

　私は心の中で深く息をついた。

　そうなのね。大翔は私を妹みたいに心配していて、別れた後もどうしているか知りたいのね。私の好物を持って部屋に来て、じっくり語り明かして……。

　そのままベッドインする気なんでしょう？

　よりを戻したいんじゃない。慣れ親しんだ身体を久しぶりにつまみ食いしたくなったんでしょう？

　さらには、このままずるずると身体だけの割り切った関係にでもできたら最高、とでも思っているんでしょう？

　私ね、自意識過剰な方じゃない。でも、さすがにこのお誘いはわかるわ。そしてめちゃくちゃ引いているわ。

　あなたのそういう意地汚いところは、付き合った当初から透けて見えていたし、心底嫌いだった！

　さて、どんな言葉で応えようかと逡しゅん巡じゅんした。

『おまえの下心なんかお見通しなんだよ、ばーかっ！』……ダメダメ、これじゃ子どもっぽすぎる。

『申し訳ないけど、土曜は都合が悪いから』……大人の対応かと思ったら、遠慮がちな感じに聞こえる。そうじゃない。決定的に拒否しなきゃならないのだ。

『今さら私の部屋にふたりっきりとか、生理的に無理』……ああ！　オブラートに包まないにもほどがある！　でもこのくらい言ってやりたい気持ちもゼロじゃない！

　唇をむずむずさせていると、背後から聞き馴染んだ声が飛んでくる。

「土曜は出かける用事がありますので、無理ですね」

　びっくりして振り向くと、そこには御曹司・千石孝太郎！

　すらりとした立ち姿は、ほれぼれするほど男前で、余裕の笑みは周囲を圧倒する。

　何しに来ちゃったのよ!!　もしかして後をつけてきたの？

「ちなみにそのまま俺と宿泊ですので、日曜も無理です」

　まったく心当たりのない予定をすらすら喋り、千石くんは私の横に並んだ。私が言葉を失っている間に、にっこりと大翔に笑いかけるのだ。

「恋人にちょっかいを出すのは、やめてもらえますか？」

　恋人……はっきり言ったわ、恋人って……。

　ねえ、私たち、いつの間に付き合ってることになってたの？

「真純……」

　大翔がうろたえた表情で私を見た。

　うんうん。見た目より気が小さいあなたは、突然現れた身なりも顔もいい男に、めちゃくちゃ驚いているのね。元カノにいきなりこんな彼氏ができているなんて、思いも寄らなかったのね。

　私も思いも寄らなかったわよ！　いつの間にか交際に発展していました！　部下で、この会社の御曹司と！　身に覚えなーい!!

　本音が喉を行ったり来たりしているような感覚。私が一番驚いているんだもの。

　でも、この場の私にできることって何があるだろう。ここで千石くんの作り話を否定して何になるのよ。

　……だって、きっともう、大翔とは会うこともないんだもの。

「大翔の荷物、宅配便で送るね。私の私物は手間だろうけど捨ててしまって。お願い」

　自分の声が思いのほか穏やかで驚いた。私は元彼と最後まで冷静に決別できるのだ。それは本当によかった。

「わかった。時間取らせてごめんな」

　大翔は短く言って、するりと私たちの横を通り抜け、公園を出ていった。

　その背が見えなくなると、千石くんが口を開く。

「怒っていますか？」

　私はむっつりと黙り込んだ。

　ええ、怒っているわよ。誰が頼んだのよ、彼氏のフリをしてほしいなんて。

　たとえ、そのおかげで冷静に大翔を追いはらえたのだとしても、他に方法くらいあったでしょうよ、あなたは頭がいいんだから。

「真純さんがあの日泣いていた理由があの男なら、これ以上あなたを傷つけさせるわけにはいかなかった」

「馬鹿じゃないの？　千石くんには関係ない」

「ありますよ。好きな女のことです」

　私は千石くんへの敵意を隠さず、その涼しげな顔を睨にらんだ。

　すごく嫌な気分。胸がむかむかする。

　同情みたいな真ま似ねはよしてほしい。振られた相手にカッコいい彼氏を見せつけて、見栄を張らせてやろうってこと？　悪趣味だ。

　あなたは頭がいいし、お金持ちかもしれないけれど、全部が自分都合なのよ。

「真純さん」

　千石くんは私を言いくるめたいのか、再び唇を開いた。

「もういいわ」

　会話を断ち切って、私はオフィスに向かい歩きだした。千石くんを置き去りにして。




　その日の午後は、余分な話はほとんどせず、仕事の打ち合わせ以外で言葉を交わすことはなかった。

　千石くんは私の無言の怒りを感じ取り、それ以上刺激してくることはなかった。




　翌日、私はコンベンション会場に設定した青あお山やまのホテルに来ていた。

　方々当たって、過去にプロジェクションマッピングの実績のあるホテルを選定した。ホテル側の担当者がついて、大広間の構造や機材の置き場所などを説明してくれた。タブレット端末で過去イベント時の写真を見せてくれて、雰囲気もわかる。

「弊社の担当と、映像の技術者を交えて、日を改めてお打ち合わせを設定させていただきたいのですが」

「ええ。富士ヶ嶺さんのご都合で進めてください」

　ホテル側からしたら、富士ヶ嶺カンパニーは上客だ。今回のコンベンションは大がかりなものになるので、担当者としても実績になり、ありがたいのだろう。

　互いに好印象で最初の打ち合わせを終え、ホテルを出ると、前庭のアプローチに千石くんが姿を現した。息が弾んでいるところを見ると、急いでここにやってきたのだとわかる。

「打ち合わせは終わったわ」

　今日は私ひとりで事が足りるので、千石くんは連れてこなかった。そもそも彼は別件の会議に呼ばれていたからだ。おそらく会議が終わって私の外出を知り、飛んできたのだと思う。

「俺も本件の担当です」

「情報は共有するから安心して」

「真純さん」

　どこか焦っているように見えるのは、急いで来たせいではないのだろう。

　たぶん、昨日の昼の件だ。私がよそよそしいから、プライベートに口出ししたのが原因で仕事を遠ざけられてはたまらないと思っているのか。言い訳をしに来たのかもしれない。

　何を言いだすのだろう。この男はナチュラルに傲慢だから嫌になってしまう。

「昨日のこと、俺は後悔していません。あなたに変な男が近づくのは我慢ならない」

　千石くんは言葉を切り、きりりと眉を張った。それから勢いよく頭を下げたのだ。

「ですが、あなたを不快にさせたことは申し訳なく思います。恋人気取りの態度、嫌だと感じられて当然です」

　さすがに息を呑のんで、私は押し黙った。

　驚いた。まさか、謝ってくるとは思わなかった。開き直ってはいるけれど、私への気遣いを第一にしている。

「千石くん、頭を上げて」

　小声で言った。千石くんの謝罪が目立つので、誰も通りかからないとはいえ、早く切り上げたかった。

「勤務時間中に、プライベートな話をするのは嫌いだって言ってるわ。昨日のことは、千石くんなりに気を遣ってくれたのだとわかってます。ありがとう。でも、私も子どもじゃないから過保護な態度はやめて」

「過保護になりたいんです」

　千石くんが顔を上げた。

　ドキリとする。透明度の高い真摯な瞳が私を捉えた。その奥にきらりと光る野蛮な閃せん光こう。

　ああ、本当に魅力的な人。それだけは認める。

「あなたを守りたい。あなたに信頼されたい。あなたに、隣にいていいって許しをもらいたい」

「千石くん、やめて」

　私は顔をそむけ、短く言った。

「時間はかけるつもりでいますよ」

　千石くんは宣言して、私の横に並んだ。その表情はいつもの彼のものだった。

「さて、仕事に戻りましょう」

　コンベンションまで、残り十日という日のことだった。

　はあ、忙しいのに千石くんのせいで頭パンパンだわ。

　真剣な彼に、すごく振り回されている気がしている。
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　きらめく灯りと、さんざめく人たちの中心で、固く握手を交わす男性が三人。

　フランス船舶企業ラ・マレのＣＥＯ、日本における船舶製造を取り仕切る『浦波造船』の社長、その中央で笑顔を見せるのは我が富士ヶ嶺カンパニーの社長。

　プロカメラマンが写真を撮り、三人はフラッシュの中心で笑顔を見せている。

　本日、私たちが手がけていたレセプションは無事に終了した。

　やっっっと終わった！というのが素直な感想。顔合わせの和やかな会とはいえ、仕込む方は大変な準備が必要だった。第三営業部と私たち総務二課は、ここ数日は死にそうな忙しさだったもの。

　無事に今日を迎えられて、予定通りのプレゼンができ、会が円満に終了することに安あん堵どしている。

　キラキラの光をやや遠くに眺め、私はスーツ姿で会場の隅にいた。

　横には千石くんがいる。

　ほんの三十分前、私は見ていた。千石くんがお父様である社長に呼ばれているところを。そして、ラ・マレのＣＥＯと浦波造船の社長に挨拶しているところを。

　そうだよね、後継者だもんねぇ。

　こういうところで社長と並んで立つ彼を見ると、やはり世界がとびきり違うのだと感じずにはいられない。

　千石くんは、ゆくゆくは富士ヶ嶺を継ぐ人間なんだ。社長の考えでたまたま総務にいるだけ。なんで我が社の御曹司が私のことを好きなんだろう。




　休日が明け、月曜日。私は朝から目の回る忙しさだった。

　単純に処理する業務が多すぎる。それもこれも、金曜日に行われたレセプションのため、先週はほとんどそちらの準備にかかりっきりだったからだ。朝から千石くんと手分けして仕事をこなしているけれど、量が多い。

　彼には外回り関係の仕事を任せて、私は事務処理をメインにした。本当は逆がいいんだろうけれど、今回のレセプションで、千石くんはすべての資料をフランス語訳していた。仕事の早い彼でも毎日残業していたし、デスクに張りつきっぱなしだった。息抜きにはならないけど、他の仕事を任せたかった。

「真純先輩、第一営業部の書類に不備あります～」

　山根さんが困惑げに声を上げた。

「突っ返しなさい」

　すげなく答えると、次は持田さんが言う。

「特別販売部の添付資料、足りないですね。リジェクトされるの間違いなしです。押し通しますか？」

「元々その資料、ないのよ。でも役所関係はその辺細かいから、悪いけど持田さん、どうするか打ち合わせしてきてくれる？」

「わかりました」

　持田さんが席を立ち、特別販売部に向かってオフィスを出ていった。

　山根さんと持田さんには、レセプション直前に細々した用事をかなり手伝ってもらったので、ふたりの仕事も相当たまっている。総務二課渉外グループの四人は、しばらく忙しい毎日になりそうだ。

　そしてこの多忙を、私はちょっとありがたく思ってもいる。

　だってほら、千石くんとの約束……一応、食事はＯＫと言ってしまった。

　というか彼に任せてレセプションが失敗するわけないし、私も営業部も尽力して成功させたんだから、あの誘いに乗った私が馬鹿だ。『一緒に食事に行きたいなぁ』って言っているのと同じじゃない。

　でも、あのときは彼に『ご褒美』と言われたし、断りづらい空気を作られてしまったのだった。うーん、どうしたらいいんだろう。

　とにかく、今は彼からの誘いがいつ来るかに慄おののいている。スマホは仕事の兼ね合いもあるので、一応、電話番号だけ知らせ合っている。さすがに私的な約束で電話してはこないと思うけど。

　避け続けていたら、うやむやにならないかしら。そんな淡い期待を持ってしまう。




　月曜日の定時を過ぎた十八時半。私たちは残業。

　残業にうるさい職場だけど、ここ数日は仕方ないって総務部長も認めてくれた。

　すると思わぬゲストが登場した。人が少なくなったオフィスのドアが開き、顔を出したのは涼次郎くんだ。

「こんにちは！　お邪魔します！」

　涼次郎くんは中学二年生。言わずと知れた社長のご次男で、小さな頃から会社には出入りしている。中学に上がってから、学校が近いせいか、部活帰りなんかに時折寄るのだ。

「涼次郎くん、ようこそ。今日はどうしたんだい？」

　帰る支度を始めていた総務部長が、愛想よく声をかけた。

「今日は父と帰る約束をしてたんですけど、まだ時間がかかるから、総務で待ってなさーいって」

　涼次郎くんはニコニコと答えた。いつも思うけれど、千石親子はとても仲よしだ。

　ん？　……もしかしなくても、ここにお兄ちゃんがいない？

　ちょうど外出から戻ってきた千石くんが、オフィスに姿を現す。涼次郎くんの背中を見つけ、驚いて声をかける。

「涼次郎、おまえ……」

「孝太郎、ちゃんと仕事してるのかよ？」

　くるりと振り向き、涼次郎くんはひと回り年上の兄に朗らかに声をかけた。

「おまえ、偉そうに」

　千石くんが眉に皺を寄せてから、総務部全体に頭を下げる。

「お騒がせして申し訳ありません」

「いやいや、いつも涼次郎くんは顔を見せてくれるんだよ」

　総務部長が笑顔でとりなす。その言葉に許しを得たとばかりに、涼次郎くんが満面の笑みになった。

「そうだよ。俺の方が孝太郎より会社歴長いんだぞ」

　千石くんは生意気な弟にため息の様子。涼次郎くんの肩を掴つかみ、誘導している。

「もう。おまえは俺の席にいろ。こっちだ。宿題でもしておけ」

「あ、ちょうどいいや。今日やったとこ、よくわかんなかったんだ。孝太郎、教えて」

「俺は勤務中だ」

　そう言いながら千石くんは、涼次郎くんを自分の席に着かせて、本当に宿題をさせ始めた。涼次郎くんはぶうぶう文句を言いながら、デスクに宿題を広げる。

　なんだか千石くん、小さな子犬にまとわりつかれる親犬って感じ。

「千石くん、もう定時過ぎてるんだし、宿題見てあげなさいな」

　野口課長がほんわかと言うので、いよいよ涼次郎くんは笑顔になって、問題のページとノートを兄へ差し出すのだ。千石くんは珍しく渋い顔をしている。

　弟に翻弄される千石くんは、ちょっと可愛いかもしれない。

「真純先輩～」

　隣に座った涼次郎くんと、その後ろに立つ千石くんを観察していると、向こうから山根さんが声をかけてきた。

「まだかかりそうです。一回休憩してもいいですか～？」

「私も、ちょっとひと息入れたくなってきました」

　我慢強い持田さんも言った。そろそろ集中が切れる頃だろう。

「うん。私も行くから、自販機でコーヒーでも飲もうか」

「よかったぁ。私、ミルクセーキ飲んじゃお」

　山根さんが大きく伸びをして、先に立ち上がった持田さんが「太るわよ」と釘くぎを差した。

　私も甘いものが飲みたいなぁ。ちょっと疲れちゃった。

　そのまま無人の自販機前にやってきて、それぞれが飲みたいドリンクを買う。ほっとひと息だ。

　私も山根さんにつられてミルクセーキを買ってしまった。疲れた脳に糖分が染みるわぁ、という表情は見せない。彼女たちの前でぼんやりできないから、クールにミルクセーキを飲む。

「涼次郎くん、いつ見ても可愛いですねぇ」

　山根さんが、キャッキャッとはしゃいでいる。そういえば涼次郎くんが来るたび、山根さんは嬉しそうだ。

「手ぇ出しちゃダメよ。犯罪だから」

　持田さんが、キリッと正論。

　うーん、さすがにわかっているとは思うけど、毎回はしゃいでいると心配になるかもね。

「やだなぁ、持田先輩ったら。私は純粋に可愛いものを愛めでてるんです！　涼次郎くんの、少年から青年に移り変わる繊細な思春期の香りがたまらないじゃないですか～」

　山根さんは全然めげない。

「思春期の香りって表現は、ちょっと危ないわね」

「ほら、真純先輩も同意してる」

　私たちの若干引いた様子の観察を気にせず、山根さんはうっとりと言う。

「聡そう明めいさとやんちゃさ、すんなり伸びた手足、まだ柔らかそうな髪……あの年頃の男の子って、神様が作り出した神秘だと思うんですよ」

「ショタコンだわ」

「立派なショタですね」

　確かに涼次郎くんは可愛い。私にも懐っこく挨拶してくれるし、声変わり前の声色で『阿木さん』なんて呼ばれたら、私だってキュンとする。

　でも、山根さんみたいな視点では見ていないなぁ。

「ショタコンじゃないです。だって私と涼次郎くん、九つしか離れてないんですよ？　五、六年後に期待できるじゃないですか」

　半分以上ミーハー精神なんだろうけれど、力説する山根さん。ハート強いわ。

　私なんか年が四つ離れているだけで日ひ和よっているのに……って待て待て。今、誰を思い浮かべたの？

　しっかりしろ、阿木真純！

　山根さんがカランと空き缶をゴミ箱に捨て、お腹を押さえた。

「真純先輩、私トイレ！　一気飲みしたら、行きたくなっちゃいました！」

「もう、そこまで言うことないでしょ。ほら、行くよ」

「持田先輩も行きたくなったんですね！」

　山根さんと持田さんが連れ立ってお手洗いへ。すると、廊下の反対側から不意に顔を出したのは、千石孝太郎だった。

　うわ！　今日は一日、忙しさに紛れて避けていたのに！

「真純さん、ここでしたか」

　千石くんは落ち着いた声音で言った。

　いや、絶対に知っていて追いかけてきたよね。私たちがコーヒー飲みに行くって聞いていたもんね。……というのは自意識過剰かな。

　実はそんなに気にしていなかったりして？　本当に偶然だったりして？　もしくは、仕事の話だったりして？

「弟がすみません。うるさくしまして」

　頭を下げる千石くんに、私は首を横に振る。

「涼次郎くん本人も言ってたけど、千石くんより社歴長いよ。みんな可愛いとしか思ってないから気にする必要ないわ」

　笑ってみせると、千石くんもやや頬を緩めた。

「それなら、よかった。真純さんを不快にさせたくなかったので。……定時後ですが、職場なので手短にします。食事、いつにしますか？」

　私は手の中のミルクセーキの空き缶を落っことした。カランカラーンと軽い音が廊下に響く。

　油断した。この流れでいきなり聞かれると思わなかった。

　やっぱりその話？　上司と食事なんて、本気なの？　御曹司殿。

「あのね、千石くん。あのときはああ言ったけど」

「なかったことにはできませんからね、約束」

　真顔で食い気味に言われ、返す言葉を一瞬失う。

　落ち着いて、私。ミルクセーキの缶を拾い、空き缶用のゴミ箱に入れる。

「いろいろ考えたんだけど、あなたとふたりで出かけるのは、やはり問題があると思う。あなたの会社での立場も、一応上司である私の立場も」

「正当なご褒美をもらう資格があると思います」

　千石くんも引く気はないようだ。印象的な瞳が私を捉える。

　うう。この視線、弱いのよ。そんなつもりはないけど、見つめられるとドキドキしてしまう。

「真純さん、食事に行きましょう」

　ふたりっきりになりたくない。キスしてきて、好きだって言ってくる相手と、ふたりきりで出かけるなんておかしい。

　私は彼の好意に応える気はないんだから。むしろ不誠実だ。

「食事くらい行ってきてくださいよー」

　その声は真横から飛んできた。

　心臓をばくばく言わせながら見やれば、そこには山根さんと持田さんの姿。

　ああ、なんてこと。見られてしまった……。

「渉外グループ四人で行きましょうか！」

　突然、持田さんが大声を張り上げた。

　たぶん、彼女は私が困った顔をしているのを察したのだ。おせっかいと呼べるくらい気のつくところがある持田さんは、私が千石くんに言い寄られていると思ったのだろう。

　ピンポン。正解です！

　すると、山根さんが不満げに声を上げる。

「え～？　今回の功労者は、誰がなんといっても千石さんじゃないですか～！　毎日残業して毎日打ち合わせして、めちゃくちゃ大変そうでした。食事って真純先輩の奢りでしょう？　ご褒美なんだし。奢りを受けるに値するのは千石さんひとりでしょ～」

　一番若手の新入社員による、一ミリも空気を読まないこのトーク！

　ねえ、私の硬い空気、伝わらない？

　持田さんが気を利かせてくれたの、わからない？

「千石さん、御曹司だけど中途入社ですもんね。ボーナスまだ出ないですもんね。真純先輩に高～いディナーねだるといいですよぉ。ね、真純先輩」

　ニコッと笑いかけた山根さんを見て、私は驚いた。

　わかったぞ、この子、空気読めないフリをしてる。

　私と千石くんをふたりで食事に行かせようとしてる！

　若くてゆるふわの新入社員じゃない。恋愛に敏感な今どき女子だ。きっと、とっくに千石くんのアプローチに気づいているんだ。そして千石くんを応援する気だ。

「孝太郎、何サボってんだよー」

　割り込むように、ひょこっと顔を出したのは、涼次郎くんだった。兄が戻ってこないので探しに来たのだろう。この話はこれ以上できない。

「夜、ショートメールします」

　すれ違う瞬間、小声で千石くんが言った。

　私が不機嫌そうに見えたのか、それとも行く末を見守る気なのか、山根さんはその後、何も言ってこなかった。彼女と持田さんとの間で何かやり取りはあったかもしれないが、それは私の知らないことだ。




　その晩、千石くんから来たショートメールはこんな内容。

【次の土曜、麻あざ布ぶのセントラルコンチネンタルホテルのラウンジに十八時。お待ちしてます】

　待って待って待って！

　もう、決めちゃってるじゃん！　お断りも受けつけない!?

　でも、確かに一度ＯＫを出してしまったのは私だ。それを違えるのはよくない。

　うん、そうだ。私は上司の責任を果たしに行くだけ。そう思おう。そう思わなきゃ、まともな頭で食事になんか行けない。

【私が出しますので、予約のみお願いします】

　それだけ返信し、スマホをクッションにぶん投げ、ベッドにひっくり返った。

　今週末……あああ、とりあえず、どんな顔して火水木金働けばいいの？




　四日間は矢のように過ぎた。単純に仕事が忙しかったこともあるけれど、私の頭の中がパニックで忙しかった。

　千石くんとホテルで食事。どうしよう。絶対、向こうはやる気満々だ。これを機に私とベッドインを狙っている。

　でもね、相手はこの会社の御曹司。イケメンで若くて仕事もできる上流ガイ！　遊ばれてポイされる確率の高い恋愛に踏みきるわけがない！

　ポイ捨て後も、私は彼が総務にいる限り上司だ。そんなの、辞表を準備するしかないじゃないの。転職先を探すしかないじゃないの。

　私の心にはまだ、あの夏の夕暮れどきがある。東京タワーの優しい抱擁がある。

　でも、それは目の前の千石くんとは別の話。あのときはあのとき。一瞬の幻だったし、私もそれでいいと思っている。変に運命とか思えるほど私が若くなくてよかったんだわ。

　私は千石くんとは付き合わない。

　それが確認できると、金曜日には私の心も落ち着いた。しかも千石くんも私を構ってくる素振りがない。

　約束を取りつけたから満足しているとか？　それとも、普通に仕事が忙しくって私のことなんかどうでもいい？

　まあいいのだ。それが普通の男というもので、けして薄情じゃない。うん、気にしなくていい。

　あんまりまめまめしいと、元彼の大翔じゃないけど浮気しやすそうだし。

　いや、これは一般論であり、私と付き合ったら……という妄想はしていない。

　何度だって言うけど、千石くんとは付き合わない！




　しかし金曜日の夜になると、今度は明日の準備に胸が騒ぎだした。

　まず、資金は潤沢に用意すべし。御曹司とホテルディナーだ。形としては上司である私がご馳ち走そうすることになっている。

　ネットで約束のホテルのレストラン相場を調べたところ……おおう、やはりかなりの金額。

　でもＯＫよ。払うって言ったからには払う。高いワインを頼まれてもいいように準備するつもりだ。それとも、こういうところはカードがスマートなのかな。

　そして、次に服装が気になりだす。

　いつもの通勤服でも入れなくはなさそう。でももう少し正装感があった方が安全かもしれない。かといって、この前のレセプションパーティーのときと同じベージュのスーツじゃ、『こいつ、服持ってないな』になってしまいそう。事実、そんなに衣装持ちではない。

　ああ、そうだ。去年、友達の結婚式で着たワンピースはどうだろう。レストランウエディングだったから、キラキラのドレスじゃなくて黒のデザインワンピースにしたんだ。フレンチスリーブだからもろ肩は出ないし、薄手のジャケットと母のお下がりのダイヤのネックレスをつけたら、年相応のきちんと感が出るかも。

　パンプスはアンクルストラップのついた八センチヒール。私が履ける精いっぱいの高さ……。これ以上高いのは無理だ。

　服装が決まると、ようやく心は落ち着きを取り戻した。

　後は目の下にクマができていたり、変なところにニキビができたりすると嫌だから、さっさと寝てしまおう。

　洗顔とローションパックだけして、早寝するためベッドに入る。

　なんだかめちゃくちゃ気を使って、馬鹿みたいだなぁ。向こうは女性なら誰でも気軽に誘えるんだと思う。だから、私ばかりが身構えて気合いを入れると、馬鹿を見るんじゃなかろうか。

　……いや、そもそもこれは礼儀。上流階級の男性の上司として、恥ずかしくないようにしているだけ。けして張り切りすぎているわけじゃない。

　自分に言い聞かせているうちに、私は眠りに落ちていた。




　しかして、土曜日の待ち合わせ時間、十五分前。私はひとり、ど緊張でホテルのロビーにいるのだった。

　はぁ、この時間がしんどい。

　セントラルコンチネンタルホテルは、麻布の老舗しにせホテルだ。知ってはいるけど、入るのは初めて。ロビーは暗い色調で、ランプシェードの柔らかな光が落ち着いた空間を演出していた。

　早く来すぎてしまったので、ティーサロンでディンブラの紅茶だけいただく。サロンは開けていて、お茶でも一杯で千円程度のお値段だ。

　通された席は一面のガラス窓で、秋の花の咲き乱れる薮やぶが見えた。石いし灯どう籠ろうと小さな天女の地蔵。古い敷石。洋風のティーサロンとはややミスマッチだけど、なんだか落ち着く。

　よし、いいぞ。この調子で、落ち着いた大人の女として食事の相手だけして帰ろう。

　ふと、テーブルに影が落ちた。

「お待たせしてしまいましたか？」

　そこには千石くんが立っていた。

　見上げた彼は、普段と雰囲気が違う。ピシッとセットされた髪は普段通りだけど、スーツは襟のカットの大きいイタリアンスタイルだ。ブルー系のスーツとストライプのシャツを着こなせる日本人って、なかなかいないと思う。靴も明らかに庶民が履いているビジネスシューズじゃない。ベルトのデザインが凝った茶系の革靴。

　サッカー選手のプライベートでは？というくらいおしゃれで見栄えがいい。一方で雰囲気は洗練され、上品だ。育ちのよさが溢れ出ている。

　と、とんでもない人と待ち合わせてしまった。

「早く着きすぎてしまったの。待ってないわ」

「それはよかったです。こちらへ」

　お会計をしようかと思ったら、ウエイターの男性に見送られてしまった。

　支払い済み？　もしくは、後で千石くんのところに請求がいくの？　うわ、油断できない！




　待ち合わせたホテルは旧館の方で、テラスを通り、新館へ向かう。新館は高層ビルだ。四十階の最上階にある西欧料理の店舗に入る。

「千石様、お待ちしておりました」

　千石くんの顔を見るや、案内の男性が頭を下げた。

　顔パス？　こんな店にしょっちゅう来ているってことだよね。そりゃそうか、今さらだけど御曹司だもの。

　奥に席が見え、一面ガラス張りの向こうには四十階からの夜景が広がっていた。私も下準備として、このホテルのレストランはいろいろ調べた。この店に来るんじゃないかと踏んで予算は準備したから、大丈夫！

　……と思ったら、男性は私たちを席には案内せず、細い廊下を進む。

「こちらでございます」

　通されたのは、八畳くらいある個室だった。奥の一面は同じくガラス張りで、夜景を存分に楽しめる仕様。柔らかな間接照明がムードたっぷりで、いかにもセレブがお忍びで使いそうな空間だ。

「すみません、メニューはもう決めて頼んでしまいました。好き嫌いやアレルギーはないようだと聞いていますが、大丈夫ですか？」

　着席し、案内の男性が出ていくと、千石くんが言った。

　好き嫌い？　アレルギー？

「山根さんあたりに聞いたの？」

「その通りです。山根さんがいろいろ教えてくれました」

　悪びれもせず、にっこり笑う千石くん。

　山根さんも、本気で私たちをくっつけようとしているわね……。

「あのね、千石くん、初めに言っておきたいんだけど、ここの支払いは私が持つから」

　最初にはっきりさせておきたくて言ったものの、千石くんはさらりと答える。

「申し訳ないんですが、ここは家族もよく使う店なので、支払いはすべて家に請求が来るんです。俺も今日、現金は持っていないですし」

「じゃあ、後で請求を私にして」

「ええ。気が向いたら」

　絶対に請求してくれない。絶対に奢るつもりだ。上司の奢りの名目で来た私の理由を潰す気だ。

　間もなく食前酒が運ばれてくる。何がいいかと聞かれ、お任せすると言ったらミモザを用意された。甘くて飲みやすいオレンジのカクテルだけど……。

「シャンパンはこちらを使用しました」

　わざわざ見せてくれたのは、私も知っている最高級の銘柄。

　うわ、私の一杯のために、このシャンパン開けちゃったのね。もったいないから次もミモザをお願いしよう。

　しかし私の前に、次にやってきたのは赤ワインとオードブル。木の実やハム、チーズなどを年とし嵩かさのウエイターの男性が説明してくれる。

「こちらのチーズは特殊な発酵をしているもので、タンニンの強いワインにベストマッチと言われております」

　ワインの銘柄に合わせた内容みたい。ってことは、お料理ごとにワインが変わるの？　開けたワインは飲みきれなかったらどうなるの？　一本一本、きっとかなりのお値段よね？

「真純さん、ワインはお口に合いますか？　渋すぎるようなら、もう少し飲み口が軽いものに変えます」

　千石くんが微笑んで言ったので、私は首を左右にぶんぶん振る。

　充分です。私の好みで、一本何十万円もするワインをほいほい開けないでください。

　貧乏性というわけじゃないけれど、ひとり暮らしでそこそこ倹約しつつお金を貯めている私からしたら、ずいぶん贅ぜい沢たくなディナーに来てしまった。

「この店はフレンチがメインですが、オランダやイギリスの家庭料理なんかも美お味いしいです。コースではなく、アラカルトでいろいろ来ますので、楽しんでください」

「ええ」

　気後れしているところを見せないように、慣れた雰囲気を装うけれど、次から次へと出てくる料理とワインの説明に頭がいっぱいで、お腹もいっぱい気味。

　でも、出してもらったものを残すのも悪い。結果、私と千石くんは短い会話をしては、食べてばかり。彼も若者らしい食欲で料理を楽しんでいるから、ぶつ切りの会話でもさほど気詰まりでないのが救いだった。

　仔こ牛うしのソテーをぱくぱくと口に運んでいると、千石くんが吹き出すように笑った。

　何よ。がっついてた？

「真純さん、真剣に食べてるの、可愛いですね」

「からかわないで。残したらもったいないから、美味しくいただいてるの」

　もったいないって言葉を使おうか悩んで、口にした。これ以上、料理を増やされても困るし。

「この後、パンがたくさん出てきますよ」

「そんなに入らない」

「真純さんが望むだけ取ってください。デセールもあります」

　焼きたての小さなパンの数々は、朝食で出てきたら十個くらい余裕で食べられそう。でも、今日はひとつでやめておく。お腹はいっぱいで、ワンピースがきついくらい。そしてワインでほろ酔いになってきた。

　デザートは出てきたシャーベットで終わりではなく、メインはいちごのミルフィーユだった。ケーキ屋さんで並んでいるような、パイ生地が何層にもなっているものではなく、丸いパイふたつの間にいちごとクリームが挟まっている、シンプルで可愛らしいものだ。

　最後のコーヒーに小さなマカロンがついて、食事は終了。

「どれもとても美味しかったわ」

　正直、お腹がいっぱいで苦しくてしょうがないんだけどね。

　美味しいものだらけだったから、メニューやワインの話ばかりに終始していた。艶っぽい話にならなくて助かったと思っている。

「頬が赤いです。飲ませすぎてしまいましたか？」

「前も言ったけど、赤くなるのが早いだけ。ひとりで帰れるから」

　前はこの流れでキスされてしまったのだ。もうそんな隙を見せるわけにはいかない。

「まだ余裕があるようでしたら、一杯だけ付き合ってもらえませんか？」

　いえいえ、帰ります。もうさっさと退散します。

　口の中で唱えていると、千石くんが私をじいっと見つめる。

「お見せしたいものがあるんです」

　一杯ってことは、場所を移動してお酒を飲むのかしら。そして、見せたいものってなんだろう。

「長居せずに帰ります。それでいい？」

「ありがとうございます」

　千石くんは爽やかに微笑み、私をエスコートする形で個室を出る。

　店から出るとエレベーターで一階分下がり、ホテルのメインバーにやってきた。

　通されたのは今度は個室ではなく、最奥のソファ席だ。背もたれが高く、座ると深く沈み込むので、全身がすっぽり隠れて周囲から見えづらい。完全なるカップルシートじゃないの。

　目の前は東京の夜景が広がっていた。今日は空気が澄み、月が明るいので、遠くまでよく見渡せる。

　ふと、何か引っかかるものを感じた。

　なんだろう、この感覚。

「千石くん、この景色」

「気づきました？　あの日、東京タワーから見えた景色と同じ角度です。タワーはここから遠くないので、かなり似た光景だと思います」

　千石くんの見せたかったものって、これなんだ。

　しばしその夜景に見入った。先ほどまでも夜景を見ながらの食事だったけれど、彼の意図で景色は違って見えた。

　私たちの前に、丸い氷のグラスが置かれる。濃い琥こ珀はく色いろの液体が揺らめいている。

　意を決して、私は言う。

「あの日は本当にありがとう」

　言いながら、自分であの日を蒸し返すことが恥ずかしかった。でも、伝えていない言葉だ。

「ちゃんとお礼を言っていなかったと思って。……あのとき、いろいろくたびれ果ててしまっていたから、あなたの温度に救われた」

「お役に立てて嬉しいです」

　千石くんは低く静かに答えた。

　ここからは彼の望む言葉ではない。でも、伝えなければならない。

「勝手な話だと思うけれど、私にとってあの日は、おもちゃ箱の中みたいなものなの。時折開けて懐かしく思い出したいもの。生身の千石くんとの恋愛に結びつくものじゃない」

　私は右隣に座る千石くんに半身で向き直り、その鮮やかな瞳を見つめた。

「仮にも上司と部下という関係で、恋愛をする気はないわ。私に、その……誘うみたいなことはやめてほしい」

　言いながら、自意識過剰風でつい頬が熱くなるし、視線をそらしてしまう。こんなモテる女みたいなセリフを、私が言うことになるとは思わなかった。

「俺、今、振られてます？」

　千石くんが苦笑いして問う。彼はどこまでも、爽やかな部下で……。

　違う。目の奥の色が違う。

　野生の目だ。彼の本質の色だ。

　次の瞬間、私はソファの背もたれに押しつけられる格好で唇を奪われていた。

　千石くんの唇は熱く、すぐに舌が差し込まれてくる。強いアルコールの香りと、彼の香り。どちらも蠱こ惑わく的てきでくらくらした。

　手で身体を押しのけようとすると、あっさりと捕まり、両手首を軽く片手で戒められた。

「ん……んうっ」

　精いっぱい首をよじるけれど、千石くんの右手は私の顎を捕らえているので、なかなか果たせない。むしろ、より唇を開くように顎を引かれる。奥深くまさぐってくる舌に、私は切なく呻うめき声を上げた。

　ほんの数分だったとは思うけれど、長い長いキスだった。

　唇を解放され、荒い息とともに彼を見上げる。睨むような私の視線と、慈しむような彼の視線がぶつかった。

「好きです、真純さん。毎日、一分一秒ごとにあなたを好きになる。一緒にいればいるほど、あなただと確信する」

　千石くんの言葉は熱い。私の拒絶なんか聞いてもいなかったみたいだ。

「どうして……私なの……？」

「恋に落ちるのに理由がいるなら、『必然』としか言えません。出会った瞬間から、あなたを俺のものにすることばかり考えていた。ともに過ごしながら、あなたの繊細な心や優しさにどんどん惹かれていく」

「私は無理……あなたとは価値観が違うし……同僚だから……恋愛は無理」

「あなたに完全無欠の幸せをあげられるのは、俺です」

　野生の肉食獣みたい。千石くんは私の世界を鮮やかに蹂じゅう躙りんしようとしている。

「あなたを甘やかし、微笑ませ、毎日とろけるような幸福を捧ささげます。真純さん、俺のものになってください」

　彼は圧倒的な強者だ。生物として、私より生存競争の上位者だ。

　だけどね、私も美味しくいただかれるほどお人好しじゃないのよ。

　今にも再びキスしてきそうな距離にいる千石くん。その顔に、私は振りほどいた右てのひらを押しつけ、がっしりと爪を立てる。そのまま体重をかけ、まっすぐ押し出し、さらに勢いで立ち上がった。

　アイアンクローしてやったわ……。見たか、アラサーの物理的な底力。

　手を離すと、のけぞりながらさすがに驚いた顔の千石くんと視線がぶつかった。

「私は千石くんのものにはなりません」

　はっきりと言いきり、小さなバッグから一万円札を二枚出すと、テーブルにどすんとてのひらをつき、置いた。足りるかわからないけれど、バーの飲み代だ。

　反撃される前に、と急ぎ足でソファから離れた。

「また月曜に」

　手短に言って立ち去る。

　ホテルの柔らかな絨じゅう毯たんの廊下をガツガツと歩きながら、エレベーターを待つのも面倒で、階段に向かった。暗い階段は誰も利用する人がいない。私はそこをぐんぐん下りていく。

　最低。最低だ、千石孝太郎。

　やっぱり私をものにすることが目的なのね。私はその他大勢の何人目にされるのよ。遊ばれて捨てられるのは、まっぴらごめん。

　人生はたまに重たい。それを年齢的にも感じるようになってきた。

　だけど、私の考える『重たい』って、こういう意味じゃないのよ。御曹司に迫られまくるなんて、人生の珍事で、ハプニングで、イレギュラーなのよ！

　はぁ。この際、本当に本気でガチで転職しちゃおうかな。この状況から逃げ出してしまおうかしら。
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　月曜日は憂鬱ではなかった。いっそ、もう清すが々すがしいくらいだ。

　決めた。世界が自分を中心に回っていると思っているらしい御曹司を、私は徹底的に拒否する。

　土曜日のデートは確かに、美味しい食事とお酒をご馳走になった。おそらくこのまま奢りになるだろうこともわかる。

　でもね、だからって無理やりキスしていいって法律はないのよ。ふざけんな!!

　ちょこっと美味しいものを与えて、いい雰囲気にすれば、ころっと落ちると思った？　残念でした！　三十女はそのくらいで、ほいほいベッドについていかないの！

　阿木真純、怒っております。それはもう怒っております。大人なので顔には出しませんが、千石孝太郎に関しては、仕事以外はシャットダウンを決めました。

　勇ましくマンションを出て、怒りに燃えながら職場へ到着。

「真純さん、おはようございます」

　運悪く、真っ先に出会ったのは千石くんだ。エントランスで一緒になってしまった。

「おはよう」

　挨拶だけして、彼の横をすり抜ける。

　だって千石くん、余裕の笑顔なんだもの。土曜日のことを、全然反省していないと見た！

　階段を早足で上がっていると、すぐに千石くんに追いつかれた。リーチの差だ。

「一緒に行きましょう」

「いいえ、別々で」

「土曜のこと、怒ってますか？」

　その声は、どこか面白がっているようにも聞こえる。

　あなた、やっぱり私のこと馬鹿にしてるでしょう？　四つも年上の、仮にも上司を。

　キッと睨みつけると、千石くんが微笑んだ。

「怒った顔も可愛いですね。真純さんは全部可愛い」

　生意気の極みみたいなことを言いおってからに。こいつは～。

　……落ち着いて、私！　ここでキャンキャン怒るような小娘じゃダメ。こういうやり取りもシャットダウンよ！

　これ以上は関わるまいという空気を前面に出すと、彼を無視して、構わず総務部のオフィスのドアを開けた。いつも通り挨拶を済ませ、パソコンの電源を入れると、その横からぐいっと腕を引かれた。そこには山根さんと持田さん。

「ふたりで出社……もしや、土曜からずっと一緒だったんですか？」

　目をキラキラさせて山根さんが聞いてきた。

　うわ、失敗した！　ふたりでオフィスに入ったからだ！

　ちなみに、千石くんは入ってすぐ井戸川課長に捕まり、人事のデスク付近で喋っているので、私たちのひそひそ話が耳に入ることはなさそうだ。

「そんなわけないでしょう？　たまたまエントランスで会ったのよ」

「じゃあ、土曜のデートの首尾はいかがですか!?」

　山根さんは完全に楽しんでいる。私と千石くんの間に何かの感情が生まれるのを、野次馬根性で楽しんでいるのだ。若い子って怖いわぁ。

「食事、美味しかったわ」

「はいはい。それで」

「デザートまでたっぷりあって、お腹が苦しかった」

　山根さんがため息交じりに言う。

「そういうことじゃなくてですね～」

　焦じれったそうな山根さんを横から小突いて、持田さんが口を開く。

「不ぶ躾しつけなことばかり聞かないのよ。……真純先輩、何か嫌な目には遭ってないですか？　大丈夫ですか？」

　持田さんの過保護な勘ぐりが大当たり。……とは言えないのよね。

　私は彼女たちの上司だし、千石くんも同じグループなわけだから、関係性を悪化させるわけにもいかない。

「やだ、何もないわよ。普通にレセプションの反省会をしながら食事しただけ」

「え～？　そうなんですか～。残念」

　山根さんがあからさまにがっかりした。

　彼女が期待する類の出来事は起こっているけど、私的にまったくノーサンキューな展開です。割愛させていただくわ。

　持田さんが困り顔で弁明する。

「すみません、過剰な心配をしてしまいました。千石さん、お金持ちでこの会社の後継者だし、立場にものを言わせて、真純さんに無理なことを迫ったんじゃないかと。私の考えすぎでしたね」

「彼、自分の立場は平社員だとしか思ってないみたいよ。その点は大丈夫。それに彼からしたら、私はおばさんよ」

　小細工なしで真っ向から求愛されているなんて、言えない。

　私は大げさなくらい明るく笑って、何もないアピールをしなければならなかった。




　いつも通り仕事をしていると、割合気分は紛れる。

　アラサーという年齢に達し、日々の同じ業務には当たり前のように慣れ、一緒に働く顔ぶれも長年変わらなければ、それは楽というものだ。しかし、同時に若干の倦うみという気持ちも否定できない。

　このままここで似たような、慣れた仕事を定年まで勤め上げるの？

　お金のためとはいえ、人生を無駄に消費している気分にならない？

　安定こそが安楽な人生への鍵だと思いつつ、もう三十になったから冒険できないと、日和る私がいる。

　そうだ、御曹司求愛事件は、いいきっかけかもしれない。いよいよ耐えきれなくなったら転職しよう。守りに入らず、もう一度新しい環境で人生を構築できるか、試してみればいいんだ。ちょっと気が楽になってきたぞ。

　そんなことを思いながら、昼休みに外へ出る。

　山根さんと持田さんと、今日向かったのは牛丼屋だ。土曜日の豪華ディナーで、昨日は何も食べたくなかった。今日は逆に、ジャンクでがっつりなものが食べたい。




　お腹いっぱいでちょっと眠くなりつつ、三人でオフィスに帰ってきた。

　すると、私のデスクに一通の手紙が置いてある。横長のレターセット的な封筒には、【阿木様】と小さな字で書かれてあるので、私宛で間違いなさそうだ。

　なんで手紙なんだろう。社内メールがあるのに。

　差し出し人は誰だろう。裏に【横よこ手て】という名字が記載されている。

「あれえ？　横手愛あい梨りですかねぇ。私の同期の」

　山根さんが無造作に封筒を覗き込んできた。

　この時点で、山根さんも持田さんも、置かれた封書が個人的なものだとは思っていないだろう。私自身もだ。他部署からさまざまな形式の書類が回ってくるから。

「秘書課の新人ですよね、横手さん」

「あー、そっか、秘書課の。なんだろうね」

　秘書課の横手さんを思い浮かべる。目の大きな可愛い子だ。長い髪は毛先でくるんと巻いていて、いつもエレガントキュート系の甘めなスーツやパンプススタイル。育ちがよさそうなのに、高たか嶺ねの花タイプではない。合コンに行ったら一番人気になりそうな子だ。

　無造作に封を開け、中身が本当に便箋と手紙だった時点で、私は嫌な予感がした。

　しかし、読むのをやめるタイミングは逸してしまっていた。山根さんも持田さんも覗き込む便箋には、こうあった。

【阿木真純主査

大事なお話があります。今日の終業後、お時間をいただきたく思います。

カフェ・ブルーノ　十八時半

横手愛梨】

「呼び出しだ！」

　山根さんが小学生よりはしゃいだ声で言った。

「校舎裏に呼び出す女の先輩みたい！」

「山根、あんた、そうじゃないでしょ！　……真純先輩、これ、個人的なあれですよね。彼女、先輩と接点あるんですか？」

　私はぶんぶんと否定のために首を横に振る。

　知らないわよ。顔を思い出すので精いっぱいの今年の新人だもの。

「何か心当たりはあるんですか？」

「……ない」

「私が一緒に行きましょうか!?　同期ですし！」

　山根さんが陽気に挙手するけれど、横手さんの要件がわからない以上、動きづらい。

「いいわ。もしかすると、仕事の相談かもしれないし」

　百パーセントそんなことはないだろうなと思いながら、私は答えた。

　しかし社内メールじゃなくて手紙って、断りにくいところを突いてくるわね。

「そういえば、噂で聞きました。横手さん……だと思うんですけど、千石さんと親しいって吹聴してる子がいるみたいです」

　持田さんが遠慮がちに言った。

　うええ。もしかして呼び出しって、そっち関係!?

「三角関係だ！　修羅場の予感！」

　山根さんがぴょんぴょんとジャンプしながら無邪気に叫び、さすがに持田さんが山根さんの頭にチョップをめり込ませていた。




　十八時十五分。会社から一番近いカフェの奥まった席で彼女は待っていた。

　横手愛梨さん。新入社員の二十三歳。

　ぷっくりとした可愛い唇を尖らせ、張りつめた表情からは、彼女が楽しい用事で私を呼び出したわけじゃないことがすぐわかる。その姿を遠目に確認しながら、レジでコーヒーを買う私。

　あれか。持田さんたちの言っていた、あれか。やっぱり〝やつ〟絡みなのか。

「遅くなってごめんなさい」

　あくまで余裕のある大人の笑顔で、買ったばかりのコーヒーマグを持って登場した。

　だってドラマでも漫画でも、こういうシーンの女の先輩はうろたえない。ヒロインより数段大人に見えるものだ。彼女がヒロインってわけじゃないけど、この緊張感、確実に覚悟を持ってやってきているのがわかる。

「お呼び立てして、申し訳ありません」

　着席すると彼女が頭を下げた。

「いいえ。横手さんと、ちゃんと話したことなかったね」

「私は覚えています。新入社員研修で、総務部の仕事を説明してくださったのは阿木さんですから」

　早口で、きつい声音。うう、嫌な予感。

　慄いているところを見せないように、にっこり笑ってみせる。

「それで？　なんのご用？」

「単刀直入に申し上げます」

　きりりと眉を張り、横手さんが背筋を伸ばした。

「千石孝太郎さんにちょっかいを出すのは、やめてもらえませんか？」

　来た。はい、来た。

　やっぱりそれかー!!

　私が引きつった笑いのまま固まっていると、彼女は突如まくしたて始める。

「私とこうちゃんは、幼い頃から結婚の約束をしている仲です。父親同士もすごく仲がよくて、私たちの関係を祝福してくれています」

　こうちゃん……あ、千石くんのことね。孝太郎だもんね。はいはい、ふたりは幼馴染みなのね。

「阿木さんは綺麗で大人でお仕事もできる方で、尊敬はしています。でも、上司と部下の関係を盾に、こうちゃんに迫るのは見過ごせません！」

「あ、あのね、待ってほしいんだけど」

「待ちません！　食事に行ったんですよね！　こうちゃんを誘って！　こうちゃんが断れないのをいいことに!!」

　エキサイトしてくる横手さんに、すでに最初の余裕がなくなりかけている私。

　周りの視線が痛い。どんどん大きくなる彼女の声を止めたくて、テーブルの上の細い手首を、思わずがしっと掴んだ。

「落ち着こう。落ち着きましょう。ね、落ち着くの、横手さん」

　私が落ち着いていないけど、こっちも必死。

　横手さんは、ハッと自分の声の大きさに気づいたようだ。私の手を振りはらい、拳を膝にのせてこちらを睨んでいる。

　とりあえず、この隙に言い訳しなきゃ……って、やましいこともないのに、言い訳って何よ。正しい情報を開示しなきゃ。

「まず、私は千石くんに特別な感情を持っていません」

「でも、食事に行ったんですよね!?」

　また大きくなる声に、シーッと指を唇の前に立てる。

　うう。誰よ、あの食事をリークしたのは。それともすでに、社内で噂になっているとか？　やだ！　困る！

「仕事の範疇よ。それに、気を使って誘ってくれたのは千石くん。彼も他意はないと思うわ」

「信じられません」

　横手さんはピシャリと言った。

　もー、どうしてよ！　そりゃ事実と若干違うけど、私が誘ったわけじゃないし、彼に気持ちはないし、穏便に済ませようとしているんだから乗ってちょうだいよー。

「これ以上、こうちゃんを大人の色気と上司のパワハラで誘わないでください！　四つも年上の阿木さんじゃ、こうちゃんに釣り合いませんから！」

　おおお、すごい暴論。世の中の姉さん女房すべてを敵に回す、若者の自分理論。

　嫌になっちゃう。私には何を言っても傷つかないと思っているのかしら。

「職務外で彼を誘ったことは一度もないわ。横手さん、少し頭を冷やしてからお話ししましょう」

　かろうじて残っていた大人の余裕で返し、私は微笑んだ。横手さんが勢いよく立ち上がる。

　私を睨む大きな目は潤んでいた。そのまま、ぷいと顔をそむけ、マグカップを掴む。

「失礼します！」

　やっぱりボリューム調整機能、壊れているみたい。

　彼女の怒声に、周りの人々は一斉にこちらを見て、彼女が店を出ていく背中まで見送っていた。

　残された私は、すさまじい疲労感とともに嘆息し、一刻も早くコーヒーを飲み終えて店を出るべく奮闘するのであった。




　疲れた。

　めちゃくちゃ疲れた。

　ドラマや漫画のヒロインの、目の上のたんこぶ的女の先輩役を演じてきました。

　はーっ、ぐったりだわ!!

　オフィスビルの前まで戻ると、ちょうど千石くんが出てきたところだった。先週まで忙しかったから、お互い今週は余裕がある勤務だ。定時後一時間以内の退勤は会社も勧めている。

「真純さん、もう帰ったのかと思っていました」

　ぱっと表情を明るくした千石くんに、詰め寄る私。

「話があるんだけど」

　その声の低さは、けして彼を誘惑している雰囲気はなく、『ちょっとツラ貸せや』に聞こえたことは間違いない。千石くんが笑顔のまま首を傾げた。

　そして、会社の近くは問題があるので、東ひがし中なか野の方面に向かって歩きながら喋ることにした。ふたりでの食事は金輪際ごめんだ。

「秘書課の横手さんから呼び出されてたんだけど。……〝こうちゃん〟に色目を使うなって」

　私の第一声に、千石くんはちょっとだけ目を大きくして、それから残念そうにため息をついた。

「やっぱりデートのお誘いじゃなかったか。そんな気はしてました」

「のんきなこと言わないで。なんなの？　結婚の約束をしてるって言ってたわよ！」

　それに、私が一方的に擦り寄っているみたいな言い方された！　腹の立つことに！　私は拒否している側よ！

「可愛い婚約者がいる立場で私を食事に誘うから、こうなるんじゃない？」

　苛々を隠しきれず言えば、すぐ近くに千石くんの顔。少し身をかがめて、私を横から覗き込んでいる。

「嫉妬してくれました？」

「は!?　嫉妬!?」

　思わぬ返しに私は飛び上がりそうになり、必死に否定の言葉を口にしようとするけれど、頭に血が上っているせいか言葉にならない。

　私の『嫉妬なんかするか、コノヤロウ！』は様子で伝わっているらしく、千石くんは面白そうにクスクス笑っている。

「真純さん、誤解です。親同士の仲がいいので、愛梨は確かに小さな頃から知ってますが、結婚はあっちが勝手に言ってるんですよ。子どもの頃から挨拶みたいに。俺はその都度『愛梨とは結婚できないよ』って答えてます」

　あ、なんだ……そうなんだ。

　って、待て待て待て。私、今すごくほっとしなかった？　気のせいよね。嫉妬とか、わけわかんないこと言われたせいよね。

　慌てて冷たい口調で返す。

「向こうは本気みたいよ。その辺、伝わってないんじゃない？」

「愛梨も俺がなびかないのは知ってて、高校くらいから何人も恋人を作ってますから大丈夫。たまたま恋人がいないところに俺が帰国して、また結婚したい熱が上がってきたようです。さらに、俺が好きな女性を追いかけてるのが面白くないんでしょう」

「……もしかして、私と食事に行くって横手さんに言ったのは、千石くん？」

　おそるおそる聞くと、千石くんは悪びれることもなく爽やかに答える。

「ええ。愛梨がデートしたいと言うので、『上司の阿木真純さんに本気で惚ほれてるから、愛梨とはデートも交際も結婚もできない』と、はっきり」

「ばっっっかじゃないの!?」

　思わず大人の仮面をぶっ壊して怒鳴っていた。

　なんでそういうこと言っちゃうのかなぁ！　女なんてすぐに言いふらすわよ！　自分にとって面白くないことなんて、あることないこと付け加えて！

「あなたと横手さんの問題に、私を巻き込むのはやめて。突然呼び出されて迷惑だわ」

　必死に声を抑えて怒りを呑み込む。

　怒鳴っちゃダメ。アラサーのヒステリーはダメ。二十代同士の恋愛問題に巻き込まれただけで、ここは大人の対処をしないとカッコ悪すぎる。

「俺と愛梨には、なんの問題も起こってませんよ。俺は好きな人がいると主張しただけです。そして、俺があなたに惚れてて、いずれは交際したいと思ってることは、誰に知られても構いません」

　私は構うわよ。すごく困る。

　部下で我が社の御曹司に求愛されている事実も、それで若くて可愛い新入社員に恨まれていることも、私の会社員生活に大きく影響しそうでめちゃくちゃに困るわ。

「私は横手さんに言ったから。そんなつもりはないし、これからもあり得ないって」

「それは訂正がいりますね。あなたは近い将来、俺と付き合うことになりますから」

　からかっているような口調に、さすがに私も苛立ちがマックス。気づいたら立ち止まり、横を歩く千石くんを睨みつけていた。こちらを見る彼は、にっこり笑うだけ。

「怒った顔も可愛いと、今朝言いました。今日は何度もあなたの顔を見られて幸せです。そのうち、もっといろんな顔を見せてもらいますから」

　そう言うと、彼は路上であることを意にも介さず、私の頬にキスを落とした。

　不意打ちすぎて逃げられなかった……不覚。

「さて、これから父と食事なんです。ご一緒してくれますか？」

「絶対嫌」

「そう言うと思いました。タクシーでお送りしますよ」

　片手を上げ、流しのタクシーを停めると、強引に私を後部座席に押し込む。

「赤あか坂さかのエンパイアホテルまで。こちらの女性はその後にご自宅まで」

　明らかに多すぎる金額を運転手に渡して、彼は後部座席に背を預けた。

「スマートに送れなくてすみません」

　スマートって、どのレベルのスマート？　現金のこと？　流しのタクシー？　本当は運転手で送るべきってか？

　世界観が違いすぎて、もうよくわかんない。




　タクシーで帰宅した私は、鉛のように重たい身体で洗濯物を取り込んだ。

　冷蔵庫を開け、なんの食材もないことに気づき、買い物に行くのも面倒くさくなり、甘いカクテル風味の缶チューハイを一気飲みした。

　ヤケにはなっていない。でもものすごく疲れた。普段飲まないお酒を飲んじゃうくらい。

　さほど飲めない私は疲労も相まって、二十時前だというのに、ベッドに突っ伏して眠ってしまった。

　化粧を落とさなかったことと、シャワーも浴びなかったことは、明日の朝たっぷり後悔しよう。




　翌朝の目覚めはイマイチで、ぐったりと疲れきっていた。たっぷり寝たのに、疲れが取れていない。

　これがストレスってやつ？　それとも年齢的なもの？

　重たい身体を引きずり、どうにか出社する。

　はぁ。今日は千石くんとも横手さんとも関わらずにいきたい。山根さんが昨日のことを詮索してくるのは避けられないけれど、さらっと流そう。

　少し早く到着したオフィスは、人もまばらだ。

　あれ？　私のデスクの前にいるのは……。

　なんてことだろう。そこには横手さんが腕を組んで仁王立ちしていた。秘書課の彼女が総務部のオフィスにいる。あの険しい表情。明らかに待っているのは私だ。

　逃げ出したい。今日は有休取りたい。

　しかし、すでにフロアに入ってしまっている私がこそこそと逃げれば、間違いなく見つかる。

　そのときだ。彼女の目が私を捉えた。

「阿木さん！」

　ボリューム大で呼ばれた。

　お願い、声量落として～。

　つかつかと近寄ってきた横手さんは鬼の形相。私の両腕を、がしっと掴むのだ。

「こうちゃんにチクりましたね！」

　チクったと言えばそうだけど、厳密に言えば報告だ。それに、チクるという発想は後ろめたいから出る言葉じゃないの？

「ひどいです！　こうちゃんの好意を笠かさに着て、私を悪者にするなんて！」

　横手さんがエキサイトしているので、総務部のオフィスは騒然だ。中心人物の私は魂が抜けそうだった。すでにこの出来事が他人事にしか思えなくなっていた。

「こうちゃんと私は結婚するんです！　それを横入りして、さらっていこうとするなんて、卑ひ怯きょうにもほどがあります！」

　私の腕をぶんぶんと揺すり、憎しみを込めて怒鳴る横手さん。

　もうやめて。本当にやめて。

　ここで私が言い返せば、見苦しいキャットファイトのスタートだ。とにかく彼女を落ち着かせなきゃ。

　すると、なんというタイミングか。そこへ千石くんが山根さんと持田さんを連れ立って出社してきたのだ。

　横手さんが私に掴みかかっている状況を見て、まず山根さんが叫ぶ。

「横手！　ダメだよ！　何やってるの！」

　持田さんも慌てて、彼女を私から引きはがそうと実力行使に出る。しかし、山根さんと持田さんが後ろから羽交い絞めにしても、横手さんはがっちりと私の両腕を戒め、睨みつけてくる。その目には涙がいっぱいたまっていた。

「愛梨、よしなさい」

　低く小さな声で千石くんが言った。それから横手さんの腕を掴み、私から引きはがす。男性の力というより、千石くんだから横手さんは離したのだろう。

「ここは会社だろう。あまり幼い行動を取るなら、お父様にご相談差し上げなければならない」

「何よ……！」

　横手さんが今度は千石くんに向かって怒鳴り散らそうとした、まさにその瞬間。

「はいはい、お騒がせしておりまーす」

　総務部のオフィスに入ってきたのは、隣の部屋である秘書課の面々だ。

　中央に秘書課の女性課長・須す藤どうさん。その横に秘書課主査の泉いずみ谷たにさんという男性と、ベテラン女性社員の星ほしさん。

　泉谷さんと星さんが、横手さんの両脇をがっちり押さえた。そのまま引きずるようにオフィスを出ていく。

「失礼しました。最近、横手は仕事量が多く、ストレスがたまっていたようです。朝のお時間、お騒がせして申し訳ありません」

　須藤課長が野口課長に向かって頭を下げる。その場にいた一番の年長者が、うちの野口課長だったのだ。

「いえいえ、とんでもない」

　野口課長は明らかな異常事態を止めることもできず、あわあわと見守っていただけなんだけどね。野口課長～、頼むよ、本当。

「秘書課は忙しいですからね。それにまだ新人さんです」

　大目に見てやりましょう。そんな回答に須藤課長は頷き、私たちに軽く頭を下げ、オフィスを後にした。

　しんとした室内は、まだ妙な空気だった。それでもその場に居合わせた面メン子ツは、増えていく事情を知らない面々とともに、始業の準備を始めるのだった。

「千石くん……あの後、本人になんて言ったの？」

　席に着いた私は、正面を見つめて呆然と尋ねた。抜けた魂が戻ってこない。

「真純さんを逆恨みして手出しするな、と」

「最強に逆効果……」

「でしたね。失策でした。申し訳ありません」

　あっさり答える千石くんに私はため息をつき、よろよろとデスクに突っ伏した。

　この事件、絶対今日中に本社内に知れ渡っていると思う。総務二課のお局つぼね予備軍と秘書課の新人が、男を取り合って喧けん嘩かになったってね!!




　案の定だ。秘書課の横手が、総務二課の阿木に男関係で怒鳴り込みに行ったというとんでもない噂は、あっという間に社内に広がった。

　営業の男性社員なんかは、仕事の内線のついでに無神経に『阿木、大変だったな～。モテるとつらいな～』なんてセクハラ寸前のことを言ってくる。

　真偽は別として、社内で噂になるような騒ぎを起こしてしまったわけだし、こんなことでセクハラだとか騒がない。

　だけど、自分自身がいたたまれない!!　若い子と男を取り合ってオフィスで喧嘩だなんて！

　幸いなのは、その相手が千石孝太郎であると誰も知らないことだった。山根さんと持田さんは知っているけど、ふたりはこの件が誤解に端を発しているというところまで理解してくれている。

　ちなみにあの後、野口課長には形ばかりの事情聴取をされ、私は『彼女の誤解です』と伝えはした。野口課長も私を怒らせたくないのか、『うんうん。そうだと思ったよ、災難だったね』等々の労いの言葉をかけてくれた。

　しかし、一応は上司。最後にひとこと、『会社でプライベートのことは出さないようにね』と、私の方がいつもしているご忠告を賜った。

　もうやだ。転職したい。コツコツ積み上げてきた八年間の立場をめちゃくちゃにされた。男関係で揉もめる女だと思われた。

　もうやだ。人生しんどい。

　ぐったりと疲れ果てている私をさすがに気遣ったのか、千石くんは一定の距離を置いている。

　今の私は危険水域だ。感情氾濫の一歩手前だ。寄らば斬るぞ、コノヤロウ。

　そして定時間際になって、社内メールが一通。秘書課の泉谷さんからだ。

【自販機のところに来られる？】というもので、私は立ち上がる。今朝のことだろうとわかった。

　そのまま自販機のスペースに行くと、泉谷さんが先に缶コーヒーを飲みながらひと息ついていた。

「よ。阿木、お疲れさま」

「お疲れさまです。このたびはご迷惑をおかけしました」

　私が頭を下げると、泉谷さんは明るく笑った。

　眼鏡をかけた柔和な雰囲気の泉谷さんは、私のひとつ年上の先輩で、総務部に配属された当初は同じ人事課だった。それから彼が秘書課に異動になり、私が二課に異動になったのだ。泉谷さんは、一番お世話になった先輩と言っても過言ではない。

「阿木のせいじゃないだろ。横手がちょっと前から、御曹司と幼馴染みだってのはオフィスでアピールしてたんだけど、それがいつの間にか『婚約者だ』にグレードアップしたあたりから、須藤課長は危ないって目で見てたみたいだよ」

　ああ。やっぱり秘書課は、相手が千石くんだって把握済みなのね。そうよね。横手さんがみんな話しただろうと思う。

「横手の主張は自分本位だし、今は頭に血が上ってるから、話にならない。今日は弟に迎えに来てもらって帰したよ。その後の昼休み、千石本人が須藤課長に話しに来てた。婚約の事実はないし、阿木さんはたまたま上司だから巻き込まれただけだって」

　あらら、千石くん本人がフォローに回ったのね。さすがに悪いと思ってくれたってことかな。

「どちらにしろ、ご迷惑をかけた形で申し訳ないです。横手さんは……できたら……何もお咎めなしでお願いしたいのですが」

　正直に言えば、私の社内的立場をめちゃくちゃにしてくれた彼女に制裁をお願いしたい気持ちは、ゼロじゃない。子どもっぽい考えを社内に持ち込まれてすごく不快だし、彼女の主張は全部、自分都合だ。私は認めたくない。

　でも、まだ若い。これで将来の芽を摘むようなことになってほしくはない。

　泉谷さんが頷く。

「うん。それは須藤課長も悪いようにはしないよ。横手の家、うちの社長クラスの裕福なおうちみたいでさ。どうも、いいところのお坊ちゃんと婚約の話が出てるみたいなんだよ。あいつ、それで慌てたんじゃないかな」

　思わぬ事実だ。そんなことが裏であったとは知らなかった。

　彼女は意図しない婚約に焦って、昔から大好きなお兄ちゃん的存在の彼との間に、交際の事実を作りたかったのかもしれない。千石くんなら親御さんも文句を言えず、婚約の話を取り下げるだろうって。

「まるで子どもで、振り回される方はたまらないけど、本人が反省するなら須藤課長はチャンスを与えると思うよ。そのとき、たぶん阿木に謝りに行けーって感じになるから、そこんとこごめん」

「あ、泉谷さん、もしかしてそのことが言いたくて呼び出した感じですか？　気遣い屋ですね～」

　少しだけ表情を和らげて、からかうような口調で言ってみた。優しい泉谷さんは、今の部下と、かつての部下とのいざこざを仲介してくれるつもりなんだ。

「そんなんじゃないよー。阿木もそうだと思うけど、中間管理職はほんときついわ。正直に言えば、部下のプライベートやメンタルまで見きれないよ。しかも秘書課は女子が多いし、俺じゃ気持ちもわかんないよ」

　泉谷さんは軽く苦笑いして、肩をすくめてみせた。

「泉谷さん、昔からすごく思いやりがある先輩ですよ。部下をよく見てくれてる。だから須藤課長も頼りにしてるんでしょうね。私も見習わないと」

「褒めても奢らないよ。俺、今お金ないし。あ、でも阿木には女心講習会を開いてもらおうかなぁ」

「私じゃなくて、うちの山根さんとか持田さんとかの方がいい講師ですよ。私、もう女子力枯れ気味で」

「枯れるなよ！」

　泉谷さんが笑い、私も笑う。

　なんかこういうやり取り、久しぶり。

　泉谷さんがいい人なのも、猫と鉄道が好きでそのあたりにお金をつぎ込んでいて、彼女を作る気も余裕もないのも私は知っている。

　私がクールぶっている不器用女なのも、実は気弱なのも泉谷さんは知っている。

　純粋に仕事で繋つながった信頼関係って、いいよね。定年間際も、こうやって私は泉谷さんと笑っているイメージがある。そういう仲間がいることは幸運だし、大事にしたい絆きずなだ。

　はぁ。少し元気が出た。




　泉谷さんと話してようやく自分を取り戻した私は、五分程度の休憩を終えてオフィスに戻った。

　定時は過ぎてしまったので、パソコン上で〝退勤〟をクリックし、今の休憩分は仕事をしようとデスクに向かう。

　こういうところが生真面目って言われるんだろうけど、自分で納得したいんだもの。それに、あれほど嫌になっていた気持ちが上向いて、ちょっと頑張ろうって思えたんだよね。




　勢いがついて、明日に回そうと思っていた仕事も片づけ、定時後一時間ぴったりでパソコンをシャットダウン。オフィスはすでに人もまばらだ。

　よし、私も帰ろう。昨日はチューハイ飲んでひっくり返って寝ちゃったから、今日は買い物するし、部屋も掃除するぞ。

「真純さん、これ」

　廊下を出てすぐに、後ろから声をかけてきたのは千石くんだ。その手には私のスマホがある。

「え、やだ。どこに？」

　最後に見たのはどこだっけ。てっきりバッグに入っているものと思っていた。

「自販機前の休憩スペースに置いてありました。スマホカバーで、あなたのものだと」

　受け取った拍子に、画面に触ってしまう。そこには泉谷さんからのメッセージアプリの通知が来ていた。メッセージ内容も表示される。

【今度、久しぶりに飲みに行こうな。ワリカンで！】

　泉谷さんらしいメッセージに、くすっと笑ってしまう。

「すみません。手に取ったときに、画面が見えてしまいました」

　千石くんは珍しく無表情だ。どちらかといえば不機嫌な雰囲気。

　そのまま私の横を歩くので、エントランスまで一緒に帰るつもりらしい。しかし、いつものような軽口はない。無言だ。

　階段を下り始めると、彼がぼそっと言う。

「先ほど、秘書課の泉谷さんとお話しされてましたね」

　誰でも見えるスペースだし、彼が見かけていても不思議ではない。でも、メッセージを見られていたことと相まって、どきんと胸が鳴った。

　ん？　いや、彼に弁明するようなことは何もないぞ。

「今朝の件で、いろいろと。泉谷さん、私のすぐ上の先輩なのよ。昔同じ課にいたし」

　言い訳風にならないよう、少し冷たく言った。それがどうしたの？くらいの口調だ。

　先に踊り場に下り立ち、見上げると、そこには普段と違う空気の千石くんがいた。

　表情は冷たいくらいなのに、瞳の奥にある光はギラギラと燃えている。感じるのは強い憤り。

　なんでそんな表情をしているの？　私、あなたに対して何もしていないけど。

「あなたはあまり自覚がないようですが、男に対して隙がありすぎますよ」

「は……」

「以前の恋人に対しても、会社の先輩に対しても、つけ込まれる要素が多すぎる。見ていてあまり気分のいいものじゃありませんね。無意識に物欲しそうにするのは」

　……何言ってんの？

　何言ってんの？

　何を言ってんのよ、こいつ！　偉そうにーっ!!

「今度は秘書課の男とほいほい食事に行って、口説かれるんですか？　そして、そんなつもりはないと言うんですか？　その隙が思わせぶりに見せるんですよ」

「私、そんな態度取ってない」

　怒りを押し殺して低く言うと、千石くんがつかつかと階段を下りてきた。

　そのまま、誰もいない踊り場の壁に追いつめられる。

「俺にも、もっと隙を見せてくださいよ。今度は遠慮せずにあなたを抱くから」

　間近に迫る千石くんの顔。怒りながら迫るなんて、馬鹿みたい。

　隙？　普通に接していても隙？　あなたが気に入らないだけでしょう？　勝手に自分の理想を押しつけるんじゃないわよ！

「私が誰と食事に行こうが、千石くんには関係ないわ」

　毅き然ぜんと彼を睨みつけた。近づいていた唇が止まり、彼が私を冷たい視線で見据える。

「男と女が揃ったらすぐに恋愛？　フリーハグしてた博愛青年の言葉とは思えないわね。馬鹿みたい。あなたと横手さんの色恋沙汰に巻き込まれて、そのフォローに来てくれたのよ、泉谷さんは。妙な揶や揄ゆをされる筋合いはないわ」

　負けてなるものかと、千石くんの厚い胸板を押しのける。私の強い態度に彼は一歩引いた。気け圧おされたというより譲ったという様子だ。

「部下という点を除いても、千石くんのこと、到底好きになれないわ」

　千石くんが唇を引き結ぶ。珍しくも悔しそうな表情は、最初に出会ったときの幼く無邪気な雰囲気に似ていた。

「俺だって……どうしてあなたみたいな人が欲しいのか……わかりませんよ。冷たくて、お堅くて……俺のことなんか興味もない人……」

　呻くような千石くんの言葉に、胸がずきりと痛む。私には、その痛みの説明ができない。

　千石くんが顔を上げた。その表情はまだ苦しげに歪んでいた。しかし瞳は、まっすぐで力強くて、鮮やかな彼の瞳だった。

「でも、俺はあなたが好きだ。あなたを振り向かせる。絶対に諦めない」

　力強く言う彼から視線をそむけ、私は逃げるように階段を下りた。

　走ってエントランスを飛び出す。早くここから逃げ出したい。早く、あのまっすぐな視線から抜け出したい。

　なんなのよ、千石孝太郎。勝手に好きになって、勝手に怒って。意味がわからない。




　翌々日の昼休みのことだった。私は社内の小会議室に呼び出されていた。

　呼び出したのは横手さん。その横には、引率の先生ポジションで泉谷さんがいる。

　なお、私の横には山根さんと持田さんが控えている。大丈夫だと言ったんだけど、『横手とふたりきりにするわけにはいきません！』と、ふたりともディフェンス姿勢で言うのだ。このふたりには、横手さんの恋の相手が千石くんだってバレているからいいんだけれど。

「騒ぎ立てて申し訳ありませんでした」

　入室するやいなや、こちらの態勢も整わないうちに、横手さんが頭を下げた。最敬礼で言うので顔は見えないけれど、声はすでに涙声で、床にぱたぱたと涙の粒が落ちている。気の強い態度はどこへやらだ。

「横手さん、顔を上げて」

　もしや泣き落としで許してもらう作戦？と、おそるおそる近づくと、彼女が顔を上げた。

　メイクはぐしゃぐしゃに崩れ、目は腫れぼったい。普段はくるくるふわふわで柔らかそうな髪も、今日はへアイロンも当てずひとつにまとめている。

　こんなにしおしおにへこんでいる女の子を見て、作戦とか疑えなくなってしまった。たぶん、秘書課でこってり絞られたんだろうな。

「こうちゃんに……孝太郎さんに言われて……カッとなりました。阿木さんが困ればいいと思って、全部大げさに言いました。本当にすみませんでした」

　山根さんが私の前に出て文句を口にする。

「横手さぁ、あんたのでたらめが、真純先輩の初スキャンダルなんだよ？　どーしてくれんのよ！」

　さすが同期、遠慮がない。いや、山根さんの性格が遠慮がないのだ。持田さんの方が山根さんを押さえようと、袖を引っ張っている。

「真純先輩の評判落として、ごめんなさいで済むかってーの！」

「本当にごめんなさい。……孝太郎さん……本気みたいだから……阿木さんの方から引いてくれればって思って、つい」

「つい、じゃねーよ！」と声を荒らげる山根さんを、持田さんが後ろに下げた。

「でも、それは千石さんと真純先輩の問題では？」

　持田さんが言った。このあたりで私は、熱くなる頬を隠したくて、うつむかなければならなくなる。

　千石くんの私への好意が、この場にいる人間には周知のものとなっていることに、改めて恥ずかしさが湧いてきた。

「私だって、ずっと孝太郎さんが好きだったから……急に出てきて、ずるいって思って……」

　泣きじゃくりながら訴える彼女は、まだほんの子どもだった。頭を撫でてあげたくなるくらい。甘いのかもしれないけど、これ以上怒りたくない。

「横手さん、私は千石くんを部下としてしか見ていません。だから、あなたが千石くんを好きでも問題ないと思います」

　言いながら胸の奥がチリッと痛む。

　痛くない、痛くない。痛くなる理由がない。

「でも、千石くんが誰を好きになるのも自由です。それはみんなに言えること。妨害はフェアじゃないけど、横手さんはもっと自由でいい」

　すると、横手さんが涙でぐしゃぐしゃの顔をこっちに向けた。

「親に……結婚をしろと言われて……お見合いの話があって……。恋人がいて、それが孝太郎さんなら文句を言われないと思ったんです」

　あ、やっぱり。

　想像どんぴしゃの答えに、私は心の中だけで納得の嘆息をする。

「ずっと好きなのは本当で、孝太郎さんと結婚したい気持ちはあるけど、妹のようにしか見られていないのもわかっていました……。だけど、こんな気持ちのまま結婚したくないし……」

「しなきゃいいじゃない、結婚」

　気づいたら言っていた。なんだか、子どものままの彼女におせっかいを焼きたい気分だった。

「横手さんは働いてるし、自立もできる。大人なんだよ。なんでもかんでも親御さんの言う通りにしなくていい。そりゃ、おうちの事情とかもあると思うけど、親御さんの一番は横手さんの幸せじゃない？　だから無理やり結婚なんかしなくていいよ」

　横手さんの目が大きく見開かれる。

　おお？　また怒鳴られる？　私の事情なんか知らないくせに！って、声のボリューム上がっちゃう？　三十代のおせっかい、まずかった？

　次の瞬間、横手さんが可愛い顔をくしゃくしゃにして泣きだした。

「阿木さぁん」

　あんまりかわいそうで、うんうんと頷いたら、突然抱きつかれた。

　山根さんが後ろで「横手ずるい！」と怒っている。持田さんは、なんなのこの女って顔で眺めているし、泉谷さんが「よ！　大岡裁き！」と間の抜けた声をかける。

　泣きじゃくる横手さんは本当に幼くて、彼女なりに悩んで苦しんで起こした行動なら仕方ないかと納得することにした。反省もしているみたいだし。

　はぁ。どっと疲れたけど……とりあえずこの件は、これにて幕でいい？
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　季節は秋の終わりに変わっていた。来週から十二月だ。

　私は相変わらずの生活を送っている。毎日仕事に行き、休日は野々花をはじめとした、わずかな友人と過ごしたり、部屋を掃除したり、本を読んだり。

　唯一変わったのは、ベランダにレモンの木を買ったくらい。野々花と雑貨屋に買い物に行き、衝動的に買ってしまったのだ。なんだか、薄暗い雑貨屋の隅に置かれたインテリア的な植物がかわいそうだった。

　一メートルくらいある木だったので、急遽、野々花の旦那さんが車を出して迎えに来てくれた。

『立派な木だし、上手に育てると実がつくよ』

　野々花の旦那様の歩あゆむさんが言った。実家のお母さんがレモンを育てていたそうだ。

『鉢でも、小さいけどちゃんとレモンになる。畑で育ててたうちのばあちゃんのレモンは、ザボンくらいでかくなってたけど』

『へえ。小さいレモン、可愛いだろうね』

『花も可愛いよ。春と秋に咲く。秋のはもう終わっちゃってるね』

　日当たりがいいうちのベランダは、レモンにとってなかなかいい場所なんじゃないだろうか。レモンにどんな花が咲くのかわからないけれど、可愛い花がつくのを見てみたい。

『アゲハチョウが卵を産むね。ナミアゲハやクロアゲハ』

『え！　イモムシ出るの？』

『イモムシ可愛いじゃなーい。来年の春には花とイモムシが見られるかもね』

　歩さんと野々花が楽しそうに笑う。

　イモムシはちょっと怖いし、葉を丸坊主にされると困る。だけどレモンでもアゲハチョウでも、うちのベランダで生物が育つっていうのは、ちょっとワクワクすることかもしれない。




　千石くんが入社して二ヵ月半が経った。彼は相変わらず私にアプローチをしてくる。

『好きですよ』なんて言葉は挨拶みたいに言われるし、ちょっと髪を切れば『可愛い』、爪を磨けば『綺麗な手』などなど、褒める言葉も欠かさない。

　私はといえば、その好意をさらさらと受け流す日々だ。

　正確に言えば、ドキドキしないわけじゃない。褒められれば純粋に嬉しい。千石くんの瞳に捕らえられている瞬間は胸が高鳴るし、普段は決して触れてこない彼に二度されたキスは、たびたび脳裏をよぎる。

　だけど、彼との恋愛はない。

　上司と部下の間柄だし、彼はこの会社の後継者だ。住む世界がまるで違う人と恋愛はできない。この年齢じゃ、捨てられた後が惨めになるだけ。

　ただ、ちょっと前にあった秘書課の横手さんとのことで、山根さんと持田さん、そして秘書課の先輩・泉谷さんには、千石くんが私に求愛中なのがバレてしまった。

　この一点だけは、むず痒がゆいような妙な気分になるけれど、幸い誰も吹聴していないので、周りから見れば特に変化なしだ。ひとまず私は総務のお堅いアラサー・阿木のままで過ごしている。

　面倒事が多すぎて、くたびれて、転職しちゃおうかなくらいはふと考えることもある。総務だけど、法務、労務分野も見ていたからアピールにはなる。年齢的に微妙でも、キャリアアップを狙わなければいけるかもしれない。もう少し小さくて穏やかな会社で、定年まで事務をやるのもいいんじゃない？と自分に問いかけたりもする。

　でも、総務二課をほっぽり出しての転職もためらわれるのだ。

　うぬぼれるわけじゃないけど、私がいなくなれば、二課の仕事を総括して見られる人間がいなくなる。いや、野口課長がやるのが一番なんだけど、野口課長には頼れないと誰もがわかっている以上、混乱は起こる。

　それなら、ここにいてもいいかなとも思う。認めたくないけど、職場から必要とされるってことも、立派に私の承認欲求を満たしているのだ。




　そんなことを考えていたら、二課は十一月末に格別忙しくなった。ラ・マレの契約をはじめ、関連の契約も増えたのだ。契約書の作成管理はうちの仕事になる。渉外業務は千石くんと山根さん、持田さんに任せ、私は法務労務グループを手伝うことが増えた。

　ある日、事件は起こった。

「すみませんでした！」

　私と野口課長の前で頭を下げるのは、法務労務グループの須す原はらくんだ。私のふたつ年下の後輩で、去年営業から総務に移ってきた。

「本当に俺のミスで……申し訳ありません！」

　須原くんの後ろでグループの面々も頭を下げている。連帯責任だと思っているのだろう。そして、連帯責任なら一番悪いのは私だ。

　ラ・マレと浦波造船の子会社の間で、契約書の取り交わしミスがあった。契約書に不備があり、それを作成したのがうちだったのだ。職人集団の子会社側に、ノウハウのある人間がいなかったこともあり、仲介役も兼ねる富士ヶ嶺が取りまとめをしていたのだけど、契約書に大きな誤りがあって、ラ・マレ側がこの子会社を外せと言ってきた。

「ラ・マレは元々、価格と部材に文句をつけてたからね。契約書の不備を逆手に取って文句を言いたいだけだよ」

　野口課長が珍しく的を射たフォローをした。

「いえ！　でも、自分が契約書を間違えたことが問題です」

　須原くんは頭を下げ続ける。法務労務グループは、契約書の作成や管理、本契約の労務コンプライアンスなども見ていた。かなり忙しく、ミスが起こっても無理はなかった。そして、それを見逃した私が悪い。

「責任は私にあります。チェック機能を果たせていませんでした」

「営業だって、チェックしてるはずなのに見落としてるんだから、うちのグループばかりが悪いんじゃないよ。フランス語訳も外注しちゃったからね。仕方ない部分が大きいよ」

　穏やかな野口課長は、私たち全員をどうにか落ち着かせ、慰めようと必死だ。この人は仕事ができる方じゃないが、気が優しくて部下が好きなのだ。

「ひとまず、社長がラ・マレ側と話をしに行くらしいから、それで沙汰を待とう。大丈夫、難癖つけてるのはあっちだから。トップ同士が話せばまとまるさ」

「申し訳ありませんでした！」

　法務労務グループの面々が再び頭を下げ、私は責任で胸がぎゅっと痛んだ。

「須原くん、本当にごめんね。あなただけのせいじゃないから」

　その後デスクに戻った須原くんに声をかけると、目の縁を赤くした彼が困ったように私を見上げてくる。

「すみません。阿木さんの仕事に泥塗るような真似をして」

「違うの。私が見落としたのが悪い」

　情けない。私のせいで部下が責任を感じている。私がしっかりしていれば防げたことで、さらに気まで使わせてしまっている。

　でも、あからさまにへこんだ顔をしたら、モチベーションに関わる。顔を上げ、グループのみんなに声をかける。

「よし、頭切り替えていこう！　ミスは仕方ない。それを見つけてなくせるように、みんなで協力するよ！」

「はい！」と力強い声が返ってきた。

　私がしょんぼりするのはやめよう。仕事のミスは仕事で帳消しにしないと。




　定時を過ぎて三時間、すでにオフィスには誰もいない。私はひとり会社に戻り、契約書を再チェックしていた。

　一度は定時で退社してみせたのは、法務労務グループに気を使わせたり、残業に巻き込んだりしたくなかったから。野口課長にだけ残業する旨を伝え、外で夕飯を済ませてオフィスに戻ってきたのだ。

　できた契約書は、私と営業のダブルチェックで原本の完成となるが、営業担当は忙しい分、よく内容を見ていない場合も多い。だから今回のように、私がチェックをミスすれば、そのまま取引先にいってしまうこともある。今後は総務内でダブルチェックの態勢を作った方がいいかもしれない。

　ふう、と思わずため息が漏れた。

　昼間は先輩ぶって上司ぶって、みんなを鼓舞した。でも、実際は思わぬミスに自分自身がショックを受けていた。

　どうして間違いに気づけなかったんだろう。見落としてしまったんだろう。私が気づければ、こんな大事には至らなかった。自分を信じてここまでやってきた私にとって、その自信が揺らぐのは怖いことだった。

　ドアが開く音がした。誰か忘れ物をしたんだろうか。

　振り向くと、そこには千石くんがいた。

「コーヒー、差し入れです」

　千石くんの両手にはコーヒー。近くのカフェの、デコボコのテイクアウト用カップだ。ひとつを私のデスクに置く。

「帰ったんじゃなかったの？」

「俺が帰るときに、真純さんが会社に戻るのが見えまして。残業なら差し入れしようと思ったんです」

　千石くんはいつも通りナチュラルな口調で言い、自分の席に着いた。

　差し入れの温かなコーヒーに手をつけないのもなんなので、カップを手に取る。蓋を開けると、湯気の立つカフェオレが入っていた。

「ありがとう」

　コーヒーについてはお礼を言う。わざわざ追いかけてくることはないと思うけれど。

「契約書、再チェックしてるんでしょう？　手伝いますよ」

「いいわ、私の仕事だし」

「ふたりでやれば早いですよ」

「いいのよ。私が気になって余計に確認してるだけなの。千石くんは帰って」

　しばし間があり、千石くんが口を開く。

「自分が頑張れば、すべてうまくいく。……そういった姿勢は、自分にも周囲にもいい影響を与えませんよ」

　カチンときて顔を上げた。彼はただの差し入れに来たわけじゃないようだ。

　ミスがあり、もう二度と繰り返さないために、できることをしているというのに。

「俺はスペインの友人と三人で起業しました。埋もれているアーティストを発掘して、マネジメントをするプロデュース会社です。友人ふたりとは完全に分業体制でした。フォローはし合う。でも、お互いの領分は自分が主導し、責任を取る」

「それは小さな組織だからできることでしょう？　信頼関係のある友人同士だし」

「職場の人間に信頼はありませんか？」

　返され、ぐっと詰まる。そんなつもりはない。でも……。

「真純さんが責任を感じるのは自由です。でも、すべての罪と責任をかぶってしまえば、部下の成長には繋がらない。ミスが起こらないよう努めるのは本人です。真純さんが人の分まで頑張るのは、ミスへの恐怖からに他ならないでしょう」

　ずばりと言い当てられ、唇を噛かみしめた。

　そうだ。私は結局のところ、部下に仕事を振っておきながら、ミスが起こった途端に信用できなくなってしまったのだ。

　そして、自分が嫌な思いをしたくないから、しぶとく再チェックをしている。

「真純さんは今まで、ささいなミスもないように配慮しながら仕事をされてきたんでしょう。でも、今回のミスはさほど大きなものではありません。どっちみち、ラ・マレ側は文句をつける材料を探していただけです。この件がなくても他に難癖をつけますよ」

「そうかもしれないけど……」

「全部、自分に責任を求めるのは性分かもしれませんが、やめた方がいい。逃げ場を自分で潰して、追いつめて。悲劇のヒロインごっこは滑稽です」

　言われてみればその通り。気が小さい私は、ミスをすることに長らく恐怖感があったのだ。

　それが誰の失敗でも、自分のせいであると自分を追いつめやすい。他人をどうこうするより、自分の中で決着をつけた方が楽だから。

　これは人付き合い全般に対しても言える、私の性格傾向。だから私は抱えきれなくなると、ひとりで東京タワーあたりに逃避してしまうのだろう。

　自分でわかっているけれど、他人に言われればむっとするもので、顔をしかめて押し黙る。一方、千石くんはニコッと爽やかな笑顔になった。

「優しく慰めた方がよかったですか？」

　彼はどうやら、私にひとこと……主に叱しっ咤た激励するために来たらしい。ちょっと乱暴な物言いだけど、くよくよ内にこもるなって言いたいんだと思う。

「いいえ」

　私もニッと笑い返した。

「三十過ぎて悲劇のヒロインは痛いわね。大きなミスにすくみ上がっちゃって、ダサイったらない」

　笑いが自然と自嘲気味になってしまう。

　失恋で泣いていた私を抱きしめてくれた千石くんが、仕事のリカバリーに空回る私を叱ってくれた。

　不思議だけど、嫌じゃない。気持ちをフラットにしてくれた千石くんに、私は感謝する。

「ありがとう。気になるところだけもう少し見たら帰るわ」

　あなたはやっぱり魔法使いみたいなところがある。私の焦りや悲しみを見抜いて、楽にしてくれる。

　それはきっと千石くんの人間力なのだろう。彼のそんなところを尊敬する。

「俺もちょっと仕事があります。帰り道はご一緒してもいいですか？」

「え？　嫌よ。別々に帰る」

　あっさりと答えると、千石くんが苦笑いのまま、がっくりとデスクに突っ伏した。爽やかな王子様の仮面はどこかへ行ってしまい、デスクと顔の隙間から無念そうな声が漏れてくる。

「真純さん、ガード固い……」

「千石くん、何をしでかすかわからないんだもん。距離取るわよ、そりゃ」

　一緒に帰るって言っても、せいぜい電車に乗るくらいまでだろう。本当は千石くんと一緒に帰ったっていい。でも、ここで隙を見せちゃいかんぞと思い直す。

　流されちゃダメ。彼と私はただの同僚。私の方が、ちょっと立場が上なだけ。

　ありがとね。心の中でもう一度お礼を言った。




　この日、関東地方は夕方から豪雨の予報。数日前から警戒を促す報道はされていた。しかし、日中は気持ちよく晴れ、冬にしては暖かいくらいの気温だった。多くの人はどこが豪雨だろうと首を傾げたに違いない。

「阿木さん、他の課長とも話し合ったんだけど、今日は早めに全社帰宅指示を出してしまおうと思うんだ」

「承知しました」

　野口課長に言われ、私は短く返事をした。

　確かに報道では、鉄道ダイヤが乱れて帰宅困難者が出るかもしれないとか、道路が冠水して都心部でも孤立が起こるかもしれないとか言っていた。

　会社全体で定時を早めるというのは、いい案だろう。安全管理がしっかりしている会社アピールって気もするけれど、実際、帰宅時に誰かが怪我するなんてことの方が大変だ。

「でも、私と千石くんは夕方に幕まく張はりでミーティングがあるので、それには参加する予定です」

　会社は帰宅指示でも、社外の合同ミーティングは中止の判断がない限り開催される。正直に言えば、私だって帰っちゃいたいけれど、今回の仕事は他部署から依頼されたものなのだ。

「イベントにうちのブースを出すやつでしょ？　第一営業部の手伝いの。そんなの、あっちでやってほしいよねぇ」

　野口課長は言うけれど、自分で第一営業部に断ることはできない人だ。うん、知っています。

　今回の案件は手続きが多く、提出書類が多いから、総務二課が第一営業部を手伝っているんだけど、割と私たちに丸投げしてくることが多い。これだから、万年忙しい営業部隊の手伝いは困るのだ。野口課長が最初から断ってくれれば話が早いんですよーと、心の中で忠告しておく。

「ふたりとも幕張から直帰しなさいね。電車が動いてるうちに帰るんだよ」

「そうですね、鉄道も夜間運休の話が出ていますし。まあ、さほど遅くならずに帰れると思います」

　最近は風雨の災害も多いし、私個人だって嵐のような荒天は苦手だ。苦手というか……とにかく、一刻も早く帰宅して安全な自宅にこもっていたいことは確か。

　ミーティングが終了したら、急いで帰ろう。幸いにも都心部の電車は強い。運休は夜間帯だけと言われているし、夕方に終わるミーティングなら帰宅はできるはずだ。




　午後になると、太陽はすっぽりと雲に覆われてしまった。厚ぼったい雲で周囲は夕方ほどに暗い。間違いなく天候が崩れる雰囲気だ。うーん、嫌な感じ。

「阿木さーん」

　営業に書類を届けて総務に戻る廊下で声をかけてきたのは、秘書課の横手さんだ。

　あの騒ぎから、ひと月ちょっと。なぜか私は敵視されていた横手さんから懐かれている。同じ階で課は違えど、総務同士。顔を合わせるたびに、親しげに話しかけられるのだ。

「阿木さん、阿木さん！　今日は定時が早いそうですねぇ。常務の会食の予定がなくなったので、私も早帰りです」

「そう、ラッキーね」

　ニコニコと話しかけてくる横手さんは、相変わらず声のボリュームは大きいけど、無邪気で可愛い女の子だ。そんな彼女が思いついたように表情を輝かせる。

「そうだ！　今日もしお暇なら、ごはんでもご一緒しませんか？」

「横手さん、今夜大雨よ。だから帰宅指示が出てるんじゃない」

　注意するというより、面白くてクスクス笑ってしまうと、横手さんが慌ててとりなすように言う。

「私の家、ここから近いんです。天候が崩れる前に、我が家に避難しちゃえばいいんですよ！　うちの母がごはんを作ってくれるので、一緒に食べましょう！　そうだ、こうちゃんも呼べばいいんです」

　それは……私がいれば千石くんも来るだろうってことかしら。

　ふたりは幼馴染みだし、よく連絡を取り合っている。家の行き来もあるようだ。気を使って、おそるおそる提案する。

「横手さん、私のことはいいから……千石くんを呼んだら？」

「違いますよ、阿木さん!!」

　慌てる彼女は余計に声が大きくなる。

「こうちゃんのことは今でも好きです。でも、それってきっと、お兄ちゃんへの憧れなんですよね」

　横手さんは割と冷静に、分析するような口調で言った。彼女の中で、ひと月前のことはだいぶ整理されてきているみたいだ。

「阿木さんには、すごくご迷惑をかけてしまいましたよね。あの頃は意地になって阿木さんとの仲を邪魔したりしましたけど、どう考えても私自身に問題があったんです。私に必要なのは、親の勧めで結婚するんじゃなくて、好きな人を堂々と親に紹介する勇気だと思うんです」

「憧れは……恋じゃないの？」

　尋ねると、横手さんは苦笑いみたいに微笑んだ。

「私にはそうだったのかもしれません。憧れを恋にすり替えたのは、打算でした」

　彼女は一度言葉を切り、思いつめたようにキッと私を見据える。

「……阿木さんはまだ、こうちゃんの気持ちに応える気はないんですか？」

　いきなり核心に切り込まれ、私は狼ろう狽ばいした。

　自分の話から私たちの話に移っている。油断できない！

「まだも何も。この先もないわ」

「こうちゃん、ああ見えて真面目なんですよ。お金持ってる男性って、女性をアクセサリーみたいに考える人がいますけど、こうちゃんは付き合うときはいつも本気です。女遊びするようなタイプじゃありません」

　幼馴染みの証言は、かなり信しん憑ぴょう性せいがある。だけど、そもそも私と彼は立場が違いすぎる。

「定年まで働くつもりなのよ。次期社長に悪い噂をたてたくはないわ」

　横手さんが眉尻を下げ、悲しい顔をした。可愛らしい子だから、表情の変化は悲痛に見える。

「悪い噂なんか、たちませんよ。阿木さんの中にある気持ち、それだけなんですか？」

　なんだかこれ以上話していると、余計なことまで喋ってしまいそうだ。そして、無邪気な彼女の手にかかれば、『余計なこと』はすぐ千石くん本人に伝わってしまうだろう。

「これから外出なの。横手さん、またね」

　ちょっと強引に話を切り上げ、片手を上げて私はその場を後にする。

　オフィスに戻ると、千石くんは準備万端といった様子だ。

「真純さん、帰り道は雨がひどそうです。自宅から車を取ってきますので、打ち合わせは車で行きましょうか」

　曇りだした空を眺めながら提案してきた。私は肩をすくめて答える。

「車は渋滞もあるし、時間が読めないからいいわ。それに、豪雨で帰り道の高速が通行止めになるかもしれない」

「わかりました。レインコートは用意してありますので」

　相変わらず準備のいい千石くん。

　正直に言えば、車の方が天候的に安心感はある。でもそれは私個人の我わが儘ままになってしまうし、彼の私物の車で仕事に向かうのは嫌だった。

　密室にふたりきり……自意識過剰かしら。




　頑丈な傘とレインコートを持って、私たちが出発した頃、まだ雨は降りだしていなかった。

　幕張に到着する頃には、空は真っ暗。嫌な予感を覚えながら会場へ入る。

　ミーティングは他企業も参加で、十五時からだ。内容はイベントの諸注意程度のもので、これなら営業部隊が出向かなくてもいいというのはよくわかった。




　二時間ほどでミーティングを終えて、外に出ると、予報通り大粒の雨が降りだしていた。

「結構降ってますね」

「まだひどくなるのかしら。今がピークかな」

　千石くんが準備したレインコートと傘を装備して、駅に向かう。電車は遅れもなく動いていた。ああ、よかった。

「直帰って指示だから、千石くんはこのまま帰宅していいわ」

「真純さんは？」

「会社に今日の資料を置いてからにする。どっちみち帰り道の中間地点だから」

　たいしたミーティングじゃないのに、資料だけはやたらと配られた。さすがにこれは営業部に届けなければならない。今日は帰宅指示で誰もいないだろうから、実際に渡すのは明日になるけれど、これを自宅まで持ち帰るのも明日持っていくのも、無駄な労力だ。

「それなら俺も行きます」

　千石くんは私の手から、雨よけにビニールに包んだバッグをひょいと取り上げる。

「いいって。私ひとりで」

「荷物は重たいですし、天候が悪い中、上司を使いっぱしりにできません」

　頑として聞かない。本当に面倒くさい人だなぁと思いつつ、仕方ないので同行してもらうことにした。直帰すれば彼は早く帰れるのに。

　最近、千石くんに強引に迫られることはない。愛情表現はちょくちょくされるし、それを山根さんや持田さんに見られて冷やかされはする。さっきの横手さんの件もそうだけど、みんなどうしてか応援態勢なのが気になる。

　普通に考えてほしい。一流の男はそれなりの女を選ぶものだ。彼のように立場のある人間は、たとえ恋愛結婚だって、それ相応のクラスの女性と結ばれる。年上の自社女性社員を選ぶことはないのだ。

　そろそろみんなには理解してほしいし、焚たきつけるようなことはやめてほしい。私のためにも、千石くんのためにも。




　都と庁ちょう前まえ駅の外へ出ると、雨足は明らかに強くなり、どす黒い空には妙に厚みのある雲が流れていた。

　嫌な空。背筋がぞくぞくしてしまう。ああ、早く帰ろう。

　守衛室で社員証を見せて鍵を借り、二階のオフィスへ向かう。帰宅指示のため、オフィスは無人だ。電気や暖房をつけるまでもない。資料をデスクに置いたら即退散しよう。

　豪雨の予報を侮っていたわけではない。しかし空の雰囲気が、雨だけでは済まないぞと言っているみたいで、私を落ち着かなくさせた。

　千石くんがデスクに資料の山を置き、私の方を振り向いたときだ。

　オフィスの窓全面が、フラッシュライトを焚かれたように光った。

　一秒の間もなく、ガラゴロガッシャーン！という轟ごう音おん。

「キャッ!!」

　私は悲鳴を上げ、耳を塞ぎ、うずくまる。

　雷が落ちたのだとすぐにわかった。このオフィスビルだろうか。

　近くは高層ビルだらけだから、どこに落ちたかはわからないけど、とにかくものすごく近くに雷雲がある。

「真純さん！」

　千石くんが私の元へ駆け寄ってきた。

「だ、だいじょ……ぶよ。驚いただけ」

　なんでもない風を装って立ち上がろうとしたら、再び窓から閃光。ドッシャーン！という激しい落雷の音に、今度は声も上げられず、へたり込んでしまった。

　ど、どうしよう。脚に力が入らない。これは、腰が抜けてしまったってやつかしら。

　手は耳から離せないし、全身が小刻みに震えてしまう。

「もしかして、雷が苦手ですか？」

　私の横に片膝をついて、千石くんが覗き込んできた。

「少しね」

　答えた声も情けなく震えていた。本当は『少し』なんてものじゃない。雷はめちゃくちゃ苦手だ。

　小学生のとき、友達との下校中に、目の前の木に雷が落ちたことがある。私たちは無事だったけれど、轟音と衝撃に揃って転び、恐怖で大泣きしているところを近所の家に保護された。それ以来、雷が鳴ると背筋に冷たいものが走り、手が震えてしまう。

　もちろん、普通に生きていれば雷くらい遭遇する。勤務中に外は雷雨なんてことも何度もあった。そんなときはオフィスの窓から極力離れ、深呼吸。耐えきれないときは窓のないトイレや会議室に逃げてやり過ごしてきた。みんなの前でキャーキャーとは言えないし、情けなく怯おびえているところも見せられない。

　今夜の豪雨も、最初から警戒はしていた。でも仕事があったし、一応ミーティング前までは雷予報専用アプリでチェックもしていた。

　アプリでは、近々の一時間は雷の予報は出ていなかったのに！　こんな大きな雷が不意打ちでくるなんてひどい。

「平気よ」

　強がって立とうとするけれど、足腰に力が入らない。千石くんの前でカッコ悪いところを見せたくない。

　すると、三度目の大きな雷が、ビルを揺らすほどの轟音で鳴り響いた。

「キャーッ！　嫌ーっ!!」

　あまりの音に反射的に叫んでしまった。

　暗いオフィス、苦手な雷、力の入らない身体。たぶん、気弱な私は軽くパニックを起こしていた。いつもは抑えられる恐怖心の抑制が利かない。

「真純さん、落ち着いて」

　千石くんの声が聞こえるけれど、混乱状態の私は頭を抱えてうずくまり、かぶりを振ることしかできない。普段の私なら絶対やらないことだと、後から考えれば言える。だけど、今は恐怖に支配されていた。

「嫌っ！　無理！　キャーッ！　嫌だぁーっ!!」

　震えて叫ぶ私を、千石くんがためらいなく抱き寄せる。

「怖いなら、しがみついていればいいです」

「や、やだ！　離してっ……千石くん！」

「いいから、落ち着いて！　深呼吸です」

　言われるがままに彼の腕の中で、たどたどしく呼吸を繰り返す。浅かった呼吸が、徐々にゆっくりに戻ってきた。

　心臓はまだ、どかどかと鳴っているけれど、触れ合った部分から伝わる彼の温度に、じわりと安心感を覚える。

「下心がないとは言いませんが、弱っているところにはつけ込みません」

　彼の声が至って真面目で真摯だったので、少し警戒を解いた。というより、まだ複雑に考えられなかった。

　暗いオフィス、稲光、轟音。パニックの私を抱き寄せ、背をさすってくれる千石くん。それは素直にありがたかった。

　そっと千石くんの胸に右手を添えると、彼の左手が、私の手の甲側から包み込むように握ってくれる。温かい。気持ちいい。少しずつだけど恐怖心が和らいでいく。

「千石くん、ごめん……」

「何がです？」

「付き合わないなんて言っておきながら、こんな風に甘えてしまって」

「これは緊急避難に入りませんか？　ノーカウントにしますよ。不本意ですが」

　茶化すように言って、私の罪悪感を薄めてくれる。彼の腕の中にいるので表情はよく見えない。優しい千石くんは私の背をさすり続けている。

　いい年してたくさん叫んでしまった。情けない。雷が怖いなんて、呆あきれただろうか。




　雷が鳴りやむまで、たっぷり三十分以上、千石くんは床に座り込んだ私を抱きしめていた。

　外の音が落ち着き、ようやくお互いに身体を離す。ちょっと気まずいので慌てて時計を見た。時刻は十九時近い。雷は聞こえなくなったけれど、外からは猛烈な雨音が聞こえる。

　忘れていたオフィスの電気をつけようと、千石くんが壁に近づき、声を上げる。

「つかないですね」

　え？　まさか停電？

　窓の向こうにはいくつか灯りが見える。都庁も近いこのあたり、一帯が停電ということはないと思うんだけど。

　するとオフィスのドアがノックされる。懐中電灯とともに顔を出したのは、守衛のおじさんだった。千石くんと抱き合ったままでいなくてよかった。

「雨と雷で、停電しちゃってるみたいなんだよ」

「このビルだけですか？」

「このあたり全部。非常電源のある都庁や、一部のビルは大丈夫みたいだけど。電車もさっきの雷の影響で止まってるって」

　嬉しくないニュースに、慌ててスマホを確認する。通知欄には三十分前の雷予報と、乗り換えアプリからの、いつも使う路線の【運転見合わせ】の文字。

「おふたり、帰れるかい？　タクシー呼んであげてもいいけど、こういう状況だと配車断られちゃうんだよなぁ」

「ありがとうございます。もう少し様子を見ます。それまで、ここに待機していていいですか？」

　千石くんが応対し、守衛のおじさんはポケットカイロを私たちにひとつずつ渡して、守衛室に戻っていった。

「都心部は電車の復旧も早い……とはいえ今日は、夜間は計画運休ですね。せめて電気が復旧してくれれば暖を取れるのですが」

「そうね」

　電気がつかないということは、暖房も使えない。冬も間近のオフィスは、しんと冷えていた。幸いスカートやジャケットは濡ぬれていないけれど、充分冷え込む。

　私は自分の席に着き、カイロをももの上にのせ、膝かけを広げた。すると千石くんが、山根さんと持田さんの席からもそれぞれの膝かけを持ってきて、私にかぶせる。

「山根さんと持田さんには、新しいものを俺からプレゼントしますので。今日のところは使わせてもらいましょう」

「ふたりとも、後で事情を話せばわかってくれるわよ。新しいものなんて大げさ」

　雨の音は強いままだ。車の往来もあるはずなのに、その音がかき消されるくらい。

　雷が去ったのはほっとしたけれど、停電に電車の運転見合わせは困った事態。

　千石くんとふたりきりで夜のオフィスにいるのも、まずいような気がする。だって、下手したらこのまま朝までだ。

「早く電車が動くといいね」

「俺はずっとこのままでもいいですよ。好きな人とふたりきりだ」

　見れば、隣に座って千石くんは微笑んでいる。先ほどの抱擁も作用したのかもしれないけれど、緊張感はわずかに和らいでいた。私は苦笑いして軽く言う。

「何度も断ってるのに」

「懲りないでしょう？」

　本当に懲りない。これほど拒否する相手をめげずに追いかけるなんて、頭の中、どうなっているのかしら。

　すると、私の心の疑問に答えるように千石くんが言う。

「俺にもどうしてかわかりませんが、あなたにどれほどあしらわれても、諦める気になれないんです。あなたが俺に振り向く未来があるように思える。だから俺は、何年だって待ちますよ」

「自信家ね」

「根がロマンティストなんでしょうね」

「錯覚だとは思わないの？」

　恋愛なんて、多かれ少なかれ錯覚だ。相手を自分の都合のいいように見て、優良物件だと欲しくなるだけ。

「自分の心を疑ったりしません。問題があるとしたら、真純さんが俺の心を信じていないことですかね」

　信じていないわけじゃない。でも錯覚だとは思っている。

　あの日の東京タワーがなければ、千石くんは私なんかに興味を持ったりしないはずだ。上司と部下というのが最初の認識だったら、こんなことになっていない。

「寒いですか？」

　千石くんが優しい声音で尋ねてきた。

　ここで寒いと言ったら、また抱きしめてくるのかしら。それは困るけど、強がるのも変だし、警戒しすぎな気がする。

「まあね。もう冬だもの」

「こっちに来ますか？」

「行きません」

　紳士的なお誘いだったので、こちらもジェントリーに返した。千石くんが、くつくつと笑う。

「もう少し隙を見せてくださいよ」

「ほいほい隙を見せる年齢じゃないのよ」

　そっけなく返すと、静かな声で千石くんが言う。

「真純さんはそうして大人ぶるけれど、三十歳って、社会的にはまだお嬢さんの年齢ですよ。俺は若造」

　言われてみればそうだとは思う。周りと比べて三十歳の私は年長であり、経験豊富に感じられるけれど、社会全体としてはまだ三十年しか生きていないのだ。

「アラサーとか、三十歳の大台とか、日本人は自分にカバーをかぶせたがる。そしてそのカバーにふさわしくあろうとする。だけど、年長者たちは若者を経験値の少ない若輩として扱うから、齟そ齬ごが生まれる。俺もあなたも、もっと自由でいいんです」

「恋愛と仕事をごちゃごちゃにしないで」

「一緒です。年上。上司。あなたはカバーをかけることで俺を隔てている。俺はそんなあなたの仮面をはぎ取りたい。もっとよく見たいし、見てほしい」

　千石くんの右手が伸びた。私の耳にかかる細い髪束に触れて、梳すく。それだけで、髪の毛一本一本に神経があるかのように感じられた。

「ああ、どうしてこんなに好きになってしまったんだろう。ひと目惚れだったはずなのに、毎日過ごすごとに、あなたのいろいろな表情に惹きつけられる。夢中にさせられる」

「千石くん……」

「あなたが欲しいって気持ちを、あなたは信じてくれないんでしょうね」

　外は大雨。真っ暗なオフィス。彼と私の視線は絡み合っている。

　いけない。非日常は魔法をかける。

　このままじゃダメ。

　――そのときだ。ドスドスという大きな足音が聞こえた。

　弾かれたように振り向いた私たちの目に、ドアの向こうの懐中電灯の灯りが見えた。そしてオフィスのドアが勢いよく開く。

「阿木さん！」

　そこにいたのは、ショッキングピンクのレインウェアに全身を包んだ横手さんだった。手と額には懐中電灯、身体には作業用とおぼしき頑丈そうな上下セットのレインウェアを身につけて、足元はホームセンターで売っていそうな長靴だ。

「横手さん」

「愛梨」

　私と千石くんの声がかぶった。ふたりともかなりのポカン顔をしていると思う。

「こうちゃんも一緒だったのね。阿木さんが外出だって聞いてたから、無事に帰れたか気になって。守衛室に電話してみたら、総務の人がふたり帰れなくなってるって言うから、絶対に阿木さんだと思ったんです」

「もしかして、助けに来てくれたの？」

「はい！　家は徒歩圏内ですから！　ここにいたら凍えてしまいます。我が家に避難しましょう。ガスは使えるので、温かなお風呂には浸つかれます」

　横手さんは言うと、背中のリュックからふたり分のレインウェアを取り出した。

　いつやむかわからない雨に、電車の運休。危険を冒してわざわざ救助に来てくれた横手さん……申し出を断る理由がないわ。

「横手さん、ありがとう」

「愛梨……ありがとう」

　私の横で、千石くんがなんとも言えない表情をしていた。

　私は……結構助かったよ、横手さん。
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　大嵐の翌朝、私は横手さんの家から直接出勤した。昨日の荒天が嘘のような清々しい冬の朝だ。新宿の街を横手さんと仲よく並んで歩いて、会社に到着。エントランスで山根さん持田さんコンビと会い、早速指摘される。

「真純先輩！　昨日と同じ服！　さては嵐で帰れなくてお泊まりですか!?　誰と!?」

　一気にまくしたてられ、こうなると思っていたとはいえ、言葉に詰まる。横手さんが、うふふと嬉しそうに笑う。

「山根、残念でしたー。阿木さんは私のおうちにお泊まりです。お夕飯もお風呂も一緒でした。私の部屋で、ベッドの隣にお布団敷いて寝たんですー」

「はあああ!?」

　山根さんが若干キレ気味に聞き返してきた。

　ええと、事実です。

　横手さんに救出された私と千石くんは、彼女の家に招かれた。会社近くの高層マンションの一室には、お母さんと大学生の弟さんが待っていてくれた。お父さんは出張中だそうだ。

　お金持ちの豪邸を想像していたので、『思ったより庶民的』と思ったら大間違い。このマンションはセカンドハウスだそうです。平日は都内ど真ん中のマンション、休日は郊外の豪邸で過ごすという桁違いなおうちでした。は～。

　話を戻して、マンションに着く頃に停電は復旧していた。お邪魔するのを遠慮したのだけれど、横手さんのお母さんがお夕飯を食べていってと言うのだ。

　千石くんも久しぶりに横手さん一家に会うようで、和やかなムード。断りづらいし、ご用意してもらって食べないのも悪いので、お夕飯をいただいた。千石くんは食後にタクシーで帰宅。

　同じタクシーで便乗して帰ろうとしたら、横手さんに『阿木さんは泊まっていってください！』と泣きつかれてしまった。千石くんは不満そうだったけれど、結局私だけお泊まりさせてもらうことになったのだ。

　何人入れるの？というレベルのお風呂に一緒に入り、パジャマを借りて就寝。女子のお泊まり会みたいだ。横手さんは合コンや飲み会は行っても、女友達とこういうことをしたことがないらしい。

　そして今日の朝には、私の服は横手さんのお母さんによって洗濯され、綺麗にアイロンがかけられてあった。

　うう、申し訳ない。ありがたい。今度、何かお礼をしなければだわ。

　そのまま横手さんのお母さん手作りの朝食をいただいて、ふたりで出社……というのが昨日から今日までの流れ。

　山根さんが苛々を隠そうともせずに言う。

「横手さぁ、最近、真純先輩と距離近すぎない？　何、調子乗ってんの？　真純先輩の部下、うちらだから」

「部下とか上司とか関係ないんです。私と阿木さんは、純粋に仲よしのお友達になったんです。昨日だって、雨の中ふたりで協力して避難したんです。ねえ、阿木さん」

　否定する理由もないので、「うん」と頷くけれど、ねえねえ横手さん、千石くんの存在が微妙に忘れられていない？　あなた、千石くんのことが大事なんだよねぇ。

「横手、腹立つ！　真純先輩、今度私と持田先輩ともお泊まり会してください」

　山根さん、どうして私を横手さんと取り合っているの。というか、ちょいちょいゆるふわキャラから素がこぼれて見えているんだけど。

　ぎゃいぎゃいと騒いでいる山根さんと横手さんを放置して、持田さんが私に聞いてくる。

「千石さんは一緒じゃなかったんですか？　……あ、答えなくてもいいです」

　聞いてから、何かあってはと気を回して訂正する持田さん。うんうん、何かあったから答えづらいところ。

「横手さんの家に避難するまで、一緒に雨宿りしただけよ。あ、山根さんと持田さんの膝かけ、寒くて借りちゃった。洗って返すね」

「いいですよ、そんなの」

　持田さん、どうかこれ以上勘ぐらないでね。気遣い屋の彼女は、勘ぐってもきっと口にはしないのだろうけれど。




　オフィスに入ると、すでに隣のデスクに千石くんが出社していた。私を見るなり第一声がこれだ。

「真純さん、おはようございます。愛梨に何か妙なことはされてませんか？」

　私は肩をすくめて答える。

「横手さん、もう私を恨んでなんかいないわ。ずいぶんよくしてもらっちゃった」

「同じ布団で寝るとか、腕枕などを強要されていないですか？という意味です。愛梨は今、あなたに執心しているみたいなので」

　ちょっとちょっと千石くん……。どういう発想なの？　それ。

　彼の苛立った様子は完全に恋こい敵がたきに対するものだ。そういえば、昨日帰るときも、千石くんは最後まで私を連れていこうとしていたな。これは、一緒にお風呂に入ったとは言えないわ。

「な、なんにもありません」

「本当ですね」

　……阿木真純、三十歳にしてモテ期みたいです。




　大嵐が終わると、あっという間に木枯らしが吹き、世間は師走しわすに入っていた。千石くんがやってきたのが九月中旬だったから、三ヵ月が経った。

　嵐の日のお礼は、横手さん一家に、地元の駅の美味しいお菓子屋さんで買ったクッキーを送った。お金持ちなおうちなので素朴なものの方がいいかと思ったら、バッチリだったらしく、横手さんから丁寧なお礼状をいただいた。

　きちんと付き合ってみると、やっぱり育ちのいいお嬢さんなのだと感じる。それに、すごく懐いてくれて結構可愛い。

　結局、山根さんと持田さんも交えて、今度は四人で女子会をすることになった。なんだか、若い子たちとの女子ライフが充実してきております。

　そして私のバッグの中には、ずっと入れっぱなしの箱がひとつ。

　これは……誤解なく言うなら、ただのお礼だ。そう、千石くんへの。

　雷で震え上がってしまった私を落ち着かせてくれた彼へ、きちんとお礼がしたかった。その前も、仕事のミスで周りが見えなくなりそうな私をたしなめてくれた。強引でアプローチが激しいけど、彼に助けられたことが続けば、ちょっとお礼くらいしなきゃって気分にもなる。

　何を渡すか悩み、デパートを二時間ほどうろついてしまったけど、本当にたいしたことない粗品だからいいよね!!

　変な意味じゃないんだから、さっさと渡してしまえばいいのに、渡せないまま数日が経っていた。はあ、私の意気地なし。

「真純さん」

　この日、定時帰宅でエントランスを出ると、追いかけてきた千石くんに声をかけられた。

「何？」

「お帰りのところすみません。さっき、野口課長と話していた件で」

　やっぱりなぁと振り向く。

　先ほど、オフィスでのこと。私は野口課長から回された仕事を断った。

　内容は、千石くんとふたりで、福岡の就活生向けのコンベンションに行ってきてくれってことだった。

「あれは人事課がやるべき仕事よ。井戸川課長、私が昔は人事にいたのを知ってて、手が回らない仕事を振ってくるの。野口課長が断るの苦手だから」

　井戸川課長は、私が総務二課に異動してから課長になったので、直接お世話になっていたわけじゃない。でも、このお調子者の課長は、同じオフィスにいて人事経験者の私に仕事を手伝わせようとすることがちょくちょくあるのだ。こっちも忙しいのに、手伝えないってば。

「井戸川課長には私が直接言うからいいわ」

「あなたが断ったのは、俺と出張だからでしょう？」

　ずばり言われて、一瞬、否定できない。

　確かに私は、千石くんと出張という状況を避けたかった。

　場所は福岡だ。飛行機を使えば日帰りで行ける。しかし丸一日、千石くんとべったり一緒で、周囲の目もないという状況は可能なら避けたい。

　ずるい私はニコッと微笑み、気持ちを整理して嘘をつく。

「そういうのは関係ないわ」

　仕事にプライベートを持ち込みたくないと言いつつ、かなり影響されている自分が恥ずかしい。最近、千石くんが近くにいると落ち着かない気分になるんだもの。

　拒否は毎度しているし、今後も恋愛はない。でも、彼個人の優しさや思いやりには気づいてしまった。冷静に私を見ながら、内側に燃えている熱い気持ちがある。そうなると、あの日の東京タワーを私は切り離せなくなる。

　雨の日に抱きしめられたせいかもしれない。弱っているところを支えられた記憶とダブる。

　千石くんのことを決定的に拒否できなくなる日が訪れるんじゃないか。そんなことを考えると怖かった。

「そうですか。それならいいんですが」

　短く息をつき、千石くんは言う。

「もし俺が邪魔なようでしたら、『千石は外す』等、野口課長に言っていただいて構いませんよ」

　思わぬ言葉に驚いた。千石くんは卑屈で言っているわけではない。真面目に相談している様子だ。

「真純さんの仕事の邪魔になるなら、外してください。やりづらいと感じるなら。俺は一向に構いません。いずれ、あなたの下から外されるかもしれませんが、それでもいいです」

「待って、そんなこと思ってない……けど」

　私の方が焦ってしまい、背の高い千石くんを、そろりと見上げる。

「千石くんは、私の下から外れたいの？」

　なんだか縋るような態度になってしまった。

　まずいまずい。こういう感じで話したかったんじゃなくて!!　純粋に上司として不適格な部分があったのかと！

「そんなわけないじゃないですか」

　千石くんが、ふわっと微笑んだ。なんだか嬉しそうに頬を緩めている。

「真純さんの部下でいたい。でも、あなたの邪魔になりたくないなと思ったんです。いくらプライベートを持ち込まない真純さんでも、俺の気持ちを知っていては面倒かなと思うこともあります。でも、真純さんの邪魔にはなっていないようで、安心しました」

　真摯な瞳と言葉に、罪悪感で胸がむずむずした。

　邪魔だとは思っていないけど、意識して避けていたのは本当だもの。ごめん、千石くん。

　そうだ、今お礼の品を渡してしまおう。いいタイミングだわ！

　――そのときだ。

「真純？」

　私に向かって真横から声をかけてきたのは、野々花だ。

　そう！　今日は野々花と駅前で待ち合わせてたの！　これからふたりで飲みに行く約束があるのだ。

「遅いし、携帯出ないし、迎えに歩いてきちゃったよー。って、こちらは？」

　野々花は私と話すイケメン青年に気づいて尋ねてきた。千石くんが先に頭を下げる。

「真純さんの部下で、千石と申します。貴重なお時間のお邪魔をしました。申し訳ありません」

「ごめんね、野々花！　仕事の話をしてて、携帯に気づかなかった」

　野々花はぽけーっと千石くんを眺めている。

　わかるわかる。初見は手放しでカッコいいもん。悪いとこ一個もないもん。中身は強引な年下御曹司様ですけどね。

「真純さん、失礼します。また来週」

　千石くんが会え釈しゃくし、この場を離れようと踵を返す。

　そうね、今日は金曜日だから次に会うのは月曜日ね。私はこのプレゼントを渡せないまま週末ね。

　すると、野々花が声を上げる。

「千石さん？　私と真純、これから飲みに行くんですけど、よければご一緒しませんか？」

「野々花っ!!」

　突然の野々花の提案に、私は怒鳴った。

　ちょっと待ってよ、そこの人妻！

　確かに野々花はイケメン好きだ。アイドルグループや若手俳優なんかが大好物だ。絶対、千石くんで目の保養をしようとしている!!

「よろしいんですか？　おふたりのお邪魔をするのは気が引けます」

　千石くんが人好きのするジェントルマンの笑顔になる。

「もちろん！　真純の部下なんだから、お姉さん奢っちゃう」

　営業スマイルに見事に引っかかる野々花。

　ちょっとちょっと、お姉さん頼むよっ！

　私は文句を言葉にできず、唇をむずむずさせた。

　ここで『絶対ダメ』って怒ることはできるけど、千石くんのことは傷つけてしまうし、野々花には部下との不和を疑われるだろうし……。

　数瞬考えて、自分の頭を切り替えることで決着をつける。

　そうだ、飲んだ帰りにお礼の品を渡せばいい！　そう思おう！　野々花と三人なら、千石くんも無理やりキスとかしてこないだろう。きっと安全だ。

「今日行こうと思ってたお店、こっちなんですよ。イタリアンなんだけど、お好き？」

「ええ、好きです。すごくお腹が空いていたので嬉しいなぁ」

　野々花と千石くんは、楽しそうに話しながら歩きだす。

「がっつり食べましょ！　真純もね、こう見えてかなり食べるんだから」

「確かに、細い割にはよく食べますよね。見ていて気持ちがいいくらい」

「お、千石くん、上司をよく見てるね～。出世するぞ～」

　ふたりの会話が初対面ならではで、私からしたら突っ込みどころ満載。

　千石くん、日頃から私と親しく食事してる感を出さないで！　っていうか、ホテルディナーのときは出てくる量が多すぎて食べざるを得なかったの！

　野々花、千石くんに私のいろいろなことを喋らないでね！　それに、この人うちの会社の跡継ぎだから！　出世どころの話じゃないから！

　もちろん、突っ込みを入れる余裕もない私は、ふたりの後ろをおまけみたいにくっついていくのだ。

　地下通路手前のビルのひとつに、決めていた店があるんだけれど、エレベーターに向かう直前で野々花のスマホが鳴り響く。

「ごめん、ちょっと失礼。はあい」

　のんきな声で出た野々花の様子が、すぐに変わった。「ええ、はい」という硬い声音は、相手が親しい人じゃないことを感じさせる。そして、切迫感も。

「真純、どうしよう」

　電話を切ってすぐに、真っ青な顔の野々花が縋りついてきた。

「歩くん、倒れたって」

「え？」

『歩くん』は野々花のご主人だ。外食チェーン店の社員で、今日は新店のオープンに合わせて地方に出張だったはず。だから野々花が暇だって私をごはんに誘ったわけで。

「大丈夫なの!?」

「わかんない。今、後輩の人から電話があって。急にお腹が痛いって倒れちゃったらしいの。救急車を降りたところで電話くれたみたい。今、処置中って」

　野々花は青い顔をして、細い声で言った。口元に持ってきた手がぶるぶる震えている。私はその手を反射的に、ぎゅっと握った。

「場所は？　出張中でしょう？」

「新潟の、長野寄りのところで……山間で、病院の住所とかは後輩の人がショートメールで送ってくれた。今からなら新幹線が間に合うから、私、行かなきゃ……」

　うろたえている野々花をひとりで行かせたくない。でも、私がついていっていいものか。深刻な事態だったら、外部の人間がついていくのはまずいんじゃなかろうか。

「待ってください」

　口を挟んできたのは千石くんだ。野々花に断り、スマホの画面で住所を確認しているようだ。

「学生の頃、旅行でこのあたりに行ったことがあります。確か新幹線を降りて、車で一時間以上かかる地域です。バスは本数が少なく、終バスも早いので、今からでは間に合わない」

「そうだって言ってた。歩くん、後輩の運転で社用車使って行ってるもん」

「野々花さん、よろしければ俺の車でお送りします」

「え」と聞き返したのは、私と野々花が同時。千石くんの声は冷静で、勢いで言っているわけじゃないのがわかる。

「野々花さんのお宅に寄り、必要なものを揃え、車で現地に向かいましょう。新幹線やタクシーを使うより早く着くと思います」

「でも……」

「明日は休日ですし、遅くなっても問題ありません。それに野々花さんをおひとりで行かせるのは、俺も真純さんも不安です」

　私は腹を決め、千石くんに加勢する。

「そうだよ、野々花！　千石くんに頼もう。私も一緒に行くから」

「真純。申し訳ないわ、そんなの」

「千石くん、こう見えて本当に頼りになるの。自慢の部下だから頼って。彼へのお礼は私が美味しいラーメンでも奢るから」

　わざと軽口をたたいて笑うと、千石くんが横から「焼肉がいいです」と、それらしい文句を付け加えた。彼もノリを合わせてくれるつもりなのだ。

「ありがとう……頼らせてもらってもいい？」

　野々花が涙目で言った。




　千石くんはひとり住まいだそうだが、車は実家にあるとのこと。世せ田た谷がやの実家に車を取りに行っている間に、私たちは野々花のマンションで荷物や保険証をまとめた。旦那さんの容態はわからず、続報を待ちながらの支度だ。しっかり者の野々花が動揺して震えているのを初めて見た。

「野々花。千石くん、もう少しで着くよ」

「うん」

「途中で飲めるように、コンビニでコーヒー買ってきたから」

「うん」

　返事は上の空だ。おにぎりやサンドイッチも買ったけれど、野々花の心境では喉を通らないだろう。当たり前だ。持病もない健康な旦那さんが急に倒れたんだもの。

「真純、ありがとう。千石くんも……。落ち着いたらお礼するから」

「そんなの今は考えなくていいよ」

　旦那さんも心配だけど、動揺している野々花も心配。早く旦那さんの元へ送り届けてあげたい。




　千石くんはすぐに車で到着し、私たち三人は首都高へ。関かん越えつ自動車道に入ったところで、野々花のスマホに着信があった。旦那さんの部下からの連絡だ。

　私と千石くんが固かた唾ずを飲んで見守る中、慌てて出た野々花が頓狂な声を上げる。

「歩くん！　大丈夫なの!?」

　なんと電話をかけてきたのは、旦那さんご本人のようだ。

　しばし旦那さんと会話をする野々花。その声がどんどん緩んでいくのを耳にして、私の張りつめた気持ちも徐々に落ち着いてきた。

　通話を切った野々花が、隣の私と運転席の千石くんに声を張り上げる。

「お騒がせしました！　夫と連絡がつきました！」

「お加減は？　大丈夫なの？」

「とりあえず、大丈夫。尿管結石だったって」

　尿管結石って、尿道の管に石ができてしまう病気？　あれってすごく痛いんじゃなかったっけ。聞いた話だけれど。

「今は、痛み止めと排出を促すために輸液を点滴されてるみたいだけど、明日の朝には退院できるって。本当にお騒がせしました。ごめんね！　車まで出してもらって、申し訳なかったね。明日、出直すから」

「いえ、野々花さん。よろしければこのままお送りします。三時間ほどで到着しますので」

　千石くんがハンドルを握りながら提案する。

「ご主人も早く野々花さんに会いたがっていると思いますし、病院に泊まれなければ顔だけ見せて、俺と真純さんと街場に宿を取ればいい」

「うんうん。そうしなよ、野々花」

　千石くんの提案に、私がいち早く乗っかった。野々花は遠慮するだろうけれど、こんなに心配して動揺していた彼女だ。無事とわかっていても、早く顔を見たいに違いない。

「本当に、何から何までありがとう」

　安堵からか、野々花の声は涙声だ。鼻をすする彼女に、ペットボトルのコーヒーを渡す。

　金曜日の夜、思わぬ旅になってしまったけれど、友達の力になれたことは嬉しい。

　千石くんを巻き込んでしまった。その辺は私がしっかりお礼しよう。お礼する用事ばかりが増えていくなあ。




　無事に病院に着き、野々花とはロータリーで別れた。到着前に問い合わせたところ、病院側はご主人のベッドの横に簡易ベッドを用意してくれるという。

　買っておいたコンビニのサンドイッチやおにぎりは野々花に渡した。売店も閉まっているし、ここは山間の病院だ。徒歩圏内にコンビニはなかった。明日の朝まで飲まず食わずじゃ、彼女の具合が悪くなってしまう。

　病院から車で出発し、私自身も強烈な空腹を感じていた。それは千石くんも同じようだ。

　しかし、山間の土地は道路こそ広く大きく、ホームセンターや衣料量販店、大型の寿司店などは並ぶものの、二十四時間営業のファミレスなどはない。野々花の旦那さんが新規出店で出向いているファミレスは、明日がグランドオープンのようで張り紙がしてある。

「コンビニくらいしかないですね」

　現在時刻は二十三時半。とりあえずコンビニで、野々花に手渡したようなメニューを買い込んだ。

　運転席に千石くん、助手席に私。並んでおにぎりを食べている。めちゃくちゃ変な感じだ。

「ありがとうね、千石くん。たいしたことなかったみたいだけど、野々花を連れてきてあげられて本当によかった」

「差し出がましいかと思ったんですが、結果よかったです」

　千石くんがこちらを見て、ニコリと口角を上げる。

「真純さんには感謝してもらえるし、俺の車でふたりきりだし。いいことづくめです」

　ふたりきりという言葉に、どきんと胸が高鳴る。

　そういえばそうだ。野々花のことで頭がいっぱいになっていたけれど、今、私は千石くんの車で見知らぬ土地にふたりきりなのだ。

　このまま、また東京まで三、四時間のドライブ。

　どうしよう。ぶっ続けで運転している千石くんを本当は休ませてあげたい。でも、ペーパードライバーの私が千石くんの車を運転するわけにもいかない。事故を起こしたら、私の運転じゃ保険も下りないし……。それなら、やっぱりこのあたりで宿でも取るべきだろうか。

「本当は宿泊して帰りたいんですが、高速近くのシティホテルのチェックインは二十四時までですね。今から山ひとつ越えて戻っていたら間に合わない」

　スマホで検索をかけながら千石くんが言う。

「このあたりでぱっと泊まれるのは、ラブホテルくらいですね」

「らっ、らぶっほてるっ!?」

　動揺で壮絶に噛み倒しながら、オウム返しする私。千石くんが、くつくつとおかしそうに笑った。

「可愛いなぁ、真純さんは。俺とラブホテルに入る想像をしてくれたんですか？」

　冷静に！　冷静になって、真純！

　自分を鼓舞しながら、極力そっけなく答える。

「また何を馬鹿なことを言いだしたのかと引いただけよ」

「想像くらいしてくださいよ」

　不意に耳元に顔を寄せられ、助手席の広くはないスペースで思いきり後ずさった。慌てまくった無様さは『あなたを意識してます』感丸出しだ。

　暗い車内でも頬の赤さはバレてしまうだろうし、下手したら心臓の鼓動だって聞こえてしまいそう。

　けして、千石くんとそんな関係になることを望んでいるわけじゃない。でも、たび重なる彼の優しい心遣いを嬉しく思っている私がいる。バッグの中には小さなお礼の品もある。

　御曹司で会社の後継者という看板をはぎ取った彼自身を、嫌いだとは思っていない。

　心臓が苦しい。ふたりっきりの車内は空気の密度が濃くて、胸が熱い。

「なんちゃって。そんなに警戒しないで。運転しますから東京に帰りましょう」

「千石くん、疲れてない？」

「あなたが隣にいるから疲れません。真純さんは寝ててくださいね」

　千石くんは笑顔でエンジンをかけ直し、無人のコンビニ駐車場から車を発進させた。私だったら運転をためらうようなクネクネした峠道を越え、高速道路に乗る。

　私が眠れるようにと、千石くんは話しかけてこない。車内には知らない洋楽がかすかな音で流れている。甘い男性の歌声は穏やかな気持ちになるけれど、私は眠れず、助手席で車窓を眺めていた。




　私が眠れないことを千石くんも気づいていたようで、埼玉県に入って間もなく、休憩を提案してきた。

　サービスエリアは夜間でもフードコートが開いている。そして、トラックの運転手や旅行客、夜行バスの乗客などで、利用者は深夜でも結構いるものだ。

「ラーメン、食べるの？」

　券売機でチャーシューメンと麺大盛りのボタンを押している千石くんの背に、声をかけた。一時間ほど前におにぎりを食べたじゃない。

「足りなかったみたいです。腹減っちゃって」

　苦笑いする千石くんは、さすが二十六歳だ。身長も大きいし骨格もしっかりしている。おにぎりふたつくらいじゃ足りないのね。

「食べすぎると眠くなるわよ」

「気をつけます」

　後からコーヒーの食券を二枚買ってカウンターで受け取り、四人がけの席へ。千石くんの斜め向かいの席に座った。

　チャーシューメンはすぐにでき上がり、千石くんは旺盛な食欲で麺をすする。いつも大人っぽく頼りになる彼がラーメンを食べている姿は、少年みたいに見える。

　お金持ちのお坊ちゃんが、深夜のサービスエリアでラーメンをすすっている。なんともミスマッチだ。でも、個人的には悪い光景じゃない。ホテルディナーのときとは違う非日常感が心地いい。

「子どもの頃、両親と車で旅行してて、こんなことがあったな。父がお腹空いたって言いだして、夜遅くにサービスエリアに寄ったの」

　つい自分のことを語りだしてしまい、慌てた。私も非日常に惑わされている。

「お父さん、ラーメン食べたんですか？」

「そう、やっぱり大盛り。でも、うちの父は小柄で細身でね。欲張って食べきれなくて、母に怒られて。小学生だった私が手伝って食べたんだった」

　懐かしい思い出を、どうして話したくなってしまったんだろう。ふと思い出した昔話を、千石くんと共有する必要なんてないのに。

「真純さんはひとりっ子なんですか？」

「そう」

「弟や妹がいそうに見えた。ザ・長女って感じですよね」

「それ、よく言われる」

　答えて自分で笑ってしまった。千石くんも「でしょう？」と笑っている。

「俺もね、サービスエリアに思い出があります。五年くらい前に涼次郎と深夜に寄ったんです。涼次郎、小学三年生だったかな？　母親と喧嘩して飛び出して、帰国してた俺が車で探し回って、やっと携帯が繋がったと思ったら、新幹線で名な古ご屋やにいるって言うんですよ」

　東京から名古屋に家出？　小学三年生が？　それって、かなり普通の家出じゃない気がするんだけど。

　すごい。千石家のパワー型遺伝子……。

「車で迎えに行って、いろいろ話しながら帰ってきて。涼次郎とそのときサービスエリアでラーメンを食べました。普通のラーメンなんですけど、妙にうまくて楽しくて」

「わかる。不思議な空間なのよね、深夜のサービスエリア。やたら明るくて、普通の世界と違うの」

「今も、そんな感じです。俺、浮かれてるのかな。あなたとふたりでカッコつかない感じでラーメンすすってるのが、ちょっと楽しい」

　うん、私も。

　楽しいよ。すごく楽しいよ。

　千石くんと初めて会った東京タワー。あんなロマンチックじゃないけれど、今もまた少しだけ魔法の力を感じる。

　もしかして、人と人との間にはときどきこんな時間が訪れるの？　たまに世界の色を変える勢いでやってくるものなの？

　私は意を決してバッグを開けた。

　中から小さな紙袋を出す。何日もバッグに入れっぱなしで、少しよれている。

「これ、遅くなっちゃったけど」

　千石くんがラーメンの空の鉢をどけ、テーブルをさっと拭くと、それを受け取る。

「あ、これ」

「あのとき借りたハンカチ……と、もうひとつは開けてみて。使わなかったら、ごめんね」

　ハンカチは、東京タワーで私の涙を拭いてくれたものだ。洗ってアイロンをかけ、いつまでも渡せずにいた。

　千石くんが小さな箱の包み紙を取り、開ける。

「ネクタイピン……」

　私が用意したのはネクタイピンだ。なるべくシンプルで、でもどこにでもありそうじゃなく、おしゃれに見えて、いかにもなブランドロゴが入っていなくて、かつ彼が身につけて安っぽく映らないものを……。そんな気持ちで選んだ。正直、今までの彼氏に贈ったどのプレゼントより気を使った。

「好みと違ったら……本当に捨てちゃって」

　千石くんのアーモンド型の瞳が大きく見開かれる。次の瞬間、その頬がぶわっと赤く染まった。

　口元が緩み、「えっと」とか「あー」とかだけで、言葉が出てこない。こんな千石くんの様子は初めてで、私がうろたえてしまう。

「せ、千石くん？」

　千石くんが目元まで赤くしながら、顔を上げて私を見つめた。

「嬉しいです。……すごく嬉しい。ありがとうございます、真純さん」

「たいしたものじゃないけど……千石くんに助けられること、多いから。そのお礼」

「お礼をされるほどのことはしていません。でも、嬉しいです。あなたの気持ちが嬉しい。いいのかな、こんなに幸せで」

　これほど喜んでくれるなんて想像もしていなかったので、私の頬も、かーっと熱くなった。

　もっと早く渡せばよかった。

　ううん、ふたりっきりの非日常だからよかったんだ。この瞬間は特別な出来事。そう思おう。




　コーヒーを飲み、ふたりで車内に戻る。ほんの三十分前に車を降りたときとは、お互いの空気が違っていた。まだ魔法の中にいるみたい。

　ドキドキして、嬉しくて、胸がほっと温かい。

「真純さん、もう一個、おねだりしてもいいですか？」

　胸が、どくんと鳴った。そっと右を見れば、千石くんが真面目な表情でこちらを見つめている。彼が何を望んでいるかわかってしまう。

「断っても、するんでしょう？」

　こんな返しをしちゃダメ。期待しているみたいじゃない。

　いや、実際、私は期待していた。彼からもたらされるものに。

「あなたが嫌ならしません」

「今回限りだし、キスだけだから」

　自分から答えてしまったことに後悔するのは、明日でいいやと思った。

　私は千石くんの方を向き、その綺麗な瞳を見つめた。見入ったという方が正しいかもしれない。

　彼の瞳は海の色みたいに深い。

　どちらからともなく顔を傾け、唇を重ねていた。柔く重ね、わずかに離す。そしてまた重ねる。

　唇と唇の薄い粘膜が融け合うように、私たちはキスを交わした。舌を差し込んではいけない気がしたのはたぶんどちらもで、ただひたすらに触れ合うキスを繰り返す。

　優しい唇。優しい時間。

　ああ、私は千石くんを嫌いじゃない。嫌いだなんて思えない。

「真純さん、大好きです」

　キスを終え、ちょっと泣きそうに笑った千石くんに、私は応じてあげる言葉の用意がなかった。

　好きになったりしちゃ、ダメ。立場の約束された彼を。住む世界の違う彼を。

　それはもう絶対ダメ。
















一度きり













　師走というだけあって、十二月はあっという間に過ぎていった。

　総務はどこの課も年末の忙しさを感じているだろう。営業部は、契約書や保管書類などの内部書類を提出するのが遅い。大抵、年末などになってから『あ、これ出してなかった』と慌てて処理を頼んでくる。必然、会社の内側を回している総務部は大忙しになるのだ。

　社外資料の多い渉外グループは、十二月半ばには今年度の書類の提出を締め切ってしまった。役所が閉まるギリギリの時期に持ってこられても、年内処理ができないからだ。早めに片づいて空いた時間は、法務労務グループを手伝うことにして、十二月は忙しく過ぎていく。

　なお、野々花の旦那様の歩さんはあの翌日には退院し、今はすっかり体調もいいそうだ。野々花からは感謝の言葉とともに『千石くんってすごくいい男じゃない！　あんなにしてくれるなんて、きっと真純のこと好きなのよ』などなど、割と核心を突いたコメントをもらった。私は『いい部下よ』と何気なく答えておいた。

　いい部下。私の心をグラグラさせる点では悪い部下だけど。

　そうこうしているうちにクリスマスシーズンだ。クリスマスという女子のイベントは、例年あまり気にしていなかった。去年彼氏がいたときだって。

　そうだ。去年もその前も元彼の大翔は、グループでのスノボ旅行だとか海外だとか言って出かけていたっけ。今思えば、それも嘘だったのかもしれない。もう胸も痛まないし、関係のないことだけど、ただ安易に信じていた自分がちょっとだけ嫌になる。

　今年も連休が重なるクリスマスイブ。千石くんに誘われることを考えなかったわけではないけれど、私も意識してしまって、あのドライブ以来、微妙に距離を取っているのが現状だ。断り文句まで用意して待っているなんて変な話だけど、やきもきしている私が確かにいる。

　すると、別方向から誘いが来てしまった。山根さん、持田さん、横手さんの三人が女子会をやろうと言いだしたのだ。

　しかも、会場は私のマンション。プランを聞いた時点で、すでにそこまで決まっていた。

　おいおいおい。ちょっとちょっと。うち？　なんで？　いったいど～してそうなってんの～？という精いっぱいの突っ込みは聞いてもらえず、三連休の日曜日と月曜日を使った女子会のプランは、若い三人によってあらかた決められてしまったのだった。

「千石さんも呼びましょう」と山根さんが提案し、私は断固拒否するつもりだった。千石くんまで私のパーソナルスペースに入ってくるなんて冗談じゃない！

　しかし、すぐに横手さんが答える。

「こうちゃんは連休中、スペインに行くって言ってましたよ。一緒に会社を立ち上げたお友達に会いに行くって」

　あ、そうなんだ。っていうかそれ、私は聞いてないなぁ。

　……なんて考えて、慌てて首を左右に振る。

　別にいいじゃない、千石くんがプライベートの予定を私に話さなかったって。

　そもそも、長くキリスト教圏にいた彼にとって、クリスマスは恋人と過ごすものじゃなく、家族と過ごすもののはず。いやいや、別に私は恋人じゃないんだけど。

　……あれ？　それならこの時期にスペインに行くのって、ちょっと変。お友達だってクリスマス休暇だろうし、そこにお邪魔するのかな？

　それに火曜日からは仕事がある。休暇旅行にしては急じゃない？




　モヤモヤぐるぐる考えて、千石くんとはろくに話もしないまま、クリスマスはやってきてしまった。

　はっきり言って、クリスマス女子会はめちゃくちゃ楽しかった！

　ケーキやチキン、お菓子にお酒を買い込んで、この日のためにピカピカに掃除した私の部屋に四人で集まる。ツリーがないので、レモンの木をベランダから引っ張ってきた。横手さんがケーキの箱にくっついていた星のシールをてっぺんにのせ、ツリーの代用にする。レモンの木はさぞ迷惑だったろうと思う。

　プレゼント交換というベタベタなことをして、みんなで海外のゾンビホラードラマを、シーズン１からぎゃあぎゃあ言って鑑賞した。ドラマに疲れると、深夜に揃って散歩。全員酔っていたので薄着で、『寒い寒い』とまた騒ぎながら帰ってきて、熱いシャワーを浴びてまたドラマ視聴……。

　横手さんが『楽しい、楽しい』と何度も言うので、私も嬉しかった。彼女にとって初めての女子会だそうだ。山根さんは終始はしゃいでいるし、しっかり者の持田さんも酔っぱらってケラケラ笑っているのは新鮮だ。

　全員クタクタになって二十四日の夜に解散したときは、妙な達成感を覚えていた。

　たぶん、半年以内に同じような会が企画されることは間違いない。うん。でも楽しいクリスマスになったなぁ。

　みんなをエントランスまで送り、部屋に戻ると、千石くんからスマホにメッセージが来ていた。

【メリークリスマス。あなたと過ごせなくて残念です】

　いつもの軽口にちょっと安心した。

　彼はもう帰国しているのだろうか。明日の朝には同じようにオフィスで会えるのだろうか。

　気づけば、胸の中は千石くんの顔でいっぱいになっていた。明日、会えるだろうか。




　クリスマスが終わると、数日で仕事納めになる。

　総務部は今年、忘年会ができなかった。部長と課長陣の予定がまったく合わず、さらにラ・マレなどの大きな契約や庶務雑務で多忙だったためだ。

　新年会を盛大にやることにして、仕事納めの二十八日は、掃除の終わった午後にオフィス内でソフトドリンクにて乾杯となった。みんなでお疲れさまを言い合い、ジュースと発注したケータリングのサンドイッチを食べて、今年の業務終了だ。明日から冬期休暇で、みんな少し浮かれている。

「真純さん」

　ふと、千石くんに声をかけられた。

　あれ。さっきあっちで部長と話していると思ったら、いつの間に。千石くんとは、ここ数日は仕事の話しかしていない。

「ちょっといいですか？」

　なんだろう。

　呼ばれるがままにオフィスを出たのは、どうも人に聞かれたくない雰囲気が千石くんにあったから。表情はあまり明るくないし、何かあったのだろうか。

「何？」

　自販機前のスペースは誰もいない。私は千石くんを見上げ、上司としての態度を崩さずに尋ねた。

　この前の出来事で、ちょっと距離感がわからなくなりそうになっているから、自分で線を引いておかなきゃ。

「真純さん、俺……」

　珍しく言い淀む様子を見せ、それから千石くんが私を見つめた。明るくキラキラした瞳は、今日は暗い夜の海みたいに見える。それだけで私は嫌な予感がした。

「俺、あなたを諦めようと思います。俺ではあなたを幸せにできないかもしれない」

　こくん、と喉が鳴っていた。

　私は凍りつき、髪の毛一本動かせず静止していた。

　私を諦める？

　千石くんは私を好きでなくなる？

「そう」

　かろうじて出た言葉がそれだった。

　正直に言って、身体の内側は暴風雨が吹き荒れていた。

　なぜ？　なぜなの？　この前の優しいキスは？　あなたは私を好きなんでしょう？　なんで諦めるなんて言うの？

　私は……私だって……！

「そこで、ひとつ。最後にひとつだけ、お願いがあるんです」

　千石くんが私を見つめる。その瞬間だけ、きらりと熱情が垣間見えた気がした。

「一度だけ……俺のものになってくれませんか？」

　それは、抱かせてくれってこと？

　一度だけ？　最後の思い出？

　ふうん、そう。そうなんだ。

　虚脱感とともに、私は彼を見つめ返していた。

　どうして千石くんがそういう思考になったのか、私にはわからない。でも、そこにまだ気持ちがあることはわかった。

　同情とか遊びじゃなく、恋心が束つかの間でも報われた瞬間が欲しいのかもしれない。諦める代わりにひと晩。それが彼の恋の最後のページなら、私はそれでもいい。

「ようやく目が覚めたなら、いいことだわ」

　わざとらしく余裕の笑顔を作った。

「勝手に好きになって、最後に一回とか、ずいぶんな話。私の気持ちは最初から無視なんだから」

　クスクス笑ってみせると、千石くんが「すみません」と頭を下げた。

「いいよ。一度だけね」

「真純さん」

「一度だけだから」

　自分に言い聞かせるみたいだった。

　心は虚うつろで空っぽで、私は自分がどうやって立っているのかさえわからなかった。




　翌日、私たちは朝から郊外の駅で待ち合わせた。

　私と千石くんは今日一日、恋人として過ごす。これが最初で最後の一日だ。

　物理的に別れが近いのかもしれない。そんなことを考える。

　お父様である社長から、総務を出て自分の補佐に就けなんて言われているのかもしれない。彼が総務から出れば、ふたりの関係は会社の後継者と一社員。会うことはなくなる。

　千石くんは自分の立場を思い出したのだろう。この会社の後継者である自覚から、一時の気の迷いを反省し、区切りをつけることにした……私の想像する千石くんの気持ち。

　わからないけどね、本当のところは。

　ところで、都内より何度か気温が低いこの駅で待ち合わせたのは、なんでだろう。

　下りの電車が到着するたび、若者やファミリー層が降りてくる。たぶん行き先は同じだ。私たちの目的地もそこだろうか。

　今日はデートということだったけど、私は腰にサッシュベルトのついたワイドパンツに、ぺったんこヒールのパンプス、あったかいウールのジャケットというスタイルだ。あまり気張ってガーリーにするのはやめた。

「真純さん、すみません！」

　一、二分遅れて千石くんが到着した。彼も今日はジーンズに、ショート丈のダウンジャケットだ。髪の毛もラフで、東京タワーで出会った若い青年そのものの姿をしている。

　そして、表情は昨日より幾分明るい。私を見て、ふわっと顔を綻ばせた。

「そういう格好も可愛いですね」

「千石くんも、大学生みたいよ」

「前のデート、張り切ってカッコつけて、結局真純さんのウケが悪かったので」

　その言葉に、ぶふっと吹き出してしまった。

　前のホテルディナーは彼なりに頑張っていたのだ。私に気に入ってもらおうと……そのいじらしさが微笑ましく思えてしまった。

　千石くんは頬を赤らめて、怒ったような顔をする。

「今日は素で来ました。せっかく真純さんが付き合ってくれるんだし」

「うん。そういう千石くんもカッコいいよ。ほら、通り過ぎる女の子たち、みんな君を見てる。千石くんはカッコいいんだよ」

　まるで姉か母親みたいな気分で褒めると、余計に千石くんは赤くなる。

「ところで、今日行くところって、ここ？」

　私は駅に出ている看板を指差す。

『アクティビティフォレスト』というレジャー施設の看板だ。この駅に降りるのは地元の人か、そこへ向かう観光客ばかりなんだもの。

「はい！　そうです」

「もー、先に言ってよ。ジーンズで来たわよ、それなら」

「アクティビティ、やる気満々じゃないですか」

　このレジャー施設は、子どもから大人まで楽しめるアクティビティが詰まった遊園地だ。もちろん、普通の観覧車やジェットコースターなんかもあるらしい。行ったことがないから聞いた話だけどね。

「そのパンツと靴で大丈夫だと思いますよ。何年か前、涼次郎と来たんです」

「今日、涼次郎くんも誘えばよかったね」

「それじゃデートにならないじゃないですか」

「横手さんも誘ってさ」

「だから、デートにならないでしょ」

　デートになんかしたくないんだもの。おしまいが来るデートになんか。

　……なんて、子どもの我儘みたいなこと言わない。

　ああ、デートが始まってしまう。私と彼の、最初で最後の恋人の時間が。私は惜しんでいるのだろうか。

　そして目的地に向かって歩きだすと、千石くんが手を繋いできた。

　そうね、恋人同士だもんね。私は素直にされるがままにする。

　すると、千石くんがさらに提案を口にする。

「あの、真純さん。今日一日、名前で呼んでもらいたいんです」

「へ？」

「俺のこと、孝太郎って呼んでもらえませんか？」

　思いきった提案なのだろう。千石くんは真剣な表情だ。気圧されて私は頷いた。

「別に……いいけど」

　嘘。本当はよくない。名前で呼ぶなんて、恥ずかしくて死にそうだ。

「じゃ、じゃあ！　私のことも真純って呼び捨てにすればいいんじゃない？」

　若干ヤケ気味に提案すると、千石くんが慌てる。

「そ！　それはダメです！　真純さんは真純さんです！　敬語も取れません！」

「なんかそれ、フェアじゃなくない？」

「フェアですよ！　それにこれ以上、俺に緊張を強いないでください！」

　千石くん、もしかして今、緊張しているの？　いつも強引で余裕たっぷりの千石くんが？

　繋いだ手が少し冷たいので、私は指先で彼の手の甲をさすった。

「孝太郎」

　呼んでおいて、私の鼓動が大きくなる。どくんどくんという振動が、繋いだ手を伝わって響いてしまいそう。千石くんも息を詰めた。

「これでいい？」

「いいです。嬉しいです、真純さん」

　千石くんのふにゃふにゃの笑顔は、隙だらけで、子どもみたいで、鳴り響いていた私の心臓をきゅっと痛ませた。




　アクティビティフォレストは大きな施設で、私たちはまずジェットコースターみたいな定番の乗り物から乗っていった。観覧車やメリーゴーラウンドみたいなおとなしい乗り物ではない。コースターやゴーカート、フリーフォールのようなものだ。

　大きな公園にはプレハブ屋台形式で軽食店が並び、そこで休憩を取る。子どもみたいにはしゃぐから、私も千石くんも温かいものじゃなく、冷たい炭酸ジュースをごくごく飲んだ。

　アクティビティエリアでは、ロープのアスレチックみたいなものにチャレンジした。コートを脱いで受付に預け、小さなバッグは斜めがけしたまま、ぺったんこ靴で挑む。

　ロープからズボッと足が抜け、間抜けな叫び声を上げてしまう私。手を貸し、引っ張り上げてくれる千石くんがあんまりおかしそうに笑うので、私も笑ってしまった。

「そんなに笑わないでよ！」

「真純さん、太い声で叫ぶから」

「孝太郎はずいぶん器用ね！」

「運動神経いいんで」

　真顔で答えるので、思わずアスレチックの上で頭を小突いた。ふたりで体勢を崩してよろけ、また笑った。

　ターザンロープもやった。子どもの頃、大好きだったのを今さら思い出す。

「楽しい！」

　何度も繰り返しロープで滑空する。

「やばい！　楽しいや！」

　列に並び直す間も無性に楽しくて笑えた。横で千石くんも笑っていた。




　散々遊んで、疲れたところで昼休みを取ることにした。昼食も屋台の軽食で済ませた。ホットドッグやケバブ、ポテトをスチールのテーブルに並べる。

　周りは家族連れが多く、どのテーブルも騒がしくて休日然としていた。

「もう少し遊んだら、都内に戻りましょう」

「うん。そうだね」

「夕方から映画観るのはどうです？」

　映画かぁ。結構はしゃいだから眠くなりそうだなぁ。

「ケーキビュッフェとかどう？」

　思いつきで言うと、千石くんが食いついてきた。

「俺、入ったことないんですよね。スイーツ食べ放題的な店」

「女子ばっかりだけど、楽しいよ。まあまあ美味しいし。あ、でも夕飯は入らなくなるかも」

「いいですよ。今日は気取ったディナーは予約してないんで」

　千石くんがにやりと笑うので、私もにやーっと笑顔を返した。

　気取ったディナーも楽しくなかったわけじゃないけどね。今日は甘いものでお腹をいっぱいにしてみよう。




　この後カロリーを摂取するので消費しておこうと、昼食後もアクティビティで遊び倒した。

　私と千石くんの遊び方は小学生と同レベルで、都内に戻る電車では、ちょっと疲労を感じていた。背もたれに身体を預けたらこのまま寝てしまいそう。




　夕方のスイーツビュッフェは混んでいた。少し早い夕飯の子たちもいるのかもしれない。私と千石くんにとっても、そうなりそうだ。

「お皿を山盛りにするのが流儀なんですかね」

　どの女子も山盛りにスイーツを持っているのを見て、千石くんが、はーっと感嘆のため息。

　確かに壮観って感じだよね。キラキラ可愛い女の子たちが、量だけなら男子顔負けのスイーツを頬張る姿は。

「そうね。流儀流儀。孝太郎も山盛りにするのよ」

「そんなに入るかな」

「ほら、パスタやお肉のソテーもあるから、その辺もつまみなよ。甘いのとしょっぱいの、交互にいきなよ」

「真純さん、俺を太らせたいんですか？」

　千石くんの苦笑いに、つい意地悪な気持ちになる。それはちょっと寂しい意地悪だ。

「太っていいよ。太ったら、他の女の子にモテなくなるでしょ？」

　え、と千石くんが唇を疑問の形に歪める。

「どこに行っても女子の注目の的なんだもん、孝太郎は。会社でも、デートしてても。でも、太ったら私だけのものになるかなぁって」

　恋人ごっこなんだから、このくらい言ったっていい。リップサービスだ。

　だけど、言ったそばから私は後悔した。この日限りのごっこ遊びには、痛々しすぎる言葉だった。

「そんなこと考えてたの？」

　対する千石くんは、いたずらっぽい笑顔だ。

　ああ、彼の方が大人だ。彼はちゃんと私の意地悪な遊びに乗ってくれている。

「他にどれだけ女の子に好かれようが、俺が好きなのは真純さんだけ」

　ほれぼれするくらい美しく笑って、千石くんは答えた。自分で仕掛けた意地悪に、私の方が苦痛を感じている。

　ああ、痛い。楽しくて幸せで、そして心臓がぎゅうぎゅうに絞られるみたいに痛い。




　ビュッフェでお腹いっぱいになってしまった私たちは、夕飯を改めて食べることも、お酒を飲みに行くこともしなかった。

「場所は、取ってあるんです」

　ビュッフェを出ると千石くんはタクシーを捕まえた。行き先は今日泊まるところだろうか。

　私たちは、これから身体の関係を結ぶ。最初で最後の。

　やってきたのは、東京駅にほど近い大きな老舗ホテルだ。昔、結婚式に呼ばれて来たことがあるけれど、客室などは初めて。

「張り切ってるじゃない」

　セミスイートにふたりで入り、思わず茶化した。ディナーは予約していなかったけれど、ホテルは高層階の夜景の綺麗なセミスイートだなんて。

「本当はスイートを予約したかったんですが、残念ながら埋まっていました。急でしたしね」

　本当に、なんて急な誘いだったのだろう。

　千石くんは、もっと時間をかけて私を落とすつもりでいた？　こんなところを予約するのはもっと先だと思っていた？

　ねえ、なんで？　なんで私を諦めることにしたの？

　聞きたいけれど、聞けない。だって、私はずっと千石くんの気持ちを拒否し続けてきたんだもの。彼が離れていきそうになって慌てるなんて、おかしいでしょう。

「シャワー、お先にどうぞ」

　バッグをチェストに置き、着替えだけ持って、促されるままにシャワーへ向かった。着替えといっても下着しか持っていない。

　ホテルに行くであろうことは想像していたし、案の定ふわふわのバスローブが準備されているから、これを着ればいい。いかにもだけど、今さら恥ずかしがっている場合じゃない。




　私は手早くシャワーを浴びた。あまり考える時間は欲しくなかった。躊ちゅう躇ちょに繋がりそうだったから。

　シャワーから出て全身を保湿し、バスローブを羽織る。急いで髪の毛にドライヤーを当てて、室内に戻った。

「よければ、つまんでいてください」

　テーブルには、ルームサービスで頼んだのであろうスパークリングワインとナッツ。私に気を使わせまいと、千石くんはひと足先に飲んで待っていたようだ。

「うん。ありがとう」

「俺もシャワー浴びてきますね」

　どくんどくん、と心臓が鳴る。ごまかしたくて、グラスに注がれた繊細な泡をひと息に飲み干す。

　その場から動けず、なるべく心に何も浮かべないように千石くんを待った。

　水音は聞こえないので、シャワールームのドアが開く音に耳をすませ続ける。

　やがて、千石くんが戻ってきた。彼はバスローブを手に、腰にバスタオルを巻いただけの格好だ。初めて間近で見る素肌に緊張感がいや増し、目をそむけてしまう。

「真純さん、お待たせしました」

　立ちつくしている私に違和感はあっただろう。しかし、千石くんはふたつのグラスにワインを注ぎ直し、ひとつを私に手渡す。

「乾杯しましょうか」

　私の同意を得ないまま、かすかにワイングラスを接させた。華きゃ奢しゃなクリスタルグラスは派手に当てることなんかできない。

　これから、私は千石くんに抱かれるのだ。たった一度だけ、すべてを彼に明け渡す。

「東京タワー……」

　何を口にしていいかわからなかった。困って私の口から飛び出したのは、ひっかき傷みたいな言葉。

「最初で最後なんだから、行っておけばよかったね。東京タワー」

「……そうですね」

「あ、でも、お互いもう思い出さない方がいいか。そうだよね」

「真純さん」

　千石くんがグラスを置く。私の右手からグラスを取り、それもテーブルに置いた。

「もう五ヵ月近く前の話なんだね。君が部下になってからは四ヵ月くらい……なんか、早かったんだか、長かったんだか……」

　千石くんが私の手首を掴む。心臓がひと際大きく拍動した。

「真純さん、もう黙って」

　引き寄せられ、そのまま唇を奪われた。

　立ったまま、深く唇が重ねられる。柔く粘膜同士が融け合う頃には、待ちきれず、互いの舌が深く絡み合っていた。

　私の手は千石くんの背にしがみついていて、彼は私をきつく抱きしめていた。

　どうにもならなかった。止めることも止まることもできなかった。

　視線を交わしたのは一瞬で、私たちはキスを続けながらベッドに倒れ込む。

「っ……千石くんっ」

　襟を乱して入ってきた手を思わず押しとどめると、間近にある千石くんの顔が困ったように笑う。

「そうじゃないでしょう？」

「こ、孝太郎……」

「よくできました」

　軽くキスをされ、抗う間もなく彼の手に蹂躙されていく。

　与えられる刺激に、私は身体を震わせて耐えた。声を漏らすのは大人げない気がした。翻弄され、篭ろう絡らくされるのが怖かった。

　私のかすかな抵抗を感じたのか、千石くんの手は容赦なくバスローブの裾をはだけさせ、太ももに指を這わせてくる。たどり着かれた部分に、下着の上から触れられ、私は身をすくませた。

「我慢しているあなたは可愛いですが」

　千石くんは私にのしかかりながら、耳元でささやく。

「恥ずかしいとか、そんな感情、すぐにどうでもよくなると思います」

「や、やめ……」

　やめてなんて言えるわけない。受け入れたのは私であり、そして何より私ももう引き返せない。彼が欲しい。

　巧みに動く指に、息が弾む。下着を押しのけられ、丹念に触られる。吐息に声が交じってしまう。

「真純さん、可愛い」

「やだ、孝太郎っ」

「大好きです。あなたが大好き。本当に愛しています」

　ささやかれる愛の言葉。与えられる愛あい撫ぶ。

　なのに、あなたは私から離れていくんでしょう？

　言えない言葉の代わりみたいに、私はいつしか、あられもなく声を上げていた。

　彼がほどこしてくれるすべてを素直に感じ、声を震わせ、彼にねだった。




　抱き合うことはシンプルなことだ。

　心地よく、一時の幸福を感じる。そして、想う。

　繋がることはできる。だけど私たちは、心で融け合うことはできない。完全にわかり合うことも、ひとつになることも、きっと永えい劫ごうできないのだ。

　それを忘れるために、遮二無二快楽に縋りつく。

　私たちはひと晩中抱き合った。何度も何度も無我夢中で。

　明け方、まどろみの中で夢を見た。

　どんな夢だったかよく覚えていないけれど、ピンクとオレンジのおもちゃ箱みたいな景色は、あの日見た東京タワーの景色に似ていた。

　私もまた透明なおもちゃ箱の中にいた。宙に浮かび、自分の世界の外を羨ましそうに眺めている。

　なんとも曖昧で、あやふやな夢だった。




　目覚めたのは千石くんが先だった。

　私たちはあまり喋らず、それぞれシャワーを浴びた。身なりを整えると、それなりに気分もしっかりしてくるみたいだ。

　まるで会社で接するように朝の挨拶を交わし、少ない荷物をまとめて、ホテルのラウンジに食事をしに行った。

　朝食はビュッフェスタイルだった。千石くんはパンにスクランブルエッグにベーコンにと、若者らしい食欲で平らげていく。私は薄いライ麦パンとチーズ、後はコーヒーで充分だった。

　外が晴れているとか、これが美味しいだとか、短い会話を気詰まりでない程度に交わし、朝食を終える。

　完璧だった。私と千石くんは完璧に最後の時間を過ごした。

　ホテルを出た路上で、私たちは向かい合う。これでおしまい。本当におしまい。

「真純さん、ありがとうございました」

「いいえ」

「幸せな時間をもらえました」

　千石くんが頭を下げるので、短く答えた。

　私も楽しかったし、幸せだった。でもそんなことは言わない。大人の微笑みで告げるだけだ。

「それじゃあ」

　別れは私から言いたくて、短く告げて背を向けた。

「ええ。さようなら」

　千石くんは優秀だ。よくできた部下だ。

　だから、絶対に私を引き止めたりしない。あんなに情熱的に抱き合った後だって、これで最後だと決めたらそれを違えたりしない。

「ありがとうございました！」

　背中にもう一度、声がぶつかった。私は振り向かずに歩きだす。

　年の暮れだ。東京駅は混んでいるだろうから、一番近い地下鉄の駅を目指す。

　早く地下への階段を下りてしまおう。彼の視界から消えてしまおう。

　そうしたら全部終わりだ。

　よくできた。私は頑張った。

「よく我慢したじゃない」

　自画自賛で呟いてしまう。そう、私は一度も言わなかった。

　千石くんが『好き』だって。

　抱き合いながら、求め合いながら溢れ出そうになる気持ちを、ずっとずっと我慢していた。

　今さら気づいてしまった本音を、呑み込み続けた。

「あー。私、本当に頑張った」

　地下鉄の階段を下りながら、わざと適当な声で呟いてみる。

　大粒の涙が、ぼろんと頬を転がり落ちた。
















言えない













　年が明けた。年末年始の三日間は実家に顔を出し、久しぶりの団だん欒らんを味わって、マンションに戻った。

　ひとり娘の私に、両親は結婚を急せかしたりしない。自分たちもさほど早い結婚でもなかったし、私が自立しているなら結婚しなくてもいいと言ってくれている。本音は違うのだろうけれど、私を尊重してくれる両親を尊敬しているし、感謝している。

　仕事始めの日は少し緊張した。千石くんと会うのは、あれ以来だ。私は普通の表情ができるだろうか。彼はいつもと変わらず接してくるだろうか。

　これは毎年のことだけど、始業時刻とともに、新年の挨拶を総務部長が述べる。

　秘書課やシステム管理課もオフィスに集まり、年始のミーティングとなるのだが、どういうわけか千石くんがいない。出勤していないのだ。

　デスクはそのままだ。デートしたときに考えたことが脳裏をよぎる。やはり彼は総務を出ることになったのだろうか。

　モヤモヤしたまま、総務部長の話を聞き、各課長の挨拶を終えると、ミーティングも終わった。各々が仕事場に戻る中、総務部長が大きな声で呼びかける。

「横手くん！　聞いたよ」

　横手さんが秘書課のオフィスに戻る前に、総務部長に捕まっている。それだけなら誰も気にしない光景だ。しかし次に彼は、誰はばかることなく大声で言った。

「ご婚約おめでとう！　我が社の未来の社長夫人だそうじゃないか！」

　その言葉に総務部全体がざわつき、それから誰もが静かに動きを止めた。話の内容に耳をすませるために。

　私はひとり、表情すらも動かせずにいた。全身に冷や水を浴びせられたような気持ちだ。

　横手さんが婚約？

　社長夫人ってことは……相手は……。

　横手さん本人は困惑の表情をしている。何か言おうと唇が開けられるけれど、総務部長の勢いある言葉に潰されてしまう。

「新年会で社長から聞いたよ！　詳しい段取りはどうなんだい？　孝太郎くんとはもう話し合ってるのかい？」

「部長、違うんです。そういうことではなくて……」

「いやいや、まだ公にするのは早かったかな？　でもおめでたいことだしねぇ！　社長は結構あちこちで喋っているみたいだよ！」

　横手さんは大慌てで頭を下げて、オフィスを後にしていった。

　緊張感が流れたのは一瞬で、総務部は仕事始めのムードに戻っていく。しかし、そこにはざわつきがあった。

　千石孝太郎と横手愛梨が婚約した。

　総務部長の言ったことは、社長の言であり、そこは覆るものではないだろう。

「真純先輩……」

　山根さんと持田さんが気遣わしげな表情で寄ってくる。

　やだなぁ、そんな顔しないでほしい。私には関係のないことなのだ。

「ほら、仕事に入りましょ。営業が年末に回した書類があるから」

　にこやかな表情はちゃんと作れたと思う。

　スマホを見ると、横手さんからメッセージが入っていた。

【先ほどの件は違います。お昼休みにお時間をください。お話ししたいです】

　必死さが伝わる。彼女は私を裏切ったような気持ちでいるのかもしれない。

　ああ、そうか。千石くんが私を諦める理由は『婚約』だったのだ。

　我が社の御曹司という立場で恋をやめたのではない。あるいはそれも理由の一端ではあると思う。

　でも、彼には幸せにすべき人ができたのだ。

【お昼にカフェで待っています】

　横手さんは最初に相対したカフェを指定した。既読だけつけて、私は液晶画面をブラックアウトさせた。




　ランチタイムのカフェは混み合っていた。奥の席に横手さんを見つける。

　サンドイッチとカフェオレを注文し、トレーを持って彼女の前に現れた。

「阿木さん」

　横手さんが私を見て、腰を浮かせる。彼女の前にはカプチーノが一杯だけ。

「食事、買ってきてないの？　買ってきたら？」

　私は自分のトレーを掲げてみせた。

　横手さんとしては、それどころじゃないのだろう。でも、私は彼女に落ち着いて話をしてほしかったし、自分自身も落ち着きたかった。

「でも、阿木さん」

「せっかくなんだから、一緒にお昼食べましょうよ」

　横手さんは私の意見を尊重することにした様子で、急いでレジの列に並び、フルーツサンドイッチを手に戻ってきた。

「あ、それ美味しいのよね。私、結構好き」

「阿木さん、話を聞いてください」

　横手さんは必死だ。私はなるべく穏やかな笑顔で彼女を見やる。

「総務部長の言っていたことは誤解です。私とこうちゃんは、まだ婚約なんかしていません」

　まだ、ということは、これからするということだ。冷えた心の芯でそう思う。

「私が、父の勧めの見合いを断ったからだと思います。それなら、旧知の仲の孝太郎くんはどうだって父が言いだして、それに社長……こうちゃんのお父様が乗ってきたという感じで、まだ父親同士の口約束の段階です。飲みの席で吹聴しているようですが、断じて決定した事実ではないです」

　私はコーヒーカップを持ち上げ、口に運ぶ。ゆったりと嚥えん下げして、カップを戻すと言った。

「いいじゃない。千石くんとなら気心は知れているし、あなたたちは兄妹のような関係なんだから」

　横手さんが信じられないという表情で私を見つめる。

「いいわけがないです。こうちゃんの気持ちは違う。……それに、阿木さんの気持ちだって」

　口調は非難めいていた。

　私の気持ちがなんだというのだろう。もしかして彼女には、透けて見えていたのだろうか。私ですら、ようやく気づいたこの気持ちが。すでに心の奥底に埋めてしまったけれど。

「私は断るつもりです」

　横手さんが厳然と言う。

「こうちゃんとは婚約しません」

「受けたらいいのに」

「阿木さん！」

　彼女は苛立ちも露あらわに声を上げた。

　わざと歯痒い態度を取っているわけじゃない。私にはこうやって、このふたりの背中を押してあげることしかできない。

「千石くんには、年末の時点で『あなたを諦める』って言われてる。きっと横手さんを幸せにするためだと思う。それは受け止めてあげて」

「阿木さん、馬鹿みたいなこと言うんですね」

　悔しいを通り越して泣きそうな表情と声で、横手さんは言う。

「好きを殺して、幸せになれる人間なんかいない。私はそんなおふたりは嫌いです」

　私は少し笑って、大人のフリをする。

「横手さん、お昼食べよう。ね？」

　彼女は最後まで不満そうな顔をしていたし、私は最後まで大人の笑顔を崩さないでいた。

　千石くんは結婚する。会社のため。自分自身のため。




　千石くんが出社したのは翌々日のことだった。

　どうして仕事始めから二日も休んだのか、私にはわからない。野口課長にそれとなく聞いてみたけれど、社長のご意向のようだという曖昧な返事だった。

　遅まきに部内中を新年の挨拶をして回る千石くん。社内には彼と横手さんの婚約の噂が流れている。総務部長以外、誰も面と向かって聞こうとはしないけれど、周知の事実となっている。

「真純さん、あけましておめでとうございます」

「おめでとうございます」

　千石くんが頭を下げるので、私もお辞儀した。型通りの挨拶を終えると、いつもの人好きのする笑顔が私に向けられていた。年末のデートなんか、なかったことみたい。

　想像していたけれど、まったく動揺もしない千石くんに、かすかに苛立ちを覚えた。でも、苛立つ資格は私にはない。

　千石くん本人は噂を知っているのだろうか。知っていて、自分から何も言わないのだろうか。否定して回らないなら、やはり婚約の話は進んでいるのだろうか。埒らちもないことを延々と考える。

　ああ、嫌だ。苦しい。彼とつけた区切りを、私だけが受け入れられず悶もん々もんとしている。こんなことはよくない。

「真純さん、午後に営業部と打ち合わせがあるんですが」

　千石くんがいつもの調子で仕事のことを話しだした。

「うん、わかった。私も行くよ」

「いえ、俺だけで事が足りそうですので、真純さんは大丈夫です」

　ああ、そう。そうやって、仕事の面でも私と距離を置こうって思っているのね。

　……ダメだ。仕事とプライベートをごちゃごちゃにするのはよくない。それなのに、頭がどんどん勝手な方向にいってしまう。

「真純さん、顔色があまりよくないです」

　心配そうな顔でこちらを見ないで。優しくしようとしないで。勘違いしそうになるから。

「大丈夫よ。少し寝不足なだけ」

　突き放すような口調になってしまった。

　でもこれでいい。目を伏せ、私は自分の仕事に戻った。




　千石くんが出社してきてから二日。噂は社内をひっそりと流れ続けている。この噂には妙な付け足しが入ってしまった。

『千石孝太郎は、秘書課の横手愛梨と、直属の上司の阿木真純に二股をかけていたのではないか？』

　横手さんが総務部で私に食ってかかった事件が蒸し返され、今回の婚約騒動で表沙汰になった形だ。

　事実とは反するけれど、当のふたりが沈黙を守っている以上、私に弁明する機会はない。そもそも、噂の真偽を本人に聞いてくる人間もいないので、私は社内を駆けめぐる噂の只ただ中なかにいながら、特に対処もしていない。

　秘書課の泉谷さんは事情を知っているので、私に気にするなと言ってくれたりするけれど、私もダメージを受けている様子は見せたくない。強がって、ニコニコ笑ってみせるだけだ。

　この日は、定時ギリギリに探し物があり、私と持田さんは資料室にいた。そこに山根さんがくっついてきている。自分の仕事が終わったから手伝うと言っているけれど、本音は違うのだろう。

「千石さん、何か言ってきましたか？」

　ほら、この話題だ。

　山根さんが聞いてくるので、私は緩く首を左右に振った。

　千石くんは私本人にも何も言わない。噂を知らないわけはないと思う。だけど何も言ってこない。

　いや、私と彼とはもうなんの関わりもない。自分の婚約の話など、する必要はないのだ。

「私、千石さんに話してみようかな……」

　思いつめた表情で持田さんが言いだした。思わぬ言葉に、私がぎょっとしてしまう。

「真純先輩にあれだけ言い寄っておいて、何も言わず婚約でしょう？　真純先輩も巻き込んで噂になっているのに謝罪もなしだなんて。人として問題があると思います」

「持田せんぱーい、それはちょっとルール違反かもですよー」

　山根さんが唇を尖らせて、割り込んでくる。

「男と女のことです。外野が口を出したら、こじれますよ。ちゃんと結婚の約束をして付き合ってたとかなら別ですけど」

「じゃあ、山根はこのままでいいっていうの？　真純先輩に黙って婚約って。ふたりともあれほど近くにいたのに」

「私だって気に食わないですよ。真純先輩をなんだと思ってんだって話。でも、ふたりが公に話さないし、横手本人は断るつもりって言ってます。裏でいろいろあるんじゃないですかね。お金持ち同士の婚約って、本人たちだけの問題じゃないでしょう」

　意外なことに、山根さんが冷静に真っ当な意見を言った。

　持田さんは私を気遣って怒ってくれているけれど、確かに私は何も言わなくていいと思っている。たとえその結果、千石くんと横手さんが本当に婚約してしまっても。

　だって、社長や横手さんのお父さんの間で約束ができているなら、それこそ私にどうにかできるものじゃない。私は千石くんの上司ってだけ。彼とは付き合っていない。

　そして、千石くんは私との恋を捨てた。

　私にできることは残っていない。

「ほらほら、もう無駄話は終わり。見つかったから戻ろ」

　私は明るく言い、話を打ち切った。先に立って、資料室を出て首を鳴らす。

　もうこの話題は避けよう。彼のことは私には関係ないのだから。




　オフィスに戻ると定時を過ぎていた。残りの仕事を片づけていたら、スマホに野々花から連絡が入る。

【まだ会社？　近くまで来てるんだけど】

　連絡は取り合っているけれど、野々花と直接会うのは旦那さんが倒れたとき以来だ。急なのは珍しいけれど、食事にでも誘ってくれるのだろうか。それなら嬉しい。




　すぐに仕事をまとめて退勤し、職場を出ると、地下鉄の階段近くで野々花が待っていた。

「歩くんとごはん食べるから、この辺来たんだ」

「なんだ、夕飯の誘いじゃなくて残念」

「へへ、ごめんね。これ、あげる」

　野々花は私の手にビニール袋を押しつけてくる。

　なんだろう、やけに重い。二重になった中身を見ると、ごろごろと土つきのじゃがいもが入っている。

「実家から来たの。この前のお礼ね。これで千石くんにコロッケでも作ってあげなさいよ」

　どうやら、この重たいプレゼントが呼び出しの理由だったようだ。嬉しいけれど、野々花は誤解したままのようだ。

「ありがとう。でも、私と千石くんは本当に上司と部下だから」

「またまた、そんなこと言って。実はちょっと前から、いい人がいることは勘づいてたんだから。真純のクソ元彼の情報でね！」

　クソ元彼……大翔のことではあるけれど、もしかして昼休みに追っぱらった件？

「あの男ね、『真純は俺に未練があるからセフレでキープできる』とか、クズそのものの話を男友達にしてたみたい。ホントどうしようもない男でしょう！」

　やはり私の想像は当たっていた。あのとき、大翔は私を〝キープのセフレ〟にするために会いに来たのだ。

「それがね、次に歩くんが会ったときには『真純は二股かけてた！　別れてすぐに、顔がいい男と付き合ってた！』って言うんだって。ま、歩くんが『おまえと真純ちゃんは違うだろ』って一蹴して終わったみたいだけど。だから、真純が自分から話してくれるのを待ってたんだよ、私」

　あのとき、千石くんは私の彼氏のフリをしてくれた。大翔を追いはらうために。そんなことすら、もう遠い過去のことみたい。

「この前会って納得しちゃった。彼、真純のことを大事そうに見てたもんね。すごくすごく好きなんだなあって伝わってきたよ」

　私は野々花の言葉に下唇を噛みしめた。うまく笑わないといけないのに、頬の筋肉がうまく動いてくれない。

「野々花、そんな滅多なこと言っちゃいけないわ。千石くんはたまたま大翔と話してるところに居合わせて、口裏を合わせてくれただけなんだから。彼ね、うちの会社の御曹司なんだ」

　野々花が驚いた表情になった。私はつらつらと続ける。

「世界が違うのよ、庶民とは全然。それに、若くて可愛いお嬢さんと婚約が決まったばかりなの。私なんかが変な噂の元になったらかわいそう。ね、もう、この話は終わりね！」

　強引に話を切った。

　野々花は私の言葉に納得したわけではなさそうだった。付き合いの長い友人だ。私の様子が変なことはバレていると思う。

　だけど、そこもまた女友達。上手に踏み込まない心得は持っている。

「そっか！　なんか私、早とちりしちゃったみたいね！　ごめん！」

「いいのいいの。じゃがいもは美味しくいただくね。最近、後輩の子たちと女子会が楽しくて。そこでコロッケ作ろうかなあ」

　明らかな強がりでもなんでもいい。私にはやり過ごすことが必要なのだと気づいた。

　そう。私は『やり過ごさなければならない』程度にダメージを受けている。

　今、苦しいのだ。それは認めなければならない。




　金曜日の夜だ。じゃがいもを手に、私はひとり家路につく。

　ここ最近、あまり感じていなかった人生の重みを感じていた。重量のあるじゃがいもがなければ、このまま東京タワーへ向かっていただろう。

　最寄り駅から商店街を歩いていると、新年の装飾がまぶしく感じた。世の中が自分の方を向いていない。いや、私が世間に視点を合わせられなくなっている。

　お酒でも飲もうかと思い、やめた。今日ひとりで飲んでも、きっといいことはない。たいして強くもない私が酔ったところで、明日の朝の惨めさが増すだけだ。

　熱いお風呂に入って、普段あまりしないパックでもして、爪を磨いて寝ようかな。

　そうしようと決める。




　帰宅するとすぐに、ユニットバスに熱いお湯をためた。冷えきった手足を湯船の中で伸ばす。

　気持ちいい。お風呂は正解だった。

　千石くんが結婚する。その事実は今週、見事に私を打ちのめした。

　彼が私を諦めた時点で、彼の動向に私が着目する理由はない。もっと言えば、私は彼の好意を拒否し続けてきた。離れていった男の結婚話に、やきもきする資格がないのだ。

　それなのに……苦しい。

　千石くんは私を抱いた。とびきり優しく情熱的に抱いた。何度も何度も求め合い、彼と繋がっている瞬間だけ、私は自分の気持ちを肯定した。

　そう。あのとき肯定した気持ちは、言葉にすればなんともシンプル。

『好き』

　それだけだった。千石くんが好き。言えるわけもない言葉が、言わなかったからこそ心に引っかかっている。




　たっぷり一時間近く浸かり、お風呂を出ると、バスタオルを巻いた格好で全身を保湿した。髪の毛を乾かし、温かなルームウェアを着る。

　ふと、上がり框がまちに置き去りのじゃがいもを思い出し、料理しようか考えてやめた。

　そういうことは明日にしよう。お腹もあまり減っていないし、今日はやはり早寝が一番の薬になるかもしれない。

　歯を磨き、バスルームを出たところで、玄関のチャイムが鳴った。

　なんだろう。今日は荷物が届く予定はない。単身者の多いマンションだから、回覧板のようなものも回ってこない。そっと近づき、ドアスコープから外を見た。

「え……」

　そこには千石くんがいた。今日オフィスで見たスーツ姿のまま立っている。

　野々花の旦那さんの件で送ってもらったことがあるから、彼は私の家を知っている。だけど、尋ねてくる理由なんかないはずなのに。

「何か用ですか？」

　私はドアに向かってよそよそしく言った。インターホンがないから、こうしてドア越しに話すしかない。

「真純さん。少し、お時間をいただけますか？」

「悪いけど、今日はもう……」

「一、二分でいいんです」

　ルームウェア姿であることに抵抗はあった。しかし、もっと恥ずかしい姿は一度見せているし、ここで過剰反応をしたくなかった。

　鍵を外し、ドアを開ける。千石くんが三た和た土きに入ってくる。

「何？」

「真純さん……俺……」

　千石くんは、ためらいがちに視線を泳がせる。言葉に迷っている様子だ。苛立ちなのかなんなのかわからない。無性に意地悪な気持ちになり、私は口の端を上げた。

「結婚するんでしょう？　それなのに、こんなところに来ちゃダメじゃない」

　キッと千石くんが私を見据える。睨むような視線にたじろがないで、私も見つめ返した。

「真純さんは……俺が結婚してしまっても……いいですか？」

「そんなことを聞きに、わざわざ来たの？」

　呆れた表情を作って、腕を組んだ。

「結婚でもなんでも好きにすればいいわ。私に関係のあることじゃないもの」

「よく言う」

　千石くんの瞳が、きらりとひらめく。あの野生的な色だ。パワーが強くて、圧倒される。呑まれたくない。

「俺のことが好きで好きでしょうがないくせに」

「好きじゃない」

　私は憎々しく答えた。この期ごに及んで何を言いだすのだろう。私は最初から、千石くんのことなんか好きじゃない。

　東京タワーで出会って、オフィスで再会して、助けてもらって優しくしてもらって、たくさんの好意をもらった。

　だけど、私はあなたより年上で、あなたとは住む世界が違って、あなたみたいにモテる男の何番手かにはなりたくなくて……。

　そして、その全部があなたを『好き』になる気持ちを止めてくれなかった……。

「お姉さん、泣きそうな顔してる」

　千石くんがあの日の言葉をなぞって言った。いつの間にか流れていた私の頬の涙を拭う。

「オフィスでずっとずっと泣きそうな顔してた。俺の顔をまともに見られなかった」

「うぬぼれないで」

「うぬぼれます。あなたは俺が好きなんだ」

　そう言って抱き寄せられたとき、私に抗う意志は残っていなかった。

　千石くんの匂い。温度。私の欲しかった全部がそこにあった。手を伸ばさずにはいられないほど魅力的で、愛いとおしいそれらを、私は力いっぱい抱きしめた。

　彼は私のものにはならない。説明も釈明もなしに、ただ私を抱きしめに来た彼は、きっと私に話していないことがある。

　つまりはそういうことなのだ。彼は依然『諦める』つもりでいる。

　夢中で重ね合った唇は甘く、柔く、幸せな感触がした。

　もつれるようにベッドに転がり込んだとき、私も千石くんも互いのこと以外は何ひとつ頭になかった。ひたすら互いの存在に集中していた。

　嵐のような夜だった。初めての夜よりいっそう激しく私たちは抱き合った。そうしなければ死んでしまうとでもいうように。




　土曜日の午後。といっても日の落ちかけた十六時近く、私はキッチンでコーヒーを淹いれていた。

　リビングでは、換気のために開け放たれた窓から千石くんがベランダを見ていた。投げてあったくしゃくしゃのワイシャツとスラックスを身につけて、気だるげに窓枠に寄りかかっている。

「コーヒー、よければ飲んで」

　小さなテーブルにマグを置くと、「ありがとうございます」と返事があった。

　私も千石くんも昨夜から飲まず食わずだった。死に物狂いで抱き合い、束の間まどろみ、また抱き合う。

　途中、ベッドから出るのを千石くんは許してくれなかった。最後はふたりともくたびれ果て、裸のまま互いの身体をかき抱いて、猫のように丸まって眠った。

「この木……」

　千石くんが、ベランダで葉を震わせるレモンの木を指差す。

「レモンよ。春には花が咲くみたい」

「実ができるんですか？」

「わからない。花は咲いても実はできないことも多いってネットで読んだ。できても青くて、小さく終わってしまうこともあるって。……鉢植えだからね」

　付け足した言葉が言い訳みたいに聞こえた。鉢植えだって、上手に育てればレモンは実るのだろう。私にはそのやり方が皆目見当もつかないだけで。

　レモンはまるで、私たちみたい。

　花は咲くけど実らない。

　この恋に対する〝先〟を、私も千石くんも口にしなかった。彼には何か思うところがあるのだろう。婚約に対する言い訳も、私を諦めると言ったのに再び会いに来た理由も口にしない。

　彼は私に言えないことがある。それをわかっていながら、昨夜私は彼に抱かれた。

　私たちの恋は実らない。

「コーヒー飲んだら、帰りなさい」

　大人の女は最後まで演じるべきだろう。私は自分のマグを傾けて、振り向いた彼に向かって微笑む。

「こういう遊びは、もう付き合わないわよ」

　千石くんがゆっくりと立ち上がる。テーブルのマグを手に取り、熱いブラックコーヒーをひと口飲んだ。

「最後にします」

　その言葉に胸が痛んだことは、隠すつもりもない。私は目を伏せ、頷いた。

「真純さん、週明けにはわかることですが、お先にお伝えします。俺は富士ヶ嶺を辞めます」

　千石くんの言葉に、弾かれたように顔を上げる。

　辞める？　それじゃあ婚約は？

「関連会社や子会社に行くの？」

　グループ全体の後継者なのだ。グループ企業で社長や副社長を任されることはあるだろう。

「そういうことではありません。富士ヶ嶺から離れます」

　それじゃあ、あなたはどこへ行くの？　この会社の後継者の立場を捨てて、どこへ行こうとしているの？　横手さんはどうするの？　婚約はどうなったの？

「早いですが、水曜が最終の出勤日になると思います」

「……そう」

　心に浮かんだ疑問は、何ひとつ口にできなかった。それは私の恋心と一緒で、彼自身には関係のないことだから。

「わかったわ」

　そうか。彼は私から遠く離れていくんだ。

　私たちの恋は実らない。




「コーヒー、ごちそうさまでした。さようなら、真純さん」

　玄関で見送るとき、千石くんは穏やかではあった。一方で、寂しくてたまらないという気持ちも痛いほど伝わってきた。

　抱き合えばわかる。彼はまだ私に気持ちがある。だけど、彼は私を諦めたし、私も彼を受け入れなかった。私たちのエンドはここなのだ。

　玄関が閉まり、しばらく私は立ちつくしていた。五分だったか十分だったかもわからない。猛烈にお腹が空いたことに気づく。こんなに心は消耗していてもお腹は空くのだということに、圧倒的な肉体のパワーを感じた。

　足元には、昨日から置きっぱなしのじゃがいもがあった。ビニールを手に取り、中のじゃがいもを三つ、流しに出す。鍋に水を入れ、皮をむいて四等分に切ったじゃがいもを放り込み、コンロに火をつけた。

　茹ゆだったじゃがいもはフォークの背で潰し、棚にあったツナ缶と、冷蔵庫に残っていたキュウリをスライスして入れる。マヨネーズと塩しお胡こ椒しょうでポテトサラダの完成だ。大きなじゃがいも三つ分は、かなりの分量になる。

　残されたマグをふたつ流しに運び、大皿のポテトサラダを、どんとテーブルに置いた。潰すのや混ぜるのに使ったフォークでそのまま食べ始める。

　黙々と口に運ぶ。美味しい。自作のポテトサラダはじゃがいもがいいのか、すごく上手にできていた。

　美味しい。じゃがいもは美味しい。

　頭を食欲だけでいっぱいにする。それが涙をこらえる完璧な方法だった。
















東京タワー













「阿木さん、ランチはどこを手配したの？」

　野口課長に尋ねられ、私はパソコンの液晶画面から顔を上げた。

「ＭＭビルのイタリアンを予約しました。二階なんですけど、テラス席が広いので」

「テラス席じゃ寒くないかねぇ」

「総務部長は『天気もいいし気持ちよさそうだね』って喜んでましたよ」

「うん。ならいいや」

　野口課長と話しているのは、今日のランチタイムに急遽行われることになった、千石孝太郎の送別会の場所についてだ。

　千石くんが退職するという報は、週明けの月曜日には全社のニュースとなった。しかも水曜日が最終勤務日だという。

　理由は誰も詳しくは聞いていない。噂になっているのが、スペインに戻るというものだ。

　友人に任せた会社に戻りたくなったのではないか。向こうに将来を約束した相手でもいるのではないか。そんな憶測も飛び交ったが、誰も真偽を確認できず、そしてそんな暇もなく彼は去っていくのだろう。

　集合率が高いという理由で、火曜日のランチタイムに送別会を企画したのも、そういう理由だ。

　総務全員とはいかないが、各部署から何人かずつと総務部長、課長陣が集まれば、一応は会として成立する。

　仕切りは同僚である総務二課。そして私の上司としての最後の仕事だ。




　ランチは総務部長や井戸川課長が千石くんを囲み、和気藹あい々あいとしたムードで行われた。あれやこれやと話をしているのは上司だけで、私たち下々の人間は、ろくに千石くんと話すこともなく終わってしまった。

　漏れ聞こえた話では、やはり千石くんはスペインに戻るらしい。そしてそれを社長はよく思っていないらしい。この急な退職劇も、社長の強い意志が裏にあるようだ。乱暴に要約すると、会社を継がないなら出ていけという……。

　どうして千石くんは、富士ヶ嶺の後継者という立場を捨てるのだろう。彼にとって、ここは守るべき場所、戻るべき場所じゃなかったのだろうか。

　でも、それを本人の口から聞く機会は訪れないだろう。

　モヤモヤはしているけど、それは私個人の気持ちで、千石くんの未来とは関係ない。

　水曜日の千石くんの最終勤務日は、つつがなく過ぎていった。

　彼は山根さんと持田さんに仕事を引き継ぎ、私が渡した仕事は戻す格好になる。人員はひとり減るけれど、次の新入社員を入れる約束を井戸川課長には取りつけてあるので、一時の我慢だ。

　定時頃には、弟の涼次郎くんが運転手さんを従えてオフィスに現れた。

「兄がお世話になりましたぁ」

　明るく入ってくる彼は、どうやら千石くんの荷造りを手伝いに来たらしい。半年ほどだったけれど、多少は千石くんも荷物がある。それをふたりで段ボール箱に詰めていく姿は、以前と変わらぬ仲のいい兄弟だ。社長とは確執が生じても、兄弟間には関係のないことなのだろう。

　私はここ三日、千石くんと話をしていない。何度か持田さんと山根さんにはつつかれた。話をしておかなくてもいいのか。このまま別れ別れでいいのか。そんなことを言われた。

　でも、ふたりに私と千石くんとの間にあった出来事を語るわけにもいかない。

　私たちは抱き合い、それを思い出として葬ることにしたのだ。彼が私を諦めると言った理由は、このスペイン行きが最初から頭にあったからなのだろう。

　彼の婚約ももしかすると、社長による千石くんの引き止め工作だったのかもしれない。今になってみればそんなことも思える。その後どうなったのかは聞いていないけれど。

「短い期間でしたが、本当にお世話になりました」

　いよいよそのときだ。荷物を撤収し、総務をひと回りして挨拶してきた千石くんが、二課の面々に頭を下げた。野口課長がうんうんと首を縦に振る。

「向こうでも頑張ってね」

「ありがとうございます。二課で学んだことを活かしたいと思います」

　千石くんがオフィスの出入口で頭を下げ、出ていく。

　行ってしまう。ああ、行ってしまった。

　知らず、ぎゅっと下唇を噛みしめていた。

「真純先輩、お見送りに行かなくていいんですか？」

　山根さんが何度目かの背中を押す発言をしてくる。私は緩く首を左右に振った。

「もういいのよ」

「よくないと思いますよ！」

　ありがたいけれど、私はこれでいい。おしまいでいいのだ。

「あの、真純先輩」

　持田さんが横から遠慮がちに言う。

「これは個人的な意見ですが、私は旅立ちのときに、お世話になった上司からひとこともらえたら嬉しいと感じます。その言葉を胸に頑張ろうって思えます」

　上司として、最後に彼に接してくればいい。持田さんはそう言っている。

　心がグラグラと揺らいだ。諦めるという決心の奥でまだ納得できていない私がいる。

　彼は私に何も話してくれていない。私には聞く権利はないかもしれない。

　だけど……。

「真純先輩」

「わかった。ひとこと、伝えてくる」

　まんまと背中を押されて、私はオフィスを小走りで飛び出した。

　階段を駆け下りる。まだいるだろうか。

　来客用の駐車スペースに涼次郎くんの姿を見つけた。私が駆け寄ると、彼が顔を上げる。

「阿木さん」

「涼次郎くん……お兄さんは？」

　千石くんの姿が見えない。涼次郎くんと運転手さんだけだ。

「兄は東京タワーに向かいました」

　涼次郎くんが私をまっすぐに見つめる。兄とは違った種類の澄んだ瞳だ。

「明日の昼のフライトなんです。夜のタワーはもう見られないだろうからって。阿木さん……一緒にいてやってもらえませんか？」

　どういう意味だろう。涼次郎くんの言葉に、私はひとり慌てた。

　この少年は、私たちに何かあったことを知っているの？

「愛梨ちゃんからいろいろ聞いています。あ、兄は愛梨ちゃんに振られましたよ。好きな女を幸せにできないやつと婚約なんか無理って」

　愛梨ちゃん……なるほど。年は離れていても、千石くんと横手さんが幼い頃から知り合いだったなら、涼次郎くんも横手さんと親戚みたいな付き合いをしていたわけだ。

　でも、横手さん、中学生相手に何を話したのよ……。

「兄はもう、この会社の後継者でも、阿木さんの部下でも、婚約者持ちでもありません。阿木さんには魅力のない男かもしれませんが、餞はなむけに会いに行っていただけると嬉しいです」

　涼次郎くんに深々と頭を下げられ、私はいっそう慌てた。そして、胸がどくんどくんと鳴り響き始める。

　みんなが背中を押してくれている。みんなが応援してくれている。それなのに、私だけが立ち止まっている。これじゃダメだ。

　会えなくなる前に向き合わないと。カッコ悪いとか子どもみたいとか、そんなのどうでもいいから、後悔しないように足あ掻がかないと！

「私……お兄さんに会いに行ってくるね。ありがとう、涼次郎くん」

「はい！　それと、富士ヶ嶺の次期社長は俺になりますので。阿木さん、今後もよろしくお願いします」

　そう笑った涼次郎くんの笑顔は、千石くんにそっくりだった。年は離れていても、この兄弟、食わせ者なところは同じみたい。




　東京タワーはすでに夕闇に沈んでいた。冬至からまだひと月も経っていないから、夜は長いままだ。ぴゅうぴゅうと冷たい風が吹きすさび、マフラーを職場に忘れてきたことに今さら気づいた。でもそんなことには構っていられない。

　入場券売り場は空いていて、チケットはすぐに購入できた。冬休み後の平日の夜だし、誰もがまっすぐ家に帰りたいほど寒い夜だ。こんなものだろう。

　脇目も振らずにデッキに上がると、まばらな観光客の中に千石くんがいた。リニューアル工事が入っているせいで、一部閉鎖区間があるから、彼の背中はすぐに見つけることができた。

「千石くん」

　思いきって声をかけると、彼はしなやかな体躯を翻し、こちらを見る。

「真純さん」

　その唇が薄く開いた。瞳は驚いたように見開かれ、次に優しく細められた。

　私が追いかけてきたことは意外だっただろう。でも、運命を受け入れたような凪ないだ表情をしている。

「どうしても」

　歩み寄り、私は背の高い彼を見上げる。

「どうしても、千石くんの口から聞かないと納得できない。会社を辞めることも……他にも……」

　順風満帆だったはずだ。富士ヶ嶺の後継者として、たった半年で彼がどれだけのものを積み上げてきたか。こんなに急に会社を去る理由があるなら、知りたい。

「真純さんに振られたから」

　そう言って、千石くんは微笑んだ。

「なんて、嘘です。本当は、スペインに残してきた会社とその仲間たちからＳＯＳがあったんです」

「え……」

　スペインには、千石くんが友人と起業した会社がある。若いアーティストを発掘してプロデュースしていく会社だと聞いた。そこが軌道に乗ったから、千石くんは戻ってきたんじゃなかったの？

「十二月に入ってから相談されていました。タチの悪いブローカーにつけ込まれて、かなりの負債を負ったそうです。抱えていたアーティストの作品もだいぶ盗まれてしまいました。一時的に手伝いにも行ったのですが、とても間に合わない」

　クリスマスにスペインを訪れていたのも、そういう理由だろうか。もしかして年末年始もあちらにいたのかもしれない。

「彼らにＳＯＳを出されたとき、一度は断りました。立ち上げたのは一緒でも、もう手放した会社です。それぞれの人生があるからと別れたことを、彼らも知っている。それでも助けてほしいというのは、よほどの事態です」

　瞳を伏せ、沈鬱な表情をする千石くんから、深く悩んでいたことが感じられた。スペインに戻るということは、自身の将来や夢を一度リセットすることだ。

「彼らを助けたい気持ちが、富士ヶ嶺で頑張るという気持ちを上回ってしまった」

「それで会社を辞めることにしたの？」

「はい。父には『勘当だ』と言われました。当然でしょうね」

　勘当という重い言葉は納得済みのようだ。千石くんは静かに言葉を続ける。

「あなたが好きです。だけど、富士ヶ嶺の後継者という立場をなくし、金銭面も将来も不安定。さらに日本からはいなくなる。そんな状態であなたに愛を誓い、あなたの心を縛る約束を取りつけることなんてできない」

　ああ、そうか。やっとわかった。彼の心にあったのは、譲れない思いだったのだ。仲間を助けたい。また一緒に同じものを見たいという。

　富士ヶ嶺にいれば、彼の未来は安泰だろう。家族と諍いさかいにもならない。

　それでも、千石くんは旅立つ。大事な仲間と次のステージへ行くために、居心地のいい場所を去るのだ。

　私の好きになった人は、なんて大きいのだろう。心も、見ているものも。

「諦めるって、そういうことなんだね」

「ええ。全然諦められてないんですけどね。困ってます」

　千石くんは肩をすくめておどけてみせる。

　私は千石くんにもう一歩近づいた。勇気を出して彼の右手に触れる。それから両手を取り、包み込むように握った。

「千石くん。私、ずっとあなたと付き合うのは無理って言ってきた。年下で、部下で、住む世界の違うあなたと恋人になるなんて。だから、逆にあなたを好きになる可能性はどこにあるかを考えたの」

　彼の透明な瞳に、私の顔が映る。必死の表情が映っていて恥ずかしい。でも、ここで必死にならなきゃ、いつなるのだろう。

　三十年間生きてきて、一世一代の想いを伝えるのは今なのだ。

「あなたが御曹司でお金持ちなんてことは、好きの要素には入ってない。そんなのどうでもいい。私が好きになるとしたら……」

　言葉に詰まりそうになる。ぐんと背筋を伸ばし、千石くんを見つめた。

「私が好きになったのは、強引で勝手で、紳士的なのに自信満々で、でもとびきり優しくて思いやりのある、あなたの性格よ」

　次の瞬間、千石くんが私を抱き寄せた。

　苦しいくらいの抱擁に私は戸惑い、一瞬身体が強こわ張ばった。やがておそるおそる彼の背に腕を回す。

「俺が好きになったのは、真面目で堅くてお人好しで、クールな大人ぶりたいのに、案外子どもなあなたです」

「うるさいなぁ」

　千石くんの声がダイレクトに身体に響く。心地いい。

「待たせますよ。何年かかるかわからないけれど、俺の納得できる将来を引っ提げて、あなたを迎えに来ます」

「馬鹿ねぇ。三十女を待たせるなんて正気じゃない。他に条件のいい男の人がいたら、すぐそっちに行っちゃうわよ」

　誓いの言葉をわざと茶化すと、頬に触れる千石くんの手。見上げれば、彼の愛おしそうな視線とぶつかった。

「そんな気ないくせに。俺のこと、好きなんでしょう？」

　殺し文句には諸手を上げて降参するしかない。

　ここまでずっと言えなかった。言わなかった。だけど、もう私も向き合いたい。

「大好きよ、馬鹿！」

　人目を気にしていないわけじゃない。だから、あっという間に終わらせるつもり。

　この瞬間、大事な告白をここでできてよかった。

　私たちはぎゅっと抱き合い、それから名な残ごり惜しく、身体と身体に距離を作った。

　一緒に東京タワーを下り、手を繋いで歩く。びゅうびゅう吹きすさぶ風が今は心地いい。

「私がここに来なかったら、言わないでスペインに行くつもりだったの？」

　横を見上げれば、そこにはずっと隣にいてくれた男性が、恋人の瞳で私を見つめている。

「ええ。向こうからプロポーズの手紙を送るつもりでした」

「まだるっこしいこと考えるなぁ」

「真純さん、古風なところあるから、手紙っていうのもぐっとくるかなって」

　なんだろう、その攻略法。古風ってあたりがおばさんに通じて、ちょっと心外なんだけど。

　私は空を仰いだ。東京タワーと細い月。じんわりと伝わってくる千石くんの手のぬくもり。

「急がないから、千石くんの……孝太郎の思うように頑張って」

　千石くんが呻き声を上げるので、視線を戻すと、彼は耳まで真っ赤になっていた。不意打ちで名前を呼んだのが響いたらしい。

「ああ、もう。朝まで独占してもいいですか？」

　真っ赤な顔を伏せる彼に、私はささやくように答える。

「うん。孝太郎のものになったから、好きにしていいよ」

　東京タワーの下、私たちは並んで歩いた。どこまでも行けそうな幸福な気分だった。
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「真純せんぱーい！　人事課のお力で、どーにか持田先輩を総務二課に戻してくださーい！」

　午前中のオフィスに響き渡るのは、山根さんの懇願だ。私は困った顔で首を傾げた。

「そうは言ってもねぇ。持田さん、元々は営業事務志望だったから」

　私の答えに納得できないとばかりに呻き、デスクをとことこと拳で叩く山根さん。

「でも！　真純先輩が人事課に異動になって、持田先輩が第三営業部に異動になって、私、いっぱいいっぱいですよーっ!!」

「後輩をたくさん入れたでしょ？　山根さんももう三年目なんだから、面倒を見てあげて」

「まだ三年目なんですぅ。私が面倒見てもらう立場ですぅ」

「そんなこと言わないの」

　千石孝太郎が富士ヶ嶺を去ってから、二年が経った。

　私をはじめ、総務のメンバーも少々環境が変わった。私は同じ総務部の中でも人事課に戻り、持田さんは先日、長年希望していた営業部へ異動した。ずっとやりたがっていた分野の仕事で、彼女も張り切っている。

　山根さんはそのまま二課にいる。いっぱいいっぱいと言いつつ、後輩を指導しながら立派にグループリーダーをこなしているって、私は知っているんだけどなぁ。

「〝次期人事課長〟！　お願いしますぅ！　持田先輩をもーどーしーてーっ！」

「ちょっとちょっと、それやめて」

　山根さんの言葉を慌てて否定すると、横から現上司の井戸川課長がニヤニヤと口を挟んでくる。

「いいじゃない、阿木さん。我が社最年少課長の誕生は、ほぼ決定なんだから」

　そう。ちょっと困ったことに、私は新年度には昇進の内示が出ている。総務部長が先月退職されて、井戸川課長が繰り上がる形で総務部長に昇進。それに伴い、私が課長にという話が出てしまったのだ。

　秘書課の須藤課長をはじめ、役つきの女性は何人かいるけれど、三十二歳というのは富士ヶ嶺始まって以来らしい。

「私は何もしていないので」

「何言ってるんですか。二課での実績と、人事での教育プログラムの成功があるから当然ですよ！　社長が会議で『総務の阿木さんを昇任させよう』って提案したって噂ですよ！」

　人事に移ってすぐに私が手がけたのが、新入社員向けの教育プログラムの見直しと、大学生向けのインターンプログラムの改変だ。これが大きな取り組みとなり、就活生向けのサイトやイベントで大々的に取り上げられたのだ。どうやら、今回の昇進は成果に対する評価らしい。

　私はただ粛々と自分の仕事をしただけ。離れて暮らす恋人に負けないように。

「私ひとりの力じゃないのよ。みんなの協力があったから」

　肩の力を抜いて、人を信じ、頼る。しなやかに柔軟に。そんなところは彼からのアドバイスを参考にしているところがある。

　仕事熱心な方ではないと思っていた。ただ真面目なだけの人間だ。

　でも、ここ数年の私はちょっと違うかもしれない。この会社で頑張っていきたい。この場所は私にとって大事な場所なのだから、守りたい。

「次期人事課長は謙虚だねぇ！　野口くーん、君の教育がよかったのかなー？」

　井戸川課長が、二課のデスクで消しゴムドミノをしている野口課長に声をかけた。野口課長は驚いてドミノを倒しつつ、苦笑いだ。

「阿木さんに追いつかれちゃうから、複雑だな～」

「野口課長も頑張って、常務とか目指してくださいよ」

　山根さんの言葉にみんなが笑った。

　毎日が充実している。そんな実感がある。

　千石くん……孝太郎はスペインで頑張っている。彼と友人の会社は立ち直り、順風満帆。埋もれているアーティストと買い手を結びつけるプロデュースの分野は、絵画や音楽から、彫刻や建築物まで幅広い。

　さらに孝太郎は、昨年新しい事業を立ち上げた。個人や法人の買い手が買いつけた作品の管理を取り仕切っているそうだ。具体的には、世界中に所在は明かさずに管理の行き届いた倉庫を持ち、そこで芸術品や高価な嗜し好こう品ひんの管理をする。これらは買い手の資産でもあるので、場合によっては専門家から資産運用のアドバイスもする。これが好評を博し、彼は一段と忙しくなった。

　この二年、私は二度スペインを訪れ、孝太郎や彼の仲間と会った。孝太郎は私をパートナーだと紹介して、彼の仲間たちは私を家族のように受け入れてくれた。

　孝太郎本人も二度帰国している。お父様である社長は、まだ彼が選んだ道をよく思っていないみたいだけれど、家族で食事したり話したりはするようなので、いずれ雪解けするのではないかと涼次郎くんが言っていた。

　ちなみに、私と孝太郎が交際中なのは社長の知らないことだ。知っていたら、私の昇進もなかったかもしれないなぁと漠然と思う。

　孝太郎は二十八歳、私は三十二歳。彼はまだまだやりたいことがあるみたいだ。スマートなのに野心家で、いつも瞳の奥で野生の力を溢れさせている。

　そんなパワーを愛おしく想う。二年経っても色褪あせることなく彼に惹きつけられる。だから、私はいつまで待ってもいいのだ。

　彼とずっと離れることなくともにいられるのは理想だけど、それは年を取ってからだっていい。彼には夢があり、私にはやりがいのある仕事がある。

「あれ？　どうしたの？」

　気づくと横手さんが私のデスクの隣に立っていた。その向こうには泉谷さんもいる。

「阿木さんをお昼ごはんに誘いに来ました」

「ふたりで？」

　確かに一、二分経ったら昼休みだけど……。秘書課のふたりが、なんで揃ってやってきたの？　それぞれとお昼を食べに行ったことはあるけど、三人ってことはなかったよね、今まで。

　何が何やらわからない。よく見ればオフィスに人が増えている気がする。

　秘書課にシステム管理課……井戸川課長を筆頭とした、昼休みの五分前にはフライングで昼食に行ってしまうメンバーも揃っている。さらに持田さんが入室してきて、山根さんを小突いているのが見える。

　あれ？　今日って何かあるんだっけ。イベント？　ミーティング？　社長が急に現れることはあるけど、そんな話も入ってきていないし。

　時計が十二時の昼休みを指した。その瞬間、オフィスのドアが勢いよく開く。

　もう、誰よ。乱暴に開けたのは。

　顔を上げた私は、そこに思わぬ人物を見つけ、固まった。

　開け放ったドアから千石孝太郎が現れたのだ。

　ここの社員だったときのようなスーツ姿で、手には大輪の薔ば薇らの花束を持っている。

　オフィスにいた面々が立ち上がる。

「阿木さん、こちらへ」

　横手さんが、驚いている私の腕を引き、ドアの正面最奥の窓側に誘導した。

　孝太郎が近づいてくる。一歩一歩、私を見つめて。

　何これ。何が起こっているの？

「真純さん、待たせてしまい申し訳ありません。迎えに来ました」

　孝太郎が微笑み、私の前に片膝をついた。

「結婚してください」

　差し出されたのは薔薇の花束と、小さな箱に入った指輪。美しいカットのダイヤモンドがついたものだ。

「何やってるの……ここ会社よ」

「知ってます。だから、昼休みにみなさんに協力してもらいました」

「こういうのは嫌いだって……言ってるのに……」

　情けなくも涙が出てきてしまい、そこから先は言葉にならなかった。

　孝太郎の手から花束と指輪の小箱を受け取ると、オフィス中から、わあっと歓声が上がる。

「イエスでいいですね」

「イエス、だけど……サプライズ……嫌い」

　引っかかるように答えた私に、山根さんが横から顔を出す。

「千石さん、先月から私とやり取りしてたんです。あ、ビジネスパートナーとしての契約のお話ですよ」

「俺が立ち上げた会社のアジア拠点を作るので、富士ヶ嶺に協力を仰いでいたんです。山根さんとはその契約の関係で」

　アジア拠点？　っていうことは、孝太郎はそのために帰国してきたの？

「千石さんが、真純先輩にプロポーズしたいから場所を整えてほしいって言うので、企画しました」

「薔薇の花束は私が手配したんですからね！」

　山根さんの後ろから横手さんも言ってきた。

　どうやらたくさんのご協力で、この恥ずかしすぎるプロポーズは成り立ったらしい。恥ずかしくて、いたたまれなくて、でも嬉しくて幸せで、涙がまた溢れた。

　孝太郎が私を見つめる。キラキラ光る鮮やかな瞳は、私が見てきたものの中で一番美しいものだと思う。彼の魅力が詰まった、少し野蛮で透明で、パワーの塊のような瞳だ。

　大きな手が私の頬を包む。

「アジア拠点は東京に作ります。同居で新婚生活のスタートを切れそうですね」

「気が早いんだから……」

　東京タワーで出会った青年は、あの日、私に魔法をかけた。私の心を抱きしめてくれる優しい魔法。

　そして、その魔法は今でも続いている。

　今度は私からも魔法をかけてあげる。

「孝太郎、ありがとう。大好きよ」

　ずっと一緒にいられる魔法を、毎日ささやいてあげる。
















番外編　その晩のお話













「あ～。恥ずかしくて明日から会社行けない～」

　私はシーツに顔をうずめて、呻いた。

「なんでですか？」

　横で孝太郎が、私の裸の背を撫でて聞く。

　深夜のホテルの一室。常夜灯がシーツを淡く照らし、大きく開けた窓から都心の夜景が見えた。ここは孝太郎が日本滞在中に使っているホテルだ。

「あのね、あんなプロポーズ……明日には社内中の噂よ」

　日中の社内公開プロポーズを思い出すと、頭が発火しそうだ。総務の面々に囲まれ、ド派手なプロポーズ大作戦だった。

「いいじゃないですか。業務には差しさわりないし、俺たちふたりがお世話になっている人たちに祝福してもらえて、俺は嬉しかったですよ。幸せはみんなにお裾分けした方がいい」

　ああもう。彼にはちょいちょいこういうところがある。ワールドワイドな価値観に、私はときどきついていけない。フラッシュモブを仕込まれなかっただけマシだと思った方がいいのかしら。

「社長の耳に入ったら……はぁ～」

　枕にぐりぐりと顔を押しつけた。

　社長も驚くだろう。自分で推薦した未来の若手女性課長が、実は長男と付き合っていたなんて。

「そこは文句言えないんじゃないですか？　というより、いい女性を選んだって、俺の株が上がりそうですけど」

「私の昇進って、社外的に『女性が活躍しやすい職場』アピールでもあるのよ。それが実は長男の嫁でしたなんて、社長も格好がつかないでしょう」

　私の課長昇進、なくなっちゃうかも。まあ、それはいいんだけど。ちょっと身に余りすぎる待遇だし。

　でも、これから結婚の許しをもらいに行かなければならない方たちに、どんな印象を持たれてしまうだろう。

「気が重い～」

　うじうじ呟いていると、孝太郎が私の肩を掴み、ぐるんと身体をひっくり返した。

　裸の胸が彼に向かって丸見えになって、今さらだけど、シーツをぎゅっと鎖骨まで引き上げる。

「真純さん、そんなことばっかり言って。嬉しくないですか？　俺からのプロポーズ」

　間近にある孝太郎の顔。付き合って二年経つけれど、こんな風に接近されると、まだドキドキが止まらない。

「嬉しい……です」

「もしかして、プロポーズはふたりっきりがよかった、とか？」

『うっ』と停止した。

　それはおおいにある。彼の価値観と違って、私はプライベートなことはふたりきりでひっそりとやりたい方なのだ。

　そっと頷くと、孝太郎が、がばっと身体を起こした。

　何、何、どうしたの？

　彼はテーブルの上に置いてあった薔薇の花束と指輪を取ってくる。昼間、私に贈ってくれたものだ。

「孝太郎？」

「やり直し、しますね」

　真顔の孝太郎はベッドに座った。私を布団から引きずり出し、座らせる。

　ちょっとちょっと……。

　向かい合った格好で、彼が深呼吸をした。

「真純さん、俺と結婚してください」

　まっすぐ見つめる瞳は、窓の向こうの夜景が映ってきらめいている。綺麗。呑み込まれてしまいそう。

「出会ってから、ずっとあなたが好きです。離れている間も、あなたがいるから頑張れた」

　心臓が苦しいほど鳴り響いていた。孝太郎が今、私だけを見ている。

「忙しくてあなたに寂しい思いをさせるかもしれない。会社では俺の妻ということで、思わぬ不利益を被るかもしれない。それでも、俺といてほしい。生涯隣にいてほしい」

「孝太郎」

「ずっとずっとあなただけを愛し続けます。結婚してください」

　私を捉える瞳は力強い光を灯しているけれど、強引で支配的なそれではなかった。優しい深い愛を感じる。

「イエス以外、答えは欲しくないんですけど」

「もう。イエスだってば」

　私は目の前の孝太郎の頭を、勢いよくかき抱いた。

「驚いたし、もうああいうのは絶対嫌だけど……プロポーズはお受けします。それは本当」

「ありがとう、真純さん。幸せにします」

　わずかに身体を離すと、孝太郎が私の左手を取った。薬指にリングをはめてくれる。

　カットされた大ぶりのダイヤモンドがついたリングは、サイズがぴったりだ。いつの間に調べたのだろう。

　見つめ合うと嬉しさが溢れる。彼も私も裸で、世界には今、ふたりしかいない。私たちはどちらからともなく抱き合った。

　孝太郎がぎゅうぎゅうと抱きしめてくる。抱擁の強さが心地いい。

　その手がもぞもぞと私の背を這いだした。指先が背骨をたどり、尾骨へ。触れ方の意味に、焦って耳元でささやく。

「孝太郎。もう、した」

「足りない」

「明日、会社……」

「会社まで送ります」

　止められそうもないみたいだ。

　ああ、でも、私だって彼が欲しい。ずっと遠距離恋愛だった分、私も彼もお互いの熱が足りない。まだまだお互いが欲しくて狂いそう。

「困ったなあ」

　困ってなんかいないくせに言う私。孝太郎が微笑んで、ささやく。

「結婚したら毎晩ですから。体力つけてください」

「嘘でしょう」

　毎晩なんて、抱きつぶされてしまいそう。

　何度目かのキスを交わしながら、私たちはベッドに深く沈み込んでいく。

　薔薇の花束がベッドから転げ落ち、真っ赤な花弁が夢みたいに舞い上がった。
















特別書き下ろし番外編　ずっと一緒にいるために













　平日のランチタイム。賑わうカフェで私は、山根さんと持田さんと昼ごはんを食べていた。

　店内は若い女の子ばかりで、明るい日差しの差し込む広いフロアは、ひと足早い春のような空気だ。桜が咲くのはまだ一ヵ月ほど先だというのに、お日様は少しずつ春の準備を始めている。

「あ～、緊張する～」

　そんな昼下がり。私の目下の悩みは、週末に迫った『未来のご両親に挨拶』だった。

「もう。真純先輩ったら往生際が悪いなぁ」

　野菜とローストビーフがどっさり入った巨大なサンドイッチを持ち上げ、山根さんが言った。ふわふわのツインテールがプードルみたい。食事には邪魔そうだ。

「もう千石さんと半同棲状態なんですから、ご挨拶はしないと」

「うん。わかってる」

　先月のプロポーズからひと月が経った。孝太郎は間を置かず、都心のど真ん中にマンションを借り、自身の会社のアジア拠点の設立に日々精力的に動き回っている。

　私たちはまだ一緒に住み始めてはいない。だけど、私が自分のマンションに戻るのは週に一、二度になってしまった。プライベートのほとんどを孝太郎の部屋で過ごすため、育てているレモンの木も、今では孝太郎の部屋のベランダを住居としている。

『一緒に住むなら、ちゃんとご両親に挨拶してから』と言ったのは私で、一刻も早く同棲したいからと今週末に会食をセッティングしたのは孝太郎。

　でも、気の小さい私は日を追うごとに胸が苦しくなり、心臓が過敏にドキドキしているのだ。

「山根と違って、真純先輩は繊細なのよ。恋人のご両親……しかも富士ヶ嶺の社長にご挨拶となったら緊張するに決まってるわ」

　持田さんがパスタをくるんと巻いて、呆れた顔を山根さんに向ける。

　営業部に異動になった持田さんは、シャツにタイトなシルエットのスカートで、カーディガンを羽織っている。営業に同行することもあるようで、総務にいたときよりシャープな服装をしていることが多い。

　働くフロアは別々だけど、私たちは週に何度かはこうしてランチを一緒に食べる。横手さんも交えて四人のこともあり、後輩の女子たちとの時間は私にとってちょっとした癒いやしだ。

　ちなみに、普段は今日みたいなおしゃれなカフェには来ない。たまたま、山根さんがサービス券をもらってきた。

「どんな格好で行けばいいか考えてるんだけど、今夜横手さんが服を買いに付き合ってくれることになってて」

　横手愛梨は正真正銘のお嬢様。千石家の格に合うファッションを見定めてくれるだろう。さらに、孝太郎のご両親の雰囲気を聞くためにもお願いしたのだ。

「いいなぁ！」

　私の言葉に、山根さんと持田さんが声を揃えた。

「私も一緒に行きたい！　あー、でも今日、後輩の子たちとミーティング兼ねてごはんって言っちゃったー！」

　山根さんが頭を抱えた。

　自分は仕事ができないと嘆く割には、後輩の面倒をよく見ているじゃないの。偉い偉い。

「私は……泉谷さんと約束が……」

　持田さんがぼそっと言った。それを聞いて山根さんが、きいきいと怒りだす。

「ノロケですか！　悔しい！　私だけ彼氏がいない！」

　意外なことに、持田さんは秘書課の泉谷さんと昨年からお付き合い中だ。彼と親しい後輩の私に言わせれば、泉谷さんは優しく温厚で面白いけど、趣味の人だ。乗り鉄タイプの鉄道オタクで日本中どこへでも行ってしまうし、猫が大好きで同居の二匹を溺愛している。趣味につぎ込むのでお金も暇もないと明言してきた泉谷さんを射止めるなんて、持田さんの情熱と懐の深さがすごい。

「ふたりとも、今日は当初の予定を優先してちょうだいね。私は平気です」

「残念だなあ。真純先輩の服、私も選びたかった。……って、真純先輩、さっきから全然クロワッサンサンドが進んでない」

　山根さんに指摘され、慌てて手に取る。

「緊張すると食が細くなっちゃうんですよね、真純先輩は」

　子どもに接するみたいに優しく言う持田さん。

　うう。さすがに付き合いが長くなってきて、どんなにカッコつけてもバレてるみたい。私が小心者だって。




　今日の夜は横手さんと買い物に行き、夕飯も食べて帰ると孝太郎には言ってある。彼はこの予定に不満げだった。

『あなたは愛梨を構いすぎです』

　いまだに彼は私に対し、敬語と普通の語調をごちゃ混ぜの状態で使っている。元々の口調が穏やかで丁寧だから、私もあまり気にしていない。

『そんなことないわよ』

『いいえ。あいつは真純さんが好きなんですよ。そう頻繁に構ったらつけ上がります』

　孝太郎にとって、横手さんは妹的ポジションにいるのだと思っていた。しかし、こうして明らかな対抗意識と嫉妬を見せられると、いよいよ本物の兄妹に見えてくる。何も私のことで争う必要はないんだけど。

　最後はなんとか孝太郎を説き伏せ、横手さんとふたりで出かけられることになった。

　ついていくとか言われないで本当によかった。横手さんから千石家の内情を知る大事な機会なんだもの。

「真純さぁん」

　横手さんは定時後、私のデスクまで迎えに来てくれた。最近、彼女は私を名前で呼ぶ練習中なのだ。結婚したら阿木じゃなくなるからなんだって。

　退勤していく私と横手さんを、山根さんが恨めしげに見ていた。

　ごめんね。今度みんなで買い物やごはんに行こうね！という視線だけは送っておく。

「今日は真純さんに似合いそうな服をリサーチしてあります！」

　張り切っている横手さんに一応お願いする。

「何十万円もするのはダメよ。私のお財布事情に合わせてね」

「もちろんです！　あまりハイブランドだと、かえって嫌味ですからね」

　結構いろいろ考えてくれているみたいだ。

　デパートのレディースコーナーは広く、さほど服飾品にお金をかけていない私には来慣れない場所だ。横手さんは目星をつけていたらしい店舗へ連れていってくれる。

　うん、このブランドは知っている。二十代の女の子向けって感じだけど、アイテム数が多いから選びやすいのかもしれない。

　さらに横手さんは、つるしの衣類の中から、ささっと何着かを手に取る。そして数秒の吟味ののち、私の腕へそれをかけていくのだ。

　なんというスピード。そしてその目つきの真剣なこと。獲物を狙う狩人の目だ。

「横手さん……？」

「はい、これとこれとこれ。こっちはこの組み合わせで、試着室へＧＯです！」

　こんなに試着室に持ち込みＯＫなの？

　どうやら、横手さんはこの店の常連らしく、店員さんが丁寧に試着室へ案内してくれる。

　店舗の面積の割に広めの試着室で、横手さんに指定された一枚目のワンピースを着てみる。

「横手さん！」

　すぐさま顔だけ試着室のカーテンから出す私は、めちゃくちゃ困っていた。

「このワンピース、可愛すぎない？」

「着替え終わりました？　じゃあ、出てきてください！」

　勢いよくカーテンを開けられ、「ぎゃっ！」と悲鳴を上げた。横手さんの選んだワンピースは赤系のチェック柄。袖はビショップスリーブで、スカートは細かなプリーツのミニ丈だ。腰には太いサッシュベルトつき。圧倒的に若者向けだ。そして言った通り、デザインが可愛すぎる。

「真純さん、やっぱりこういうのも似合う……」

　目をキラキラさせる本日の案内役。

　やだもう。何よ、その全肯定ムード。

「横手さん、私、三十二歳よ。十代の女子高生じゃないの。これはまずいわ」

「なんでですか？　絶対に可愛いですよ」

　自信満々の横手さんだけど、もしかして他の服もこんな感じ？

　私は受け取った服たちを見やる。小花柄のワンピースは、膝丈だけど襟と裾にはレース。ウエストと肩に切り替えのあるワンピースは、ボックス型のスカートで、若い子が着れば可愛めなレトロ感があっても、私が着ると懐古趣味の三十代サブカル女子に見えてしまう気がする。

「真純さんに似合う服、いろいろ考えたんですけど、普段着ないだろうテイストで攻めたくてぇ」

　ニコニコと満足そうな彼女は、たぶん私で着せ替えをしたくてやってきたのだ。後輩に遊ばれる私。ある意味、孝太郎の予感は大当たりかもしれない。

「お願い、横手さん。もう少し落ち着いた感じで！　恋人のご両親に挨拶ってときに、ファッションで攻めたくないの！」

「こうちゃんのお母さん、可愛いもの好きだから、ウケると思うんですけどねえ」

「それにしたって、年相応なものを！　お願い！」

　この路線で行くなら、ひとりで買い物し直した方がマシかもしれない。だけど、頼んじゃった手前、横手さんの顔も立てたい。まだ千石家についても聞いていないし。

「じゃあ、〝愛梨〟って呼んでください」

　横手さんが思いついたように身を乗り出してきた。

「へぇ？」

「これから愛梨って名前で呼んでくれるなら、真純さんの求めるテイストで誠心誠意チョイスします」

　なぜか『真純さんが親しい後輩』の座を山根さんと争っている彼女。名前で呼び合う関係性で、山根さんの上に行きたいのね。私が好きっていうより、同期の山根さんと喧嘩したいというダシに使われている気がしないでもない。まあ、いいんだけど。

「愛梨、お願い。手伝って」

　小首を傾げて両手を合わせる私の懇願に、横手さんはご満悦の笑顔で頷いた。




　横手さんのセレクトで選んだのは、ニットのワンピースとジャケット。野暮ったかったり、ラフすぎたりはしないけど、堅苦しく見えない〝こなれ感〟……というコンセプトらしい。

「社長は職場での阿木真純さんしか見たことないわけですから、雰囲気を変えて、家族になれそうな温かなイメージを出していくべきです」

　今はデパートのトイレのメイクスペースで、横手さんが私の髪をアレンジしている。手持ちのブラシとピンで逆毛を立てたりしながら、サイド垂らしの三つ編みを作っていく。

　上手だなあ。髪の毛なんてひとつ結びかアップかくらいしかしていない。

　社長室に呼ばれて面談したのは昨年末のことで、それがおそらく課長に適任かの面接を兼ねていたのだと思う。でも、そのとき社長は、私と孝太郎が交際中だったことを知らない。

「社長も、こうちゃんのお母さんも、真純さんのこと認めてるんですよね」

「反対してるって話は聞かないけど、実際どう思ってるかはわからないなあ」

「社長ははっきりした人ですし、反対してるなら、会うことを了承しないんじゃないですか？」

　横手さんのフォローに、つい否定的になってしまう。

「わからないわよ。直接会って、引導を渡す気かも」

「真純さん、ナーバスになってる」

　横手さんのヘアアレンジで、優しげでトレンド感のある三つ編みが完成した。

　わあ。私これ、自分でできるかしら。

「千石家は家族仲もいいですし、ご挨拶といっても、けして堅苦しい空気にはならないと思いますよ」

　孝太郎が富士ヶ嶺を出たとき、一時的に冷え込んだ親子関係も、時間を経て今は社長も理解を示してくれている様子だ。息子が努力して切り開いた道を認めているのだろう。だからこそ、私もご両親へ挨拶ができるんだけれど。

「涼次郎くんが、ムードメーカー的にお食事会を盛り上げてくれるんじゃないですか？」

「だといいなあ」

「真純さんはそのままで素敵です。こうちゃんが恋に落ちた人なんだから」

　横手さんが可愛らしく、ふふっと笑う。

「こうちゃんは昔から女の子にモテたし、私も彼を好きな女のひとりでしたけど、恋愛より夢に生きる人だなあって思ってました。自分のやりたいことがあるから、恋愛に対する優先度が低いっていうか」

　そんな若い孝太郎、ちょっと想像がつく。

　きっと、高校時代から海外を飛び回ることを考えていたんだろうな。たくさんの人と出会い、交流し、それを仕事にしていきたいと思っていたんだろう。

「付き合う子を大事にしないってことじゃないんですけど、こうちゃんの元カノはみんな『自分では繋ぎ止められない』って思ってたんじゃないかなあ」

「放浪癖のある男ってダメねえ」

　茶化して笑うと、横手さんが言う。

「そういう視野の広すぎる彼に『この人しかいない』って思わせたのは真純さんなんですから。自信を持ってください」

　自信……。

　いまだに孝太郎の横にいてもいいのか悩むことはある。だけど今の言葉は結構、嬉しいな。

「ありがと。横手さん」

「〝愛梨〟です！」

　勢いよく訂正され、苦笑いだ。

「ありがとう、愛梨。ごはん食べに行きましょう。最上階の鉄板焼きのお店なんてどう？」

「はい。喜んで」

　見た目を変えてもらうより、価値のある激励をもらった気がする。

　私たちは気づけばペコペコになっていたお腹をさすりながら、夕飯へ向かった。




　約束の日は土曜日の正午だった。

　ほぼ毎日孝太郎と過ごしているけれど、今週は水曜日あたりから、あえて自宅のマンションに戻った。初めてご挨拶に上がるのに、孝太郎との間に生活感が見えてはいけないと思ったのだ。

　それに私自身、ひとりで心を落ち着けておきたかった。本当に小心者だとは思うんだけど、絶対に失敗したくないことには、ことさら慎重になってしまう。

「真純さん、とても綺麗ですね」

　孝太郎とは新宿で待ち合わせた。今日は千石邸ではなく、外で会食なのだ。

　場所は孝太郎と最初にデートしたホテルの欧風料理店。家族でよく使うと言っていたけれど、おそらく孝太郎の方で、知っている店がいいとセッティングしてくれたのだと思う。

「ヘアスタイル、普段と違うけれど、すごく可愛い」

「横手さんに教えてもらったの。何度か練習したけど、今朝も形になるまでずいぶんやり直したんだから」

「それに雰囲気が……なんというか勇ましいなあ」

　勇ましいって、褒め言葉なのかしら。

　私は孝太郎の顔を覗き込み、尋ねる。

「メイク、きつく見える？」

「そうじゃなくて、敵は本能寺にあり、みたいな感じってことです」

　どうやら私の緊張が伝わっているみたい。気負っているのが恥ずかしくてうつむく私に、孝太郎が言う。

「大丈夫。俺が選んだ人に文句なんか言わせませんよ」

　孝太郎の気持ちは嬉しいけれど、私はやっぱりご両親に好かれたい。いい女性が息子の嫁に来てくれたって思われたい。

　今日まで、できることはしてきたつもりだし、仕事だってこれからいっそう頑張るつもりだ。

　ありのまま、素直な気持ちでご両親に挨拶しなきゃ。




　電車で移動し、ホテルに到着。久しぶりにやってきた欧風料理店だけど、今日は以前使った個室よりもさらに奥の広々とした部屋に入った。

　先に到着していた社長と奥様が、入室してきた私たちに視線を向ける。顔を綻ばせ、椅子を引いて立ち上がってくれる。

　心臓が、ばくばくとものすごい音で鳴り響いていた。

　えっと、まずはなんて言えばいいんだろう。『はじめまして』じゃ変だし、『今日はお招きいただきまして……』とか、ええと……。

　頭の中がぐるんと回り、気づいたら私はウエイターの男性にジャケットを預けるより先に、勢いよく頭を下げていた。

「このたびはお時間を頂戴し、ありがとうございます。孝太郎さんと結婚させていただきます！　阿木真純です!!」

　なんの前置きもない、いきなりの挨拶に、ご両親がポカンとした顔。

　ちょっと、ちょっと私、なにやってんのよ！　挨拶はもう少し場がほぐれてからでしょう!?　それに『結婚します』宣言してるじゃない！　『結婚をお許しください』のスタンスでしょう!?

　パニック状態でわたわたしている私の横から腕が伸び、孝太郎が私の腰を抱く。

「彼女と結婚します。よろしくお願いしますね、父さん、母さん」

　すると、奥様がぷっと吹き出した。クスクス笑いながら、こう言うのだ。

「元気なお嫁さん。嬉しいわねえ、あなた」

　社長も笑顔になり、席に促しながら言う。

「阿木くん、社外で会うのは初めてだね。これからはこっちの機会の方が多そうだ。よろしくね」

　優しい言葉に、私の張りつめた気持ちが緩んでいく。

　ああ、めちゃくちゃになってしまったけれど、一応ご挨拶はできた。かなり予定とは違っている……。

　孝太郎が何度も背を撫でてくれた。『お疲れさま』の意味だと思う。




　会食を終え、私たちが孝太郎のマンションに帰宅したのは夕方だった。

「は～。ちょっとほっとした～」

　荷物もそのままに、どさりとソファに腰を下ろすと、孝太郎がさっと私のジャケットをハンガーにかけてくれる。さらにコーヒーの準備なのか、自分のスーツの上着を脱ぐと、シャツの袖をまくり、キッチンへ入っていく。

「真純さん、ずいぶん緊張してましたからね」

「結婚のご挨拶よ？　緊張しない方がおかしいでしょう？」

「それなら、来月は俺がその状態かな」

　来月、孝太郎が私の実家に挨拶に来てくれることになっている。

　うーん、孝太郎は緊張しない気がする。まあ、そうだろうなあ。

　逆にうちの両親の方が緊張しそうだ。三十代のひとり娘が、世界を股にかける会社経営者を結婚相手としていきなり連れてくるわけだから。しかも孝太郎は、目を見張るばかりの美形だ。

「でも、申し訳ないな、父の我儘で結婚が延びるのは」

　コーヒーメーカーをセットしながら孝太郎が呟いた。

「いいのよ。社長の立場からしたら当然だわ」

　挨拶は概ねうまくいった。私がフライングしてしまった部分も含め、和やかで和気藹々とした昼食になった。涼次郎くんが部活の試合で来られなかったけれど、涼次郎くんの助けがいらないほどリラックスした席だったと思う。

　しかし、孝太郎のご両親……というか社長が出してきた条件がひとつだけあった。それは入籍と挙式を一年以上先にしてほしいということだった。

「知らなかったとはいえ、息子の恋人の昇進を推薦してしまったんだもの。社長の立場からいっても、結婚は私の昇進から時間を置いた方がいいわ」

「俺としては、早く真純さんと家族になりたいですけどね」

「同棲は許してもらえたから、いいじゃない」

　コーヒーができ上がり、孝太郎が運んできてくれる。湯気の立つマグカップがふたつ。私の方にはミルクが入っている。

「一年なんて、きっとあっという間よ。お式の準備もあるし、あなたも私も仕事があるし」

「そうかもしれませんね」

　まだ不満げな孝太郎の手からマグカップを受け取る。

「美味しい」

　ひと口飲んでマグカップをテーブルに置くと、すかさず孝太郎に抱き寄せられた。

「どうしたの？」

「……三日ほどあなたと離れていたので」

　驚いて見つめると、孝太郎は甘えるように私の髪に顔をうずめてきた。

「遠距離恋愛中は耐えられていたんですけどね。一度、一緒に暮らすとダメですね。あなたのいない生活は苦しい」

　その気持ちはよくわかる。私もこうして孝太郎と過ごせるようになって、もう一度あの二年間を繰り返せと言われたら嫌だ。最愛の人が隣にいるという幸福は、何にも代えがたいものなのだと気づく。

「なるべく早く、ここに引っ越してきてくれませんか？　新居の準備をしてもいい。戸建てでもマンションでも、あなたの望むようにします」

「孝太郎も忙しいんだから、新居なんか後でいいのよ。わかったわ、うちの方の挨拶が終わったらすぐに引っ越すから」

「約束ですよ」

　唇を合わせると、すぐに舌が滑り込んできた。

「ん」

　性急なキスに、くぐもった声が漏れる。それが孝太郎の情熱に火をつけるとわかっていても止められない。

　ソファで固く抱き合い、キスを交わす。孝太郎の長い指が髪を梳き、頭を撫でる。心地いい。

「孝太郎、好き」

　私は彼の筋肉質な背中で手を回し、強く引き寄せた。

「おねだりされてるみたいだ」

　キスの合間にささやかれ、お返しに答える。

「してるの。気づいて」

「煽っておいて、後悔しても知らないからな」

　愛し合う最中、彼の敬語が崩れる瞬間が好きだ。私をドキドキさせたくて意識的にやっているんだろうけれど、単純な私はまんまとその策に引っかかってしまう。

「真純、愛してる」

「私も」

　広々とした大きなソファに倒れ込み、私たちはお互いの全部に没頭することにした。

　この先ずっと一緒。きちんと実感が湧くまで何度だって確かめ合おう。

　私と孝太郎は、近い将来、家族になる。




おしまい










あとがき




　こんにちは、砂川雨路です。『クールな御曹司の本性は、溺甘オオカミでした』をお買い求めいただきありがとうございます。

　疲れ果てているときに優しく癒してくれた男性と、思わぬところで再会。しかも、彼が自分の勤務先の御曹司だったなんて、まさに運命的な出会いです。しかしヒロインの真純は、彼の一途な想いになかなか振り向くことができません。自分の方が年上であること、上司であることなど、世界の違う恋に前向きになれません。そんな彼女の心を変えていくのは、いったいなんでしょうか。

　社会に出て時間も経ち、見えるものも変わってくるのが三十代。日常に満足していないわけじゃないけれど、ふと立ち止まってしまいそうになることもある。恋愛にだってことさら慎重になってしまう。そんな三十代女子が年下の御曹司に溺愛され、少しずつ変化していくお話です。

　現実ではなかなか御曹司には出会えません。ベタベタに甘やかしてくれる男性を探すのも大変です。本書のヒーロー・千石くんのような、強引な王子様に愛される幸せを、真純と一緒に体験していただけましたら嬉しいです。




　最後になりましたが、本書を書籍化するにあたりお世話になりました皆様にお礼申し上げます。グイグイ迫ってくる千石くんと、翻弄される真純を最高に素敵に描いてくださいましたイラストレーターの白崎小夜様。デザイナーの菅野様。今回もたくさんお世話になりました担当の三好様、矢郷様。本当にありがとうございました。

　小説サイト『Berry's Cafe』連載当初からふたりの恋を応援してくださった読者様、文庫の形で初めてお手に取ってくださった読者様。皆様のおかげで創作活動を続けていられます。心より感謝申し上げます。

　毎度のことではございますが、夫と大きくなってきた子どもたちにもお礼をしたく思います。

　お読みいただき、誠にありがとうございました。まだまだ小説を書いていきたいと思っております。よろしくお願いいたします。




砂すな川がわ雨あめ路みち
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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クールな御曹司の本性は、溺甘オオカミでした





発　行　２０１９年２月10日　初版第１刷発行

著　者　砂川雨路

発行者　松島 滋

発行所　スターツ出版株式会社




〒１０４―００３１

東京都中央区京橋１―３―１　八重洲口大栄ビル７Ｆ

TEL……販売部　０３―６２０２―０３８６

（ご注文等に関するお問い合わせ）

URL……http://starts-pub.jp/




制　作　大日本印刷株式会社






© Amemichi Sunagawa 2019




item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		プロローグ



		帰ってきた御曹司



		突然大仕事



		ご褒美デート



		あっちもこっちも面倒くさい



		アクシデント



		優しい唇



		一度きり



		言えない



		東京タワー



		エピローグ



		番外編　その晩のお話



		特別書き下ろし番外編　ずっと一緒にいるために



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次













item/image/cover.jpg





item/image/voicejisyakou.jpg
B b — iy
A 2 oA E D

\
5

i
B
=}
=

2
ol
=
S

i 74’-5@5#?5 HWEZERDITAJ4 (BRI BZHESR
by HHAE EHOTEET! oy eaps by BEF 77
2018528 LD LHIBRYY — 2! B 515 8 13

Google Play

)

RY—28F
| (2BBAKR)
HRIRAREFZ

RY=ZH7 T THHIBETALT7 79— 1)~






